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IH　調　剛結　果

し　植物群落

　名瀬市全域について約920の植生調査（Vegeta之ionsau魚ahme）が行なわれたが，これら

の植生調査資料は植物社会学的組成表組み変え作業（TabeHenarbe三t）を繰り返されながら

種組成の似たものどうしが集められ，順次各群落単位にまとめられた。

　これらの群落単位は，今までに発表されている奄美大島や同じヤブッバキクラス域の多く

の資料とも比較検討され，その所属する群集や群集以上の上級単位について考察された。

　A　自然植生

　人間の影響が加わる以前の植生すなわち原植生または，ある程度の入為的影響が加わった

ことがあっても，その立地固有の自然植生とおなじような種組成もった植物群落も含めて，

ここでは自然植生として規定し，とりあっかわれている。

　1）　ケハダルリミノキースタジイ群集

　　　Lasianthero－Castanopsietum　s圭eboldii（Teも．2）
　名瀬市の内陸側に位羅する金作原国有林を中心に標高190～450mの山地帯で約60ケ所につ

いてアウフナーメが得られた。ケハダルリミノキースダジイ群集は谷底の湿潤地を除いた尾

根部から斜面にかけて広く発達している。群落講成種のほとんどが常緑の種群で構成され，

籔

Pゑ。亡．3金作原国有林に発達するスダジイ自然林の柑観。

　　　　Physlognomie　des　Cα3確ノ～oが∫∫α4∫が磁オα一“更Jrwaldes”，　die　in　dem　staatliche鷺

　　　Wald　Kinsakubaru　entwickelt　sind．
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群落高12～25mに達するうっそうとしたスタジィを主とした高木林が形成されている。この

群集はオキナワウラジμガシ，サカキ，ホコザキベニシダ，イジュ，シマミサオノキ，ナン

ゴクホウチャクソウ，オキナワシキミ，ナギ，トキワガキ，リュウキュウァリドオシ，ケハ

ダルリミノキを標徴種または区分種とする群集である。これらの標三種および区分種のほと

んどは琉球列島以南に自生する種で占められている。他のスダジイ林にくらべてケハダルリ

ミノキースタジイ群集はきわめて壷熱帯的特徴をもつ種群で特徴づけられている。宮脇・大

場（1963）により報皆されているケハダルリミノキースダジイ群集の標微種であり，群集名

にも引用されているケハダルリミノキは，今回の名瀬市の調査ではきわめて常在度が低い。

一つの調査区域の出現種数は平均43種で，群落階履は高木層，亜高木層，低木層，草本層の

4層に大別されるが，各階層間の差はあまり明瞭ではなく4層以上に多層化していることが

多い。高木の樹型は低木層から高木層のものまで，一般に枝はあまり横に広がることはな

く，幹もまっすぐにのびている。ケハダルリミノキースダジイ群集は台風などの増水時に林

床が破壊されやすい谷部をのぞいて，草：本層から高木層まで，ほとんど常緑の山群で構成さ

れている。したがって夏でも冬でも二二の差はあまり明瞭ではなく，わずかに構成種の開花

によって季節が識別される程度である。林内は年間を通じてB中でもかなり薄暗い。

　基盤地層は弱乾性黄色土と呼ばれる森林土壌である。土壌は比較的よく発達しており，表

層土層の厚さは羅根部の薄いところでは20cm前後で，谷部に下がるにしたがって厚くなっ

ている。腐植層は分解が早くほとんどみられない。基盤は古生層の粘板岩である。

　ケハダルリミノキースダジイ群集が広い面積で生育する金作原国有林は，名瀬市で最も海

抜の高い山地にあり，名瀬市中心街からも住用村，大和村の集落からも高く，離れている。

このような地理的不便さが原因して近年まで箪馬の通れる程度の道もつけられていなかった

ことがはからずも幸いし，奄美固有種である植物も豊富に生育し，動物においても天然記念

物に指定されているアマミノク戸ウサギなどが生息しており学術的にも貴重な地域として残

されてきた。

　また，名瀬市で最大の河川である大川がこの金作原国有林に源を発し，水源涌二三として

重要な役割をになっている。

　奄美群島の代表的常緑広葉樹林であるケハダルリミノキースダジイ群集は海岸，湿地を除

いた大部分の地域に発達し群島の主部をなしていたと考えられる。しかし，以前より薪炭林

としてその多くはしばしぼ伐採され，また，リュキュウマツの植林が進められ，現在名瀬市

においてはケハダルリミノキースダジイ群集の自然林は，国有林地である金作原とその周辺

に見られるにすぎない。他の大部分の森林は2次林であるギョクシンカースダジイ群集およ

び，リュウキュウマツ植林におきかえられている。
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　ケハダルリミノキースダジイ群葉は

微地形の差異によってイヌガシ亜群集

とコバノカナワラビ亜群集に2区分さ

れ，さらにコバノカナワラビ亜群集は

2つの変群集に下位区：分された。

　i）イヌガシ藪群集

　　Subass。　vonNeoh一

　　亡sea　aciculata
　イヌガシ亜群集は，イヌマキ，イヌ

ガシ，ヤマモモ，ギイマ，シバニッケ

イ，サクラツツジ，ピサカキなどで区

分される。これら区分種はいずれも低

木層以上を構成する喬木種で一般に乾

生立地によく生育している。

　イヌガシ亜群集は尾根部から斜面上

部の乾生ないし画幅生地に発達し内陸

側の山地に広い面積しめている。土壌

は尾根部ではおよそ20cmの厚さで，

斜面を下がるにつれ深くなっている。

　植物群落の構造は多層化していて，

細かく分けると6層の階層区分が認め

られる発達した林分もあるが，各層の

境界はブナ林に見られるような明瞭な

Phot・4由地斜颪に発達するケハダルリミノキースダ

　　ジイ群集イヌガシ亜群集の閣内（金作原国有林）。

　　Innenansicht　der　Subass．　vo臓

　　Neo玉itsea　aciculat＆　〔玉es

　　Lasianthero－Castanopsi－
　　etum　 sieboldii，　dieaufdem
　　Berghang　wachs毛（Staatwald　Kinsak：ubaτu）．

ものではない。したがって，大別して高木層，猛高木層，低木層，草本層の4層に区分され、

た。高木層の高さは12～25mにおよび，平均18mで，植被率は60～80％を占める。構成種の

主なものはスダジイ，イスノキ・，イジュ，コバンモチ，オキナワウラジロガシ，タブノキ，

ヤマモモなどで，樹冠はこれらの2ヴ与奪の少数種でしめられていることが多い。なかで

も，スダジイは工臨，常在度ともに他を圧して高い値を示す。亜高木層の植被率は平均40％

でタイミンタチバナ，サクラツツジ，ナギ，トキワガキ，スダジイなど10～15種類が生育し

rているが，いずれも被度のとくに高い優占種的な種は見あたらない。

　これに対し低木層はアマシバ，リュウキュウアオキ，シバニッケイ，オキナワシキミ，ギ

イマ，アデク，オオシマヒサカキなど琉球列島特有の種群をはじめ30～40種も出現し，きわ

めて種組成に富んでいる。このことはイヌガシ亜群集の一つの調査区での出現種数が40～50
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Phot．5　ケハダルリミノキースダジイ群集イヌガシ亜

　　　群集の土壌断画。古生層の上に堆積する表土は

　　　30cmときわめて薄い（金作原国有林）。

　　　　Bodenprof玉1　der　Subass．　　von

　　　NeOlitSea　　aCiCUlata　　deS
　　　Las圭anthero－Castanopsi嘩
　　　etum　　　sieboldii．　Oberbodenauf
　　　palaozoischen　sedimenten　hat　sich　nur　30cm

　　　tief　entwickelt（Staatwald　Kinsakubaru）．

　呈i）　コバノカナワラビ亜群集

　　Subass，　vo登
　コバノカナワラビ亜群集はコバノカナワラビ，

ン，キノボリシダ，ミヤマハシカンボク，

種であり，そのうち10種崩後がシダ

などの草本植物であることを考える

と，低木層にはこの群落の高木層か

ら低木層を構成する木本種のほとん

どが出現しているものといってもよ

い。低木層の植被率は40％前後であ

るが，1本1本が細くきわめて個体

数は多い。草本層の植被率は乾生立

地と暗い林床を反映して20％前後と

低く，ヒメアリドウシ，ホコザキベ

ニシダ，オオバカンアオイ，コバノ

カナワラビ，ヨゴレイタチシダ，タ

カサゴキジノオ，ナンゴクホウチャ

クソウなどが散生している（Fig．5）。

　土壌断面を見ると，尾根三三生地

では落葉層はlcm前後の厚さで堆

積しているが，腐植層はほとんど認

められないか，あっても0．5cmとき

わあて薄い。A層は暗褐色土壌で5

～6cm，　B層は赤：黄色の植土が10cm

位の厚さをなしている。山地斜面の

弱乾生地になると落葉層が21cm，

A層が5cmで，　B層が30cmと土壌

の各層が厚さを増していく傾向が見

られる。

　　　　　　　　　　　　　Arachniodespseudo－ar圭sta£a
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘッ方シダ，アオキ，ヤリノホクリハラ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ッルホラゴケ，サンゴジュなどで区分される。

　イヌガシ亜群集が低木層以上の，喬木となる種群で区分されるのに対し，ヘッカシダ亜群

集は低木層以下の小低木，草本植物，とくにシダ類によって特徴づけられている。金作原を

中心に，その周辺の山地の愚状斜面下部や湿生地に発達し，前記のイヌガシ亜群集に隣接し

ている。得られたアウフナーメは21で，主に金作原でのものが多い。
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＼

恥5ケ・・ダ・レリ▽キースダジ僻集イ幼舜灘願灘．r．．．．；．
　　　　V・g・…’・n・p・・f圭王d・・S・bass・v・h蕪．ρ．。、琢．．・r・．．・．斧．・三五．㌣．圭・at、a　des

　　　　Lasianthero－Castan6か昌．圭．．e：㌻μ血．．si、e．b．．q玉．1二三．．圭
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9．

．10．．

1正．

12．

13．

14．＝

15．

エ蒐5所悩〃η7脅α08ηzo5z〃π　イスノキ

αz5臨πoρ5∫55fθδoZ漉‘スダジイ

36海η薦τσ認Z露纏ssp．」勉ん勉θπ5話　イジュ

丑㍍80‘αゾカπ5∫α」φ02Zゴ0醐　コバソモチ

Qκθプα‘3煽ッαg露　オキナワウラジロガシ

乃40αzψZ‘5ノ薦9∫　ナギ

畷yブ5痂θ∫召9Z励κ　タイミソタチバナ

乃40αぴρz‘3η薦。プoρ友yπα　イヌヤキ

C頗yθプ∠zブαメ》o／z甜α　サカキ

⑤yηψZooo5ρrz魏埆あα　クロバイ

T8プη舘ブ0θ痂αゴαρ0η∫σα　モッコク

瓶y読。診海απ‘うブα　リュウキュウアオキ

Ez峨yαノαρoπzoα　ピサカキ

魏。♂露56ασ6∫c錫Z‘z如　イヌガシ

Rゐ04048π4プ0π薦5肋’0εサクラツツジ

16」：．．． P”∫6‘z〃π　απ∫5乙‘zニカガセar．　クπα5α一〇gα彦α‘

　　　　　　　　　　　　　　オキナワシキミ

17．　π躍駕漉漉αgπノ’α　ム．ツチヤガラ

重8。　エ）α”〃zαα旧宅加5乞2z4‘α4∫var．癬oroρゐメ♂z’5

　　　　　　　　　　　　　　　ヒメアリドウシ

19．　五痂ゐαθα陀駕プαエダウチホソグウシダ

20．　Aッ読。孟バα58ψ8π∫　シラタマカズラ．

21．Rα2～4伽6α漉海。認β3　シマミサオノキ

22，　5αプαzη4πτgZαうプα　セ：ソリョウ

23．　A5αプz〃π伽彦。加4召刀58　オオ．バカソアオイ

24．エ）∫5ρor観35θ∬‘Z召var．”3foプαノ雌観3

　　　　　　　　　　　ナソゴクホウチャクソウ

25．　Pノ謝oρ彰海5507ガ‘4‘ρθ∫．ヨゴレイタチシダ

26．　AZが漉α∫漉8ブ〃昭漉α　アオノクマタケラソ

　調査地は標高250～410m間の山地の谷部に線状に分布している。したが．って斜面の傾斜は

比較的なだらかなとこ．うが多い。コバノカナワラピ亜群集はイヌマキ亜群集よりも深い，湿

潤で肥沃な土壌上に生育している。

　群落の高さは13～25mで，平均工8mの高木林となり，出現種数は28～53種と各群落でやや

ぱらつきが見られる。平均出現種数は44種である。組成表に出現する総種数は1圓出現種を
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Phot．6　ヶハダルリミノキースダジイ群集コパノカナワラピ亜群集の林内。林床ぽリュウビンタイ，

　　　ヒロバノコギリシダなど大形のシダ類で・一面におおわれている（金作原国有林）。

　　　　DieStockwerkederSu与ass．　von　Arachniodes　pseudoaristata

　　　des　Lasianthero－Castanopsi6tum　sieboldii．　DenWaldboden
　　　bedecke頁　groBe　Fampflanzen　wie　んzg玄。μθゾま∫　Zツ804雄b躍α，1）‘メ》Z㈱加π　4πα’α診駕η3

　　　（Staatswald　Kinsakubaru）．

除くと，およそ100種である。

　ヘッカシダ亜群集の群落階層はイヌガシ亜群集と同様に大別して4層が認められる。高木

層の樹冠は，両側の斜面上のイヌガシ亜群集の立地に生育している高木が枝をはり出して，

林冠をおおい日蔭をつくっていることが多く，コバノカナラビ亜群集の巾狭い立地に根をは

って生育している樹木は少ない。しかしその下に続く高木第二層，低木層，草本層の構成種

は，高木第一層の樹冠により，光量や空薫湿度などの立地条件ががなり規定され，その影響

下に我慢できる植物だけが生育していると考えられる。したがって組成表ではこの亜群集の

高木層をおおっているが，コバノカナワラビ亜群集の立地内には生育していない種について

は，その被度・群鶴の右上に＊をつけて示されている。

　高木層の樹冠を占有している種ではスダジイの被度が3～4ととくに高いが，そのうちコ
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　　ケハダルリミノキースダジイ群集コバノカナワラビ亜群集断面模式

　Vegetationsprofil　der　Subass　vo隷　Arachnユodes

des　Lasianthero－Casta塾opsietum　s
α5如ηoρ5幽∫詑う。屠鉱　スダジイ

エ）∫5砂屍％鵤プα08規05麗刀3　イスノキ

P8295θα　オゐZ耀∂θr8％　　タ．ブノキ

防π認伽漉αプb「脚5碑α　アカミズキ

丁灘が痂4彦8籾α疏　ショウベソノキ
鈎7◎5痂6589厩漉‘　タ．イミンタチバナ

孟プ4嬉αg厩π9Z昭gOπα　シシ．アクチ

E如θooσプρπ5ブ⑫o毎傷∫　コパソモチ
5凌yプα餌ノごzρ02露α硲　　工・ゴノキ

CZ昭θグαノσρ02露。α　サカキ・

L82πη2⑫勉y4π2π2π∫07旧0ρ友yππ2π

　　var．σδorα彦％彫　リュウキュウマメヅタ

孟r4奏‘¢9Z厚2zg％㎏0π¢　　シシアクチ

βZα5魏5coo厚πo形2zθ2z5∫5ミヤマハシカソボク

Azκ％うαブ妙02zfατ　アオキ

％π4θ㌶う036乃‘α　σz6r‘α4Zごτ孟σ　　ツラ月宝ラゴケ

Aッ読。溺α5θ2ψ82z∫　シラタマカズラ

17．

18．

！9．

20．

21．

22．

23．

24．

25．

26．

27。

28．

．27

　　　　　　　　　　　　　pseudoarista亀a

　　　　　　　　　　　iebold玉量

Boあ漉55⑳oω・4鷹αヘッカシダ
1）∫ρzα野∫％”z〃zθ甜θ2zゴα2z衡ηz

　　　　　　　　　　　　　　　　　ミヤマノコギリシダ

（勉4y5露㎜アぜgんだf　ヤリノホクリハラソ
D砂♂α9‘Z御Z漉♂α‘α6㍑か3　ヒロバノコギリシダ

エ渥ρZ¢驚た‘”多40癖6zπz6解　　キノボリシダ

エ）α2ππζ乙。α2z‘んπ5　∫πζだ。π5

　　　　　var．蜴飴roメ）んツZZZ∬　ヒメアリドウシ

Bo♂う動露σρρθ2z4惚μZα∫α　オキナワキジノオ

α82z観35舶8’Zαノz4πJo∫αカツモウイノデ
A2・αo乃痂485αかZα6琵‘5　vaLッα々π5ん肋θ2z5‘5

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤクカナワラビ

温7・α0乃7zfo485ρ5θZ‘40一αブゴ5渉α∫σ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コパノカナワラビ

Pψ礎加ゐ解α　フウトウカズラ
乃ツ。ゐ。癖α2層μ6プσ　リュウキュウアオキ
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バノヵワラビ亜群集の立地内に生育しているものはきわめて少ない。すなわち，コパノカナ

ワラビ亜群集の湿潤立地に生育するスダジイのみの被度を注目すると＋ないし1というきわ

めて低い値となっている。スダジイのほか，主な種としてはイスノキ，エゴノキ，イジュな

どがあげられる。高木第一層にまで達している個体数は一般に少ない。高木第二層は高さ10

m位で，シシアクチ，モクタチバナ，イスノキ，スダジイ，エゴノキ，サカキなどがその主

な構成種である。

　低木層にはアカミズキ，ミヤマハシカンボク，モクタチバナ，シシアクチ，イスノキ，ア

オキ，サンゴジュ，シ。ウベンノキなどが生育している。アカミズキ，ミヤマハシカンボク

は群集を構成する種のなかで数少ない落葉広葉樹である。また，アオキ，サンゴジュはこの

璽群集を特徴づける区分種となっている。アオキは九州以北のヤブコゥジースダジイ群団域

においては乾生から湿生地まで多少：量的に差はあっても一般に広く出現する種である。それ

に対し，リュウキュウアオキースダジイ群団域に属する名瀬市ではその生育立地が谷部品生

地に限られているのは興味深い。後で考察されるアマミテンナンショウースダジイ群集の構

成種であるヤツデもアオキと同様で，やはり谷部の湿生地にのみ生育している。

　草本層は林床のまばらなイヌガシ亜群集とは全く相観を異にしており，このコバノカナワ

ラビ亜群集では林床一面にシダ類の繁茂していることが大きな特徴である。リュウビンタ

イ，ヘッカシダ，ヤリノホクリハラン，キノボリシダ，ツルホラゴケなど多種類のシダ類が

生育している。

　コバノカナワラビ亜群集は細かな立地条件の違いに応じてさらに次の2つの変群集に区分

された。

　急斜面にはさまれた狭い凹状地で，しかも，細い水流に洗われて母岩がところどころ露出

する立地に生育するオオシイバモチ変群集と，それよりもやや下部にあたる広い凹状緩斜地

に発達するヒロバノコギリシダ変群集の2つが区分される。

　オオシイバモチ，シシラン，ノシラソで区分されるナオシイバモチ変群集では，ヤリノホ

クリハラソ，キノボリシダなど，岩地に生育する草本植物の常在度が高い。

　ヒ戸ハノコギリシダ変群集はカツモウイノデ，ヒ揖ハノコギリシダ，ヤクカナワラビ，オ

キナワキジノオ，リュウキュウツルコウジで区分される。とくにカッモウィノデ，ヒ惇ハノ

コギリシダなどの大形のシダが林床一面に繁茂するのが特徴的である。土壌が深く堆積し肥

沃な，またかなり安定した立地に生育している。土壌は適潤性赤黄色土である。

　2）アマミテンナンショウースダジイ群集

　　　Adsaemo　heterocephalae－Castanopsietum
　　　siebo｝di三（Tab。3）

　ケハダルリミノキースダジイ群集の発達するスダジイ林域に比較して，さらに海抜高度の
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高い門門で得られたスダジイ林のアウフナーメの・一部はアマミテソナンシ・ウースダジイ群

集としてまとめられた。すなわち海抜高度350m以上の，川をはさんだ深い谷の爾斜面で，

やや不安定な立地に生育する湿生のスダジイ林である。リ三ウキュウハナイカダ，ノシラン，

リュウキュウヤッデが標徴種および区分種とされる。このアマミテンナンシ。ウースダジイ

群集の中でも，斜面の傾斜が5～20Qと比較的緩い凹状地の三分では，高木層にスダジイ，

ホルトノキ，フカノキ，コバソモチ，ショウベソノキのほかにエゴノキの被度がやや高く，

さらに林床はヘツカシダやカツモウイノデなど，大形の常緑性のシダ類でおおわれている。

傾斜が20～30。と急になり，母岩がところどころ露出しているような斜面ではスダジイ，タ

ブノキとともに落葉広葉樹のシマサルスベリが高木層を優占し，樹高H～14mの高木林を形

成している。シマサルスベリは茶褐色と灰白色の斑紋状の独特の樹肌をなす喬木で，日本で

は奄美群島にのみ自主している落葉樹である。シマサルスベリの優占している植分の林床

は，シダ類の被度がやや低くなり，かわってノシラソが多く生育している。前者をイヌビワ，

オオバカンアオイ，ツルホラゴケ，シマシシラン，チャボヘゴを区分種とするシマシシラン

亜群集に，後老をシマサルスベリ，シマイヌツゲ，カクレミノで区分されるシマサルスベリ

亜群集に下位区分された。

　アマミテンナンショウースタジイ群集は，アマミテンナンシ望ウ，リェウキュウハナイカ

ダ，トカラアジサイを標野種とする群集として報告さている（宮脇・大場1963）。区分種と

してはアオキ，サンゴジュ，ヤクカナワラビ，アリサンミズ，シマイヌツゲなどがあげられ

ている。アマミテンナンショウースダジィ群集は徳之島と奄美大島の雲霧帯域に生育するス

ダジイ林とされていた（門脇・大場1963）。奄美大島の調査資料には標高600m以上の湯湾岳

のものが多いが，海抜350mの住用村での資料も含まれている。住用村を含む奄美本島で得

られたこれらの群落はアマミテンナンショウースタジイ群集ヤリノホクリハラン亜群集シマ

サルスベリ変群集にまとめられている。

　今回，我々の調査資料は，標徴種とされているアマミテンナンシ。ウ，トカラアジサイを

欠くが，総合常在度表で検討された結果，種組成全体の比較考察からアマミテンナンショウ

ースダジイ群集に属するものと判断された。とくにシマサルスベリ，シシマイヌツゲ，カク

レミノで区分された群落（シマサルスベリ亜群集）は宮脇・大場1967のアマミテンナンシ。

ウースダジイ群集のヤリノホクリハラン亜群集シマサルスベリ変群集とほとんど同一のもの

と考えられる。一方，標徴種の有無を問題にすると，住用村での資料はやはりアマミテンナ

ソショウ，トカラアジサイなどの群集標徴種を全く欠いている。その点で400m以下の谷部

の森林・住用村を含めて今回の調査資料は，湯湾岳，徳之島で認められたアマミテンナンシ

ョウースダジイ群集とは別の群集にまとめられることも予想される。住用村の資料は唯一箇

所であり，600狙の高さで得られた群落と同一群集であるか否か，今後のさらに広範囲な調
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査結果によって判明されるものと考えられるが，一応ここでは同一群集として報告された。

　これらの奄美諸島のスダジイ林（ケノダルリミノキースタジイ群集，アマミテンナンショ

ウースダジイ群集）は，屋久島以南のアマシバースダジイ群団Symploco　m玉cro－

caliceae需Castanops圭on（宮脇・大場｝963）にまとめられていたが，

宮脇他1971によって，屋久島から織綾まで広く分布し，量的にも多いリュウキュウアオキを

標徴種にリュウキュウアオキースダジイ群団Psychotrio－Castanopsion

sieboldii　I971と改名された。また代償植生のギョクシンカースダジイ群集（55

頁）もこの群団に含められた。これらの三つの群落は総合常在度表で比較されているTab．4

さらにリュウキ・誌ウァオキースダジイ群団の上級単位は九州・本州に分布するスダジイ林

（ヤブコウジースダジイ群団）とともに，ヤブッバキオーダー，ヤブッバキクラスにまとめ

られる（Teb．4）。

　3）　ハドノキーシマサルスベリ群落　　　　　　　　　塾

　　　y沼6う剛2z6αメ》64z‘2z6z4Zα孟α＿ゐαg8鴬彦プ08刀z珈5祝うoo5診α診α一Gesellschaft（Teb．5）

　知名瀬川や大川の上流の深い織筋には落葉広葉樹であるシマサルスベリの優占する群落が

点在している。

　ハドノキーシマサルスベリ群落は組成的忙シマサルスベリ，ハドノキ，アリサンミズなど

の落葉広葉樹とアマチャヅルを区分種としてハドノキーシマサルスベリ群落としてまとめら

れた。

麟鑛籔 ㌶藁

一雨

襲

Ph砿．7　ハドノキーシマサルスベリ群落の相観。

　　　　Physiogn◎mie　der　1両ZZ8ゐアwz8σρ84z‘2zα磁’α一ムαgθ1等飲）θηz∫¢5～払うco∫競孟α一Gesellschaft．
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　この群落の高さは12～171nで，シマサルスベリが高木第一暦を占め，他にはショウベンノ

キ，フカノキが低溶度で出現する程度である。高木第工臨および低木層ではハドノキ，ミヤ

マハシカンボク，シ。ウベンノキ，アオキなどが主な出現種で量る。草本層においては，ヒ

Pハノコギリシダ，リュウビンタイ，ヘッカシダ，アマミシダなど多くのシダ類で林床がお

おわれており，心慮率も高くよく発達している。この群落は両斜面のスダジイ林にはさまれ

て空中湿度が高く，オオタニワタリ，シシラン，タマシダなど着生植物の多いのが特徴的で

ある。

　一つの調査区の出現種数は24～31で，その半数は草：本植物でしめられ，隣接するケハダル

リミノキースダジイ群集の種組成に比較して，単純な群落が形成されている。例年定期的に

奄美大島をおそう頻繁な台風時には林床は冠水する。したがって，ハドノキーシマサルスベ

リ群落は定期的な洪水による破壊を受けて持続している群落と考えられる。

　ハドノキーシマサルスベリ群落は，シマサルスベリ，アリサンミズはアマミテンナンショ

ウースダジイ群集の群集徴種ないし際分種にもなっている種であり，林床に共通のシダ類の

多いことなど，きわめて同群集に類似している。しかしスダジイ林が成立しにくい不安定な

立地であり，種組成を比較すると高木ないし低木を構成する種類がハドノキーシマサルスベ

リ群落ではきわめて少ないことなどから，ここではアマミテンナンショウースダジイ群集シ

マサルスベリ亜群集とは別の群落として区分された。また，次にのべられるハドノキーヒカ

ゲヘゴ群落と同様にハドノキーシマサルスベリ群落も，冠水などの自然破壊をしばしぼ受け

ることによって持続している比較的高地の極相以前の持続群落としての自然植生であると考

えられる。

　4＞ハドノキーヒカゲヘゴ群落

　　　㍑妨耀π8αρ8伽z・π♂α診α一Cツα疏8α勿漉rα一Gesellschaft（Tab．6）

　原生状態に近いスダジイ林（ケハダルリミノキースダジイ群集）の発達している金作原国

有林域において，谷底に点在する川の堆積作用でつくられた狭い河岸段丘状の平担地にはス

ダジイ林に代って，エゴノキ，アカメガシワなどの落葉広葉樹が高い植被率を示めす河辺湿

生林が見られる。この森林はハドノキ，ヘゴ，ヒカゲヘゴを区分種としてハドノキーヒカゲ

ヘゴ群落としてまとめられた。高木層にはエゴノキ，アカメガシワ，イヌビワ，ハドノキ，

アカミズキなどの落葉鷹葉樹の被度がきわめて高い。常緑広葉樹種ではシシアクチが主なも

ので，ほかにモクタチバナ，タブノキなども生育しているが，種類も少なく志度も低い。こ

の群落でもっとも特徴的なことはヒカゲヘゴやヘゴなどの大形面面シダ類が生育しているこ

とで，高木層にその大きな葉身を広げ，きわめて亜熱帯的景観を呈している。林床にも湿生

林に特有なヘッカシダ，ヒロバノコギリシダ，カッモウイノデなどの大形シダ植物でおおわ

れている。
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P痴t．8ハドノキーヒヵゲヘゴ群落。流木や倒木が多

　　　く懇懇は荒れた様網を醒していることが多い。

　　　　四Z8み・蹴6卿θ4〃zα磁’π一qy鋤臨砂旋rα一

　　　Gesellschaft，　die　auf　der　schmalen　FluB・

　　　terasse　entwickelt　ist．

　ハドノキーヒカゲヘゴ群落の立地

は川の堆積作用で形成された狭く，

低い段丘面であり，水はけの比較的

良い肥沃な湿生地である。礫層と交

互に土壌の堆積もかなり深い。

　ハドノキーヒカゲヘゴ群落は毎

年，大島を通過する台風などの増水

時にはたびたび浸水され，絶えず林

床が流失，埋没などの破壊をくり返

し受けて持続する，やはり極相以前

の自然植生と考えられる。ハドノキ

ーヒカゲヘゴ群落のアウフナーメが

おこなわれた場所は大川上流の海抜

250mの地点であり，さらに上流の

類似した立地上には前記のハドノキ

ーシマサルスベリ群落が生育してい

る。

　これらの群落は群集単位系列の中

では前記のケハダルリミノキースダ

ジイ群集ないしアマミテンナソショ

ウースダジイ群集の下位単位に位置

するものか，または谷底の湿生林と

して別な群集にまとめられるものか，資料が少ないので今回は判別しえない。ケハダルリミ

ノキースダジイ群集ないしアマミテンナソシ。ウースダジイ群集の下位単位に属するものと

考えるには，総合常在度表で比較すると，種組成的に両群落とも貧化しすぎ，種類構成にも

差が認められる。おそらく立地的にも種組成からも判断してスダジイ林は成立しえない立地

にあり，別の群集単位にまとめられるものと予想されるが，ハドノキーヒカゲヘゴ群落も，

またハドノキーシマサルスベリ群落にしても各々3アウフナーメときわめて資料が少なく，

今圃は群集決定は行なわれなかった。

　5）アカテツーハマビワ群落

　　　Planchonello－Litsee£um　japonicae（Tab．7）
　名瀬市の南と北を縁どる海岸は急峻な断崖であることが多く，また一年を通じて強い海風

を受け，隣接するスダジイ林とは明らかに異なった種組成からなる低木風衝林が発達してい
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「

縷
蕪獄響熱灘蟹馨讐三

Phot．9　風衝低木林の発達している海岸断崖（赤崎）。

　　　　Windexponierter　Wald　auf　den　Felsen　an　der漁ste．（班aazaki）．

る。主にモクタチバナ，ハマビワ，ヤブニッケイ∫、シャリンバイなどの常緑広葉樹の低木類

から構成されている・この群落は…マビ7・ヤブニ・ケ千ソテツ・トベラ・シ・リソバ

イ，アカテッ，ハマイヌビワ，オニヤブソテツを群集の標三種および区分種とし，奄美群島の

海岸風衝低木林の群落単位として今回アカテッーハマビワ群集として新たにまとめられた。

　強い風の影響下におかれ，アカテッーハマビワ群集の群落高は一般に低く，2～6m（平

均3m）にすぎず，風を強く受ける凸状地になるほど低く，また風衝断崖の下にあるほど低

い傾向が見られる。群落階層は低木層と草本層の2層群落であり，その境界は一般にきわめ

て明瞭である（Fig．7）。

　低木層は密な樹冠でおおわれ，したがって林内の光度は減少し，草本層の難度は10～20％

程度と低い。主にヒゲスゲ，コバノカナワラビ，ツワブキ，ススキ，アカボシタツナミソウ

などが散生し，草本層にはアカテッーハマビワ群集全般にとくに結びついて出現する種，い

わゆる標三種的な種は見かけられない。　　　　　　　　　　　　　　　　．

　断崖上都のスダジイ林域と接する近くではリュウキュウマッが疎らに混生して高木層を形

成する三層群落をなしていることもある。

　アヵテッーハマビワ群集の生育する立地は，スダジイ林の生育が不可能なほど強い潮風を

受ける海に面した断崖岩礫地で，表土はきわめて薄く，多くは母岩が露出している。したが

って，一般に乾燥しやすく，貧養な立地にあるといえる。尾根部のように土壌が堆積する立

地には，風衝地でも低い樹高のスダジイ林が形成されている。
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Fig．7　アカ牙ツ「ハマビワ群集シバニッケイ亜群集断薗模式

　　　V・g・・a毛1・h・p・g郷爾・S・bass・…Cinn・m・m・m　d・ederl・i・ii
　　des　p玉，．哉．h・．翠ρ1・．・．l117．・一Ll・・ee・・m

il雛畿1∴留rrll辮糠絃魎瓢
生肋吻f・4・・画4σ・癬伽．：．　．1¢K・御吻・卿・・ビナンカズラ

　　　　　　　　　　　　　・バ・・汐詑．葛5剛z礁諭卿・・鰍

：：蹴瓢織雛空1哲・断謡熟詔菰ニツ欝
　　　　　　　　　　　　　　ヤ．マコ．ソ．訟ヤク　己正3．．厚彦58盆．ノσカ。璃確　かマ．ビワ

　7．　GZoo雇4‘oπoうobα飽1ル　ヵシコノキ　．．　　．14．　PJ〃zσゐ。πθZ♂αoゐ。ηα彦α　アヵテッ

　高温・多雨という亜熱帯的気候条件の下にアカテッーハマビウ群集は奄美大島の海岸断崖

地に広く発達し，その急峻な地形のため現在までほとんど破壊されずに残され，地形⑱崩壊

や海水の汚染を防ぐきおめて有効な保安林としての機能を果している。

　アカテッーハマビワ群集は立地のわずかな違いに対応して種組成の少しつつ異なる群落が

形成されており，それらは以下のシバニッケイ亜群集，サダソウ亜群集とハチジョウシダ瀬

群集に3区分された。
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　i）　シパニ・ッケイ亜群集Su1）ass．　von　C量nnamomum　doederleinii

　ハマヒサカキ，シバニッケイ，カンコノキ，ヤマコソニャ久ゴンズイ，スダジイ，タブ

ノキ，ネズミモチの8種目区分されるシバニッケイ亜群集は海岸断崖風野地でも隣接するス

ダジイ林に接した尾根近いところに発達する風衝低木林である。樹高は3～5mでアカテツ

ーハマビワ群集の他の2亜群集に較べて比較的高い。群落階層は低木層，草本層の2層から

なり，きわめて明瞭に分化している。主にハマヒサカキ，シバニッケイ，トベラ，シャリン

バイなどからなる低木層は90％という高い植比率で樹冠を構成している。低木層の構成種は

平均して12種である。この低木層の密であるのに対して草本層は10％程度ときわめて低い植

被率を示し，ヤマコンニャク，ツワブキ，コバノカナワラビ，ススキ，アカボシタツナミソ

ウやイヌビワ，ソテツの芽生えなどが単生状態で散生しているにすぎない。シバニッケイ亜

群集の群落に出現する噸数の平均は29種であった。

　シバニッケイ璽群集の生育地は，弱乾性褐色森林土と呼ばれる細い岩屑を多く含む未発達

な土壌が堆積し，また急な傾斜面であるところも多くジー般に表層土の動きやすい不安定な

立地である。

　量i）サダソウ亜群集　Subass．　von　Peperomia　japo鷺ica
　サクララン，サダソウ，マサキ，ヒトツバハギ，ノシランと主に草本植物から区分される

サダソウ亜群集は断崖下部すなわち海岸最前線部に近い風母地に発達している（Phot．10）。

騨饗螺一二蒙・

Phot．組　岩礫地に生育するアカテツーハマビワ群集サダソウ亜群集の糊観（赤綿〉。

　　　　Physiognomieder　Subass．　von　Peperomia　3aponica　der
　　　PlaachoneIlo－Litseetum　　japonicae，　auf　steinigem
　　　Standort　（猛aazak玉）．
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強い海風の影響を受けて2～4m（平均3m）の低い群落高をなすこの林分の低木層はハマ

ビワ，ヤブニッケイ，’ cNタチバナ，トベラ，マサキ，アカテッ，イヌビワを主とし，同様

に密な樹冠が構成されている。なかでもハマビワ，ヤブニッケイの被度がとくに高い。西向

きの傾斜冠がはガジュマルが大きな樹冠をひろげ調査面積の大半を1本で占有しているよう

な群落も見られる。

　草本層においてはサクララン，サダソウ，オニヤブソテツなど岩地に生育する植物や，ソ
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Fig。8　アカテツーハマビワ群集サダソウ亜群集断面模式

1．

2．

3．

4、

5．

6．

7．

　Vegetationsprofil　der　S亡bass．

des
Eπ02zツηz2硲ブ妙。ノ～∫6z墨5　マサキ「

P魏05ρ0プ躍πのうかπ　トベラ

C伽ηα刑02πz珈ブαカ。漉。脚㍑．．．ヤブニラケイ

Hoツσ廊グπo∫α　サクラウソ

Aプ4癖α3飴60躍だ　モクタチバナ

0ρ痂oρogoπゴαゐ％7層απ　ノシラソ

．乙琵5θαブαメ）0π∫αZ　ノ、マビワ

PlanChO鳳ella－L圭tSeetUm
VO．n

@ P．eガ
o『．r．gmia．japonica．

　　　　　　3aponlcae
　8．　（汐拡。廊z4彫」勉距α彦z62π　オニヤブソテツ

　．9．Pゆ8プ0痂¢．ブの0漉σσサダソウ

　正0．σαプ8諺画んz68η5ゴ3　vaLプ。う臨αヒゲスゲ

1重。Tプα伽zゆ・プ・π・珈45fα彦加η・．var．

　　　　　Z∫説勉θπ3θ　リュウキュウテイカカズラ

　12．　qyoα∫プ8ηo伽彦α　ソテツ
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テツ，リュウキュウテイ制目ズラ，ヒゲスゲなどがまばらに生育している（Fig．8）。

　土壌の比較的堆積しているシバニッケイ亜群集に出現するツワブキ，’ススキ，リュウキュ

ウウマノスズクサ，ナガバカニクサなどは岩礫の露出しているサダソウ亜群集にはほとんど

出現していない。

　サダソウ亜群集の出現種数はシバニッケイ亜群集よりもやや少なく，1群落平均20種であ

る。

　サダソウ亜群集の立地は母岩が露出し，岩の凹地やわずかな割れ翻に土壌が堆積している

ような海に突出する岩地で比確的安定した立地といえる。しかし乾燥しやすく，また強い潮

風にさらされ，時には海水の飛沫をかぶる厳しい立地条件下にあるといえる。

　6＞ソテツ群落

　　　Cッ‘α5プ8ロ。伽彦乙一Gesellschaft（Tab．8）

　海岸の絶壁，急傾斜地の一部ではソテツの群生するのが見られる。光沢のある大形の羽状

葉を輪状に広げたソテツの群落は周顕の植生から著しくきわだった相観を饗し，アダンやク

サトベラの群落とともに奄美大島が亜熱帯地域にあることを強く印象づける海岸景観を構成

している（Phot．11）。

　ソラツはめぐまれた立地に植裁された場合には濤iさ8mにも生長するが，風衝地では群落

高は3m前後のことが多い。群落階層の分化は一般に明瞭でなく，コバノカナワラビ，ハチ

ジ。ウシダなどが草本層に生育しているが，低木類の株と株の間隙にはススキやクワズイモ

盤
li曝露犠籔心止

鱒

轡

P｛誠．誓　海岸断崖下部に発達するソテツ群落。

　　　　qyoα5フ・εηoZ漉α一Gesellschaft，　die　auf　dem　Unterteil　der　KUstenfelsen　entwickelt　ist．
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Fig。9　ソテツ群落断面模式

　　　Vegetatio鳳sprofil　der（〕ンσα∫ア・θηoZπ’α一Gesellschaft
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．Rzめ郡5購うoZ4露　ホウロクイチゴ
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　　　　　　　　　　　　シャリソバイ
ル65cαπ擁π∫5珈θπ5∫5　ススキ
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P‘8プ∫5」勉π痒8∫　ハチジョウシダ

Cαプθ謬τσαんZ6θπ5∫5　var．プ0ム得5彦α　ヒゲスゲ

P漉05ρ0駕規彦0うかα　トベラ

8．

9．

10．

Ii．

12．

13．

Llygo4痂彫ブαρoπ∫6躍乃f．θ♂o鬼9α彦翻z

　　　　　　　　　　　ナガバカニクサ
ム琵∫θαブαρ0η∫6α　ハマビワ

・4プαo加∫o‘4θ5がθ配40一αプ∫5‘α彦α

　　　　　　　　　　コバノカナワラビ
Gyプ如癬卿πメzなα臨ηz　オニヤブソテツ

2＞ゆ加。房が5απア・∫0認α如　タマシダ

E御轡α8魏σプg功α脇　ハマヒサカキ

などが上層まで：丈高く生育し，さらにテリハノブドウ，ノアサガオ，ナガバカニクサなどの

つる植物がからみついているなど，群落全体が均質に層分化されているという状態は一般に

少ない。

　ソテツ群落に出現する種で常在度の高いものは，低木類ではハマビワ，シャリンバイ，ト

ベラ，モクタチバナ，イヌビワ，ハマヒサカキ，草本植物ではコバノカナワラビ，ヒゲス

ゲ，ススキ，タマシダ，カラムシ，オニヤブソラツ，ハチジョウシダなどがあげられる。こ

れらは隣接する風衝低木林のアカテッーノ・マビワ群集やススキ群落でも一般的で，ハチジ。

ウシダだけがソテツ群落に多い傾向を示す。

　ソテツ群落の立地は急傾斜をなす岩石地で，海に突出した海岸断崖先端部ではススキと混

生した群落が形成され，やや風背側にあたる斜面ではハマヒサカキ，ハマビワ，トベラなど

低木の混生する群落となっている。低木の混生したソテツ群落の一部にはかってソテツの実
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を食用に利用していた頃に作られた階段状の石垣が残存し，あきらかに人為的影響の考えら

れる植分もある。しかし今日では何れも野生状態となり，得られたアウフナーメの組成表作

業からは人為的影響が加えられた植分と自然植生との間に種組成の明らかな差異は発見でき

なかった。組成表で群落構成種の少ない群落が必ずしも人為植生あるいは自然植生とは断定

できない。

　ソテツの実は味噌などの原料として食用にされ，また茎からは澱粉がとれることから，か

つて救荒植物として大いに利用された。由地斜面に作られた畑の周囲にも多数植栽されてい

る。現在では食用としてはあまり使われていず，むしろ，盆栽や苗木として生きたままの植

物が使われることが多い。

　おそらく現在生育する海岸風衝地のソテツ群落は人為的にかなり拡大されたものと考えら

れる。自然植生としてのソテツ群落は海に突出する，きわめて乾燥しやすい岩石地の風衝地

にあり，ススキと混生する群落ではないかと考えられる。

　自然植生のアカテッーハマビワ群集と，人為植生も含んだソテツ群落とは今回は別表で表

わされたが，ソテツ群落の種組成はアカテッーハマビワ群集ときわめて類似しており，自然

植生としてのソテツ群落は，アカテッーハマビワ群集の下位単位か，ないしは同じ群団に属

する別の群集として規定されるものと考えられる。

　7）アダン群集

　　　Pa豆danetum　tec£or圭us（Tab．9）
　海岸の砂浜でクサトベラ群落に隣接して内陸側に生育している海岸砂丘低木林である。群

落の高さは3～5mで樹冠はアダン1種で占められていることが多く，ソテツ，モクタチバ

ナ，ハマビワ，ヤブニッケイ，クサトベラなどがわずかに混生することが多い。しかし，一

部ではオオハマボウ，マサキなどが高い被度で生育しているのも見られた（Phot．12）。

　密な樹冠を形成する低木層に対し，草本層の発達はきわめて不良で，ヤブラン，ハマユ

ーウ，シマツユクサなどが点在するにすぎない。しかもグンバイヒルガオ，ハマヒルガオ，ク

ロイワザサなど砂丘に生育する草本植物はほとんど群落内には出現しない。またこの他にカ

ラスキバサンキライ，ハスノバカズラ，ノアサガオ，エビヅルなど多くのつる植物がアダン

にからまり，ジャングルになっていることも多い。

　アダンを主とする海岸低木林にはとくにむすびつく種は発見されず，アダンi種を標徴種

としてアダン群集にまとめられている（宮脇1967）。

　アダンは亜熱帯から熱帯地方に広く分布し，海岸線に沿って帯状によく発達した群落を形

成する。海岸砂丘植生帯の最後部に位置ずる本州，四国，九州のクロマツ林や，北海道のカ

シワ林と同じ生態的位置にアダン群落がつづいている。アダン群落の後背低地は畑や水田に

しぼしば利用される。したがってアダン群集は防風，防潮などの演的のために人為的に保護
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　じドニ

ず．

欝一二．

》韓麟鍵
Phot．12海岸砂丘に発達するアダン群集。ハマゴウ群落に接している（赤崎・白浜）。

　　　　▽；琵θ澱プ06z〃z4洒あαamStrandundPa皿danetum　tector　usauf
　　　den　D浪nen（Shirahama　in　Haazaki）．

されることも多い。

　砂浜の未発達な名瀬市の海岸ではアダンの群落は点在的に分布するのみである。しかし，

パイナップルにも似た橿赤色の果実をつけ，タコノアシのように八方に垂れ下がった気根を

有するアダンの群落相観は断崖上のソテツ群落とともにこの地が璽熱帯地方であることを強

く印象づけるものであり，アダン群落の保護は海岸立地の保全とともに観光的にも重要な意

味を有している。したがって，今後海岸ぞいの防潮林としては風に折れやすい外来種のモク

マオウより郷土種のアダンの植栽利用がつよくのぞまれる。

　8）　クサトベラ群落　　　　　　　　　　　　　　　　・

　　　50αθτoZσ56が08α一Geselischaft（Tab．10）

　グンバイヒルガオやハマゴウなどの海岸砂丘植物群落に接して，その後方に発達する常緑

低木群落である。クサトベラは九州以北には分布せず，亜熱帯地域の海に汀線に平行して帯

状にあるいは団塊状に発達した群落を形成している（Phot．13）。茎は太く液質で，トベラに

似た淡緑色の照りのある多肉質の葉が密生し，一見草本群落のような印象を与える。

　赤崎をはじめ，名瀬市周辺の砂浜は3～4cmの長さのサンゴの砕片が多数混じった礫質の

浜で，グンバイヒルガオ，ハマゴウ，テリハノイバラなどの海浜先駆植生によって砂の移動

がくい止められ，比較的安定したところにクサイトベラ群落が帯状に生育している。この群

落はクサトベラ1種が優占し，地表まで枝をのばしており，明らかな群落の階層分化は見ら
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73h．9 Paη・da取6亡．u澱tec亡ori疑s
アダン群集

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fmr．『d．　Aufnahme：　　　　　　　　調査番号 1
2　345

Datum　d．　Au£nah厭e：　　　　　　　調査年月日　　　　　　　　　　　　　　　　　　．⇒．．
’71 ワ0’70’7P71

1 77112
8 1414818

Grbβb　d．　Probe鑑qLe　侮）：　　調査面積 64 1602008050

H紬e　d。Straucハsc卦ic玩（m）：　　低木層の高さ 4 5443
Deckungδ．　S£rauc総cb呈cht（％．）；　　　低木層植被率 80

H6he　d．　Kraut．schicht．（m）：．．．　．草本層の高さ 0．50．80．80．50，5

Deckung　d．　K：rautschich亡　（％）：　　草本層植被率 10 10102020

Ar亡e肱a壺1＝　　　　　　　　　　　　出現丁数 王3 三4162115

Kennart　d．　AsSozia匙lon：　　　　　　　　群集標徴種　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．内

Panδ磁US£ec沁rlUS　　　　　　　　　　ア．ダン S． 4・4 5・55・42・22・2

K 十1・22・2・十

Fa2層目s：　　　　　　　　　　　　　　　　　　フアシス区分種

Hibiscus　til三aceus　　　　　　　　噛　　　　オオハマボウ S ．

　　　　騨　　口　　幽

E一
奄R二蓬i

Begleiter・：　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　随伴種
Cycas　revolu捻　　　　　　　　　　　　　　　　　ソテツ．　　　1～　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　F S 1・1．1・22・2十・

K：
・ ÷・2十　・　・

Fic囎erecta　　　　　．　　　　　　　　　　イヌビワ
一
S，K

十十÷十　・　｝

Ardisia　sieboldii　　　　　　　　　　　　モクタチバナ S 十÷十2・3・

Scaevola　taccada　　　　　　　　　　　クサトベラ S 十十　・十1・2
Keterosmi韮ax．japoりica　　　　　　　　　　ガラスキバサンキライ　　　　　　　　　　　　　■ S ÷十　・÷・2・

Litsea　lapon三ca　　　　　　　　　　　ハマビワ S 十 ・十1・2・

K． 十 ，　　　　　●　　　　　o　　　　　●

Liriope　tawaδae　　　　　　　　　　　　ヤブラン K： 十 ＝　・十1・2

Stephania　japonlca・　　　　　　　　　　　ハスノバカズラ K 十 ・　・十十

Mor疑s　aus捻a夏｛s　　　　　　　　　　　　　シマグワ S ● ・÷十十
Ipomoβa　congesta　　　　　　　　　　　　ノアサガオ 1く 十十十・　・
EuO捻y皿us　japon呈C疑s　　　　　　　　　　　々サキ S㌧ 十 …　　　3・3

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，b三n轟amomu登japonic疑m　　　　　　　　　　　ヤブニッケイ S ÷ ・・ ¥・
Crinum　asiat1cum　　　　　　　　　　　ハマユウ・ K 十 …　　　王・2

Ara玉ia犠ata　　　　　　　　　　　　　　　　　タラノキ S o 十…
K：

● 十十・・
Vitis麦icifol圭「a　　　　　　　　　　　　　　　　エビヅル S ， 十十・　・

Dioscorea　bulbifera　　　　　　　　　　　ニガガシュゥ S o 十÷　・・
　　　　　　　　　　　　　　　　－lallotus　japonlcus　　　　　　　　　　　　　アカメガシワ S o ・十　・・

K o 十十・・
Celastrus　kusano1　　　　　　　　　　　　テリハツルウメモドキ S o ・十十・
Paeδer呈a　sc餓dens　　　　　　　　　　　テリハヘクソカズラ K ● ・十十　・

’AmpelQpsisもrevipeduncuIata　var、　La識ce三　　　　　テリハノブドウ S ・ ・十十　・

Da幽ip五yllu田glaucesoens　ssp，　teiisman戚　　　　ヒメユズリハ

一

S　K：　，

o
・十！・2・　　　一

Comrne王ina　diffusa　　　　　　　　　　　シマツユクサ o ・　・十十

出現一回の種 ～． A

Auβerdem　jb　e三nlnal　in　A犠fn、　Nr．1；Ar磯ga　tremula　var．　engleriクロツグK一十，　in　2；Rosa

wichur．aianaテリハノイバラS一十，　E勧eti＆dickso轟i童マルバチシャノキS一十，　in　3；Clematis

tem圭£10ra　var．　robus捻センニンソウS一十，　in　4；Thuarea　i群olu捻クロイワザサK：一十，

Crep油as廿um　I融ceo三atumホソバワダンK一十，　Sonc寿us　oleraceusノゲシK－1・2，0pk圭opogon

jab賎ran～シランK－2・2，　Cirsi魏m　brevi6auleシマアザミK一十，　Plan蕊。益ella　obovataアカテツ

K一十，in　5：Breynia　o£fici轟alisオオシマコバンノキS一十，　Pit匙osporum　tobiraトベラS一十，

Podocarpus孤acmジhyllaイヌマキS鞠十，　Gynostem飢a　pentapわy｝lun｝アマチャヅルK一十，　Alpinia

speciosaゲットウK：一＋．

Fundorte　ln　Au£nahme　Nr．1－4；Haaza雑赤崎，　in　5；0養aミna－K犠ste大浜海岸．
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Phot。紹　クサトベラ群落の相観。

　　　　30α8ηoZα3θプ甜θα一Gesellschaf毛auf　den　D溢nen．

れない。

　クサトベラ群落にはボタンボウフウ，ホソバワダン，キキョウランなど海岸生の草本植物

や，マサキ，シ毛リンバイ，トベラなど海岸風衝低木林に多い木本種が混生しているが，い

ずれも被笠は一般に低く，またクサトベラ群落固有の種も認められない。

　クサトベラ群落は砂礫地によく発達し，その後にアダン群落が続くが，砂地でやや不安定

なところではクサトベラ群落を欠き，そのままにアダン群落となっていることが多い。

　9）　ハマゴウ群落

　　　V露8謬γoオz‘π4〃bZ∫α一Gese圭1schaft（Tab．！1）

　ハマゴウ群落は砂の移動が海岸砂丘上の草本植物群落によって減少し，立地がやや安定し

たとヒうに生育する。本州以南に一般的に見られる砂浜の落葉低木群落であり，ハマゴウー

種による単一優占群落である。

　名瀬市における砂浜はいずれもせまく，したがってよく発達したハマゴタ群落は見られな

い。

　調査地域内では比較的広い砂浜がある赤崎，知名瀬，大浜海岸に生育しているハマゴウ群

落は，グンバイヒルガオ，ハマヒルガオ，ハマアズキ，キダチハマグルマなどを混生する先

端部のやや不安定な立地に生育する群落と，シナガワハギ，ハマボウフウ，ハマタイゲキな

どで区分される，より後方の安定した立地に生育する群落との2群落に下位区分された。こ

のハマゴウ群落はクサトベラやアダン群落の海側の先端部に接して発達している（Phot．14）
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’

緊ab．10 Sooωo～詑彪ooα4分Gesellschaft

クサトベラ群落
潜r．　　．d。　Aufnahn｝e：r 調査番号 123
　　　　　　　　　「catum　d。　Auf罰ahme： 調査年月日 ，7G，70．7G

．777
141415　　1

Grδβ6　　d．　Probef韮ache　（m2）： 調査面積 203020
H6he　　d。　Vege£．ation　（狙）二 植生の高さ L522
Decku臓g　d。　Vege£atlon　．（％）1 植被率． 808095

Arもenzahl：． 出現種数　　　・ 11．1816

Trennarもd．　G6senschaft： 群落区分種　　　　　　7　　．

Scaevola　taccada ク．サトベラ．． 5・4興3・3

Begleiter： 随伴種
Dianella　ens三fo至ia キキョウラン 1・21・1十

Cycas　revoluta　田　　　　　　　　｛． ソテツ． 十1・1・

Ipomoea　coRgesta ノアサガオ 十十　・

Liriope　tawadae ヤブラン　　　　， 十・2・十・2

Peucedanum　japonicum ボタンボウフウ 十　・十

Alpin圭a　speciosa ゲットウ ・1・21・2

Ampelops｛s　brevipedunculata　var．　hancei テリハノブドゥ ・十1・2

．］£UOnymUS　japOniCUS マサキ・ ・十2・2

RaphiQlepis　indica　ssp．　umbellata シャリンバイ ・十2・2

出現一國の種

Au魚rde斑je　e沁mal　in　Auf耳．　Nr．1：Crepidiastrum童anceo正a儲m　ホソバワ

ダン1・2，Rosa　wichuraianaテリン・ノイバラ十，　Paederia　scande蹴sテりハ

ヘクソカズラ十，Ipomoea　lacunosa．マメアサガオ÷，　Cirsium　brevicaule

シマアザミ牽，in　2：Pa臓dan謎s　tectoriusアダン十，　Planchonella　obovata

アカテツ十，Breynia　ofξicina1量sオオシマコバンノキ十，　Pittospo罵m　tobira
トベラ十，Rhus　succedaneaハゼノキ十，　Smilax　nervo－n｝arginataササバサ「

ンキライ十，Sもephania　japonicaハスノバカズラ十，　Podocarpus　lnacrophy1三a

・fヌマキ十，Daphniphyllum£eijsman面ヒメユズリハ十，　Vibumum　sus－

pensumゴモジュ十，　ln　3：C加nalnom疑m　japonic犠導ヤブニッケイ1・2，　Vitis

ficifoliaエビヅル十，2，　Ardisia　crispaモクタチバナ十，　Carex　wahue籍s三s

var，　robustaヒゲスゲ1・2，　Mallotus　japonicusアカメガシワ十，　Litsea

japonicaハマビワ2・3，　Drypetes　karapine丑sisツゲモドキ十，　Rubus　　　　、

sieboldiiホウロクイチゴ十．　　　　　　　　　　　　　　　’
F鞭ndort　：　｝二｛aazaki　赤崎．
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1》hot．14

触響

膿講

鰹・磁
畠＆．姦画

　　黙

籍熟、
紬4

∴繕

　　噸
菰、

カーペット状に群生するハマゴウ群落。

Teppichartig　vorkommender　V髭鶴プ。彦z〃z4サbZ∫α一Gese1玉schaft　an　den　Sandk“sten。

　ビ鴨A
窓T

1 2 3 4 5 6 7

Fig．辮　海浜植物群落配分模式

　　　　Verte旦u簸gsschema　der　Meeresstrandpflanzengesellschaften

1．

2．

3．

4．

5．

Meer海水域
Vegetationslose－Stellen　無植生域

α乙Zッ3オ㎏∫α50Z4α7zθμα一Gesellschaft

　　　　　　　　　　　ハマヒルガオ群落

V露8置プ。診吻4穿bZfα一Gesel玉schaft

　　　　　　　　　　　　　ハマゴウ群落

＆σ劇oZα56冗。θα一Gese蓋lschaft

　　　　　　　　　　　　　　クサトベラ群落

6．　Pandanetu孤　 tec之orius
　　　　　　　　　　　　　　　　アダン群集

7．加ρθ2’α置α昭伽4プ伽var．〃zψ2昂一

　　　　　Gesellschaft（Aufgegebene

　　　　　Acker－Unkrautgesel玉schaft）

　　　　　チガヤ群落（耕作放棄畑地雑草群落）

　奄美群島のハマゴウ群落は組成表で比較検討された結果，本州西部，九州で記載されてい

るチガヤーハマボウ群集（Impeyato　cyli登dricae－VRecetum
rotundifoliae）に近い群落であると考えられる。
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Tab．11 韓伽ア。あ6η4〃わ勲一Gesellsckaft

ハマゴウ群落
Nr，　　d。　Aufnahme： 調査番号　　　　　・ 1 2 34 5 6　　7　　8　　9　101112

Datum　d，　A“fnahme： 調査年月E｛ ，7G ，71 ，71’71 ，71 ，71’70’70’71，71，70’71

6 121212 1212．6　6　1212　6　12

16 19 1918 18 18141418181418
Gr6βe　　d．　Probeflache　（瓢2） ：　　　　調査面積 15 6 5．9 8 1525　20、25151212
H6he　　d．　Vegetation　（搬） ：　　　　植生の高さ 0．3 e．4 O．80．3 0．3 0．2e．30．50．30．30．30．5

Deck器9δ．　Vegetaと圭on　（％） ：　　　　継被率 70 60 8095 60 70806080858070

Artenzahl：
　　　　　　　　　　　　　　「

o親種数 3 5 53 4 5　7　7　10．10　9　13

Trennart　d．　Gesellschaft： 群落区：分種

Vi£ex　rotundifol圭a ハマゴウ 4・4 3・3 3・32・23・4 2・25・4．2・24・3　5・44・4　4・4

Trennarten　d．　Uatereinhei重en： 下位単位区分種

Wedella　robusta オオハマグルマ
F　　F　　唱　　r　　願　　一　　一　　曽　　一

C　　　　　　　　　　　　　」
P1・22・32・3・且　　　　　　　　　　　　．8

9 齢　　　　　●　　　　　●　　　　　●　　　　　●　　　　　，　　　　　●

Miscan£hus　sinensis ススキ
十詞・　　　1

・ ・　　　　　畳　　　　　●　　　　　・　　　　　・　　　　　●　　　　　o

Glehnia韮ittoralis ・

一　．　騨　一　一　，　髄　嘱　願

@　曹
・　　　　　　， ・

・1十十十十・．。十・2：　幽　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

EupLorbia　c卦amissonis・ ハマダイゲキ ・ ， 卿　　　　　　， ●

　8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　伽D　1十　　1・2　　十　　1・2　　十　　　曾　・　瘤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’lelilOtUS　SUaVeO翼enS シナガワ日嗣 ・ o ，　　　　　　o ●

　8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　圏

D●

@1　。　3・3　1・2　÷　÷・22・21　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

Crepidias，trun｝韮anceola撫m ホソバワダン． ○ 曾 ，　　　　　ひ ●

．　：　・　2・2　1・21・2　　・　　一←：　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

Lys三maC卦ia　mauritiana ハマボッス 9 ・ ，　　　　　， ●

　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　圏C　1　，　　　●　　232　　・　　÷　　十・　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ

Dlanella　e糞si｛01ia キ・キョウラン ， ● o　　　　　o o
　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

E1幽　’十一←　・十1

Cassytha　filiform圭s スナズル ， ． o　　　　　o o
　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝怐@・　・　　齢　　．　　　・　1・2　1・2・　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　臨

Ixeris　repens ハマニガナ ● げ o　　　　　o 9

　圏　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o

E1・
@…　　　　　十　十5　屡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

Begle圭£er： 随伴種
τhuarea　i轟vo玉uta クロイワザサ 9 唱 ・　　　　　● 2・3 ÷・2　一｝一　2・22・3．÷・22・2　1・2

王pomoea　pes－caprae グンバイヒルガオ 1・21・2 ÷　・ ，
4・4　　0　　　●　　　・　　　9　　　0　　　の

Scaevola　taccada クサトベラ ．
工・1

●　　　　　● o ・　十　　・　・　÷・2　・　一←

Calystegia　soldanella ハマヒルガオ ． ● ・3・2十 ・　　，　　◎　　●　　9　1．11・2

Ipomoea　congesta ノアサガオ ． 2・2・ 幸 ．　　　　　噂　　　　　0　　　　　8　　　　　0　　　　　6　　　　　●

V三gna　marina ハマササゲ じ ・ ・4・4 ○ ・　・　…　　　十　・

Ipomoea　lac醤noεa マメアサガオ ○ ● o　　　　　ウ ？
。　　十　　　．　　2・2　　・　　　。　　　齢

Crinum　asla匙lcum ハマユウ 9 ● g　　　　　o o
・・ ¥…　　　十

出現一園の種

Auβerdem　je　einmal　in　Aufηakme　Nr．6＝Canavalia　lineataハマナタマメ1・2，　Paederla　scandensテリ

ハヘクソカズラ＋，三n7：Farf疑glum　japonlcumツワブキ＋，　in　9：Pandanus　tector三usアダン＋，　in

10：Se綴ria　v韮ridis　var．　pachystachysハマエノコロ十，　Rosa　wichuraianaテリハノイバラ2・2，　in　12：

Viola　ph11ippica　リュウキュウコスミレ十．

Fu轟dorte　in　Aufn，Nr．1，7－12；Haazaki赤崎，　in　2－4；Chinase知名瀬，　ln　5－6；Ooha穎a：大浜．
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10）クロイワザサースナヅル群集

　　　Thuareo－Cassythetum（Tab：12）
　波打ちぎわからかなり離れたところでは砂の移動があまり見られない地形的にも安定した

古い砂丘がある。この古い砂丘上は放牧地や耕作地として利用されていることが多いが，人

為的干渉も影響して砂が露出しているところではクロイワザサがシバのように密生したきわ

めて草丈の低い草本植物群落となっている。この群落には寄生植物のスナヅル（シマネナシ

カズラ）や，ハマボウフウ，ハマユウ，アツバシシバリなど海岸性の草本植物もまじって生

育している。

　この群落に近似の植生単位は宮脇1967によってク戸イワザサースナズル群集が報告されて

いる。しかし最近同群集は日本全域の砂丘植生と再検討され，新たにコオニシバ群集とボタ

Tab．12　クロイワザサースナヅル群集

　　　　Thuareo－Cassythetum
Nr．　d．　Aufnahme：

Datum　d．　Aufnahme：

GrbBe　d．　Prol）eflache（m2）：

Hδhe　d．　Vegetation（m＞：

Deckung　d．　Vegetation（％〉：

Artenzahl：

調査番号
調査年月日

調査上積
植生の高さ

植被率
出現種数

123456789，71　，71　》71　，71　，71　》71　，71　，70　》7i

12　　12　　12　　12　　12　　！2　　豆2　　7　囁12

19　　19　　韮9　　19　　正9　　19　　19　　14　　19

4444444302
正0　　10　　10　　10　　正0　　正0　　豆0　　15　　10

70　　30　　70　　50　　20　　40　　80　　20　　40

445666778
Trennarten　d．（｝esellschaft：　　群落区分種

　　Thuarea　iRvoluta　　　　　　　クロイワザサ

　　Cassytha　filiformis　　　　　　　スナヅル

1くenn－u．　Trennarten　d。　h6heren　Einheite漁：

　　　　　　　　　　　上級単位の標徴種および区分種

　Glehnia圭ittoralis

　Crinum　asiaticum
　Ixeris　debilis　ssp．　Iiukiuensis

　Ca至ystegia　soldanella

　Cirsium　brevicaule

　Vigna　mar玉na

　　Ipomoe段pes－caprae

Begleiter：　随伴種
　　Vitex　rotund圭folia

　Wedelia　robusta

　　Euphorbi段chamissonis

　　Rosa　wichura三ana

　　王）aederia　scandens

ハマボウフウ

ハマユウ

アツバジシバリ

ハマヒルガオ

シマサザミ

ハマアズキ

グソバイヒルガオ

i4’43’3〃●43’3＋●23．33●伸22’2

　十　十　　・　十　　・　・　牽　　・　・

ハマゴウ

オ障碍マグルマ

ハマダイゲキ

テリハノイバラ

チリハヘクソカズデ

　　Setaria　viridis　var．　pachystachysハマエノコ伊

調査地　Fundorte　in　Aufnahme　Nr．1－7．9．　Dein田院

十

1。1

■

o

1・2

●

●

●

●

●

十

÷　 1・2　　十　　÷　3・3　　●　　十

十　÷　　・　・　十　　・　十

十　　十　十。2　・　　十　　 ・　　十

。　　・　　十　　牽　　 。　i。2　　十

十　　・　・　十　　。　・　1・1

●　　。　1・2　　十　　 ・　　十　　 。

。　　・　　・　　●　重・2　十B2　2。2

・　！・2　・

・　・　十

・　　　　　　　o　　　　　　　●

●　　　　　　◎　　　　　　■

十　　・　・

●　　　　　　　o　　　　　　　o

in　8．　Haazaki赤崎

・　1・2　・

・　・　十

十十・2　・

●　　　　　　　●　　　　　　　・

，　　　　　　　，　　　　　　　o

・　十　・



奄

44

ンボウフウーツキイゲ群集に区分されている（Ohba，　Miyawaki　u．　R．　T世xe鷺1973）．今

回の資料は，この2つの新群集標徴種のコオニシバ，ッキイゲのいずれも含まれていないた

め，どちらに所属するか現在のところ不明である。したがって一応今まで通り群集のランク

で記載された。

肇1）　ハマヒルガオ群落

　　　CαZッ3紹gゼα50Z面2z6♂Zα一Gesellschaft（Tab．13）

　汀線ぞいに砂丘が広がる奄美大島北部の笠利では亜熱帯地方特有なッキィゲやコォニシバ

の発達した群落が見られるが，小規模な砂浜しか存在しない。また知名瀬などその中でもや

や広い海浜においても堤防を築いて耕地として利用されている名瀬市では海浜砂上草本植生

の発達したものはほとんど見られない。現存植生はいずれも断片的なものであるが，波打ち

際に最も近く砂の移動の激しい不安定な立地にはハマヒルガオ，ハマニガナが先駆群落を形

τab。13　ハマヒルガオ群落

　　　　σαZツ∫ψθ9如50躍α刀θ〃α一Gesellschaft

　Aufnahme　Nr．　　　　　調査番母
　Datum　d．　Aufnahme　　　　調査年月田

Probef豆ache（m2）：　、

R6he　d．　Vegetation：

Deckung　d．　Vegetation：

Artenzah王：

調査面積
植生の高さ

植被率
出現里数

12345678910，70　，7正　’70　，7i　，71　，70　，7豆　，70　，70　，70

71271212712777
16　　重9　　16　　19　　19　　14　　19　　16　　正6　　16

4222292444
5210515互520208030
20　　正0　　30　　60　　30　　30　　40　　50　　70　　60

1工23457456Trennarten　d，　Gesellschaft：群落区分種

　Calystegia　soldanella　　　　ノ・マヒルガオ

Trennarten　d，　unterei鷺heiten：

　　　　　　　　　　　　　　　下位単位区分種

　Panicum　repeRS　　　　　　ハイキビ

　Cyperus　rotundus　　　　　ハマスゲ

Ke且n－u．　Tre漁narten　d，　h6heren　Einheiten：

　　　　　　　　　上級単位の標徴種および区分種

　Vigna　marina　　　　　　　　　ハマアズキ

Ixer三s　debilis　ssp．　liukiuensisアッパジシバリ

　王por滋oea　pes－caprae

　Crlnum　asiaticum

3egleiter：随伴種

　Vitex　rotundifolia

　Paederia　scandens

　Euphorbia　chamissonis

　Crepidiastrum　lanceolatum

　Cirsium　brevicaule

調査地

グソパイヒルガオ

ハマユウ

ハマゴウ

テリハヘクソカズラ…

ハマダイゲキ

ホソバワダソ

シマアザミ

干rゴ・ゴゴ外33；4τ

●i十。24。4　十・2i

。i十・2　　rト　十・2i

3・3　　十　　 ●　3夢3　　　　十陰2　十

十・2　十　　 ψ　十●2

・　　●　2・3　十・2

　　　　・　十

十・2　　1・2　十

●　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　o

。　　　　。　1。1

・　　　　・　÷

十十・2　　1・2

・　・十・2十
〇　　　　　　　●

■　　　　　　　　■

・　十

Fundorte　in　Aufnahme　Nr．重，3，6，8－10；Haazaki赤崎，　ln　2，4，5，7：Dei鷺田院．
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成し，その後にハマアズキやグンバイヒルガオの優占する群落が続き，ハマゴウ群落に接す

るという植生配分が見られる。ハマゴウ群落の前線にある草本植物からなる海浜植生はいず

れも小規模で種組成的に明らかな群落区分を見出し得なかったので今回の調査ではこれらは

みなハマヒルガオ群落としてまとめられた。この群落では波打ち際から遠ざかるにしたがっ

て群落構成種数も増加していくのが見られる。また，小凹地でやや安定した立地ではハイキ

ビ，ハマスゲの混生する群落となっている。

奄美大島から沖縄にかけての砂浜の植生についてはハマニガナーグンバイヒ・レガオ群集，

ボタンボウフウーク鴇イワザサ群集，コ黙劇シバ群集，ボタンボウフウーツキイゲ群集など

4群集が報魯されている（Ohba，　Miyawaki　eεR．　Taxen　I973）。これらの群集はともに

上級単位ハマニガナークロイワザサ群田にまとめられている。

12）ダンチク群落

　　　Aプz〃z4040クzα躍一Gesellschaft（Tal）．14）

　ダンチク群落は赤崎や田院の浜に狭い面積でその生育が見られ，海岸近くの沢から流れ出

町　　　　　o

o

z

1　　麟

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　拶

f郷・2∫ぐ5ぎご’
＝長’

　　　㌦…’
S　　　　　L

皆＝：㌻・・’

@　2 剥蝦轟’『

@　　5　　　i

Fig．11　ダソチク群落断面模式

Vege亡at三〇鷺sprofil　der∠1ノ・瑚4040η碍一Gese！1schaft

1．　珍。η30θαooπg8∫薦　ノアサガオ

2．　ゑプz耀4040ηα謬　　ダソチク

3．　Tプ泌乃。∫ππ功θ37’05’プα雄　ケカラスウリ

4．＆：y2・α謬ブαρo卿。粥エゴノキ

5．　ゑZo‘α3∫π”沼‘7・02フ・1冨之σ　クワズイモ
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Tab・　14　　！弓．γπη40　40ηακ．Gesel壼schaft

　　　　　ダンチク群落
Nr．　　d，　Aufnahnle： 調査番号 12 3　4　　5　6　7　8　9　10

Datum　d．　Aufnahme： 調査年月日 ワ1ワ1ワ1ワ1’71ワ1ワ1，71ワP71

66 6　121212　6　121212
15　15　15　19　19　19　15　19　19　19

Grdβe　　d．　Probef1試che　（田2）　： 調査面積 1G　1515252548　8　401224
Hδhe　　d．　Vegetation　（m）　： 植生の高さ 0．40，40．40，40．40．30．40．30．40◆4

Deckung　d．　Vegetation　（％）　： 植被率 8585858060909G　959070

Arもenzah1： 患茅野数 68 9　7　　7　王012121821

Trennart　d．　Gesellschaft： 群落区分種
Arundo　donax ダンチク 5．4　5．5　5．5　4．4　3．3　5．5　5．4　5齢5　5r4　4r4

’rrennarten　d。　｛Jntereinheiten　： 下位単位区分種
Ampelopsis　br¢vipeduncu1技ta

blematis　temiflora　var．　robusta

uitis　ficifolia

vedella　robusta

`locasia　macrorrhiza

テリハノブドウ

Zンエンソウ

Gビヅル
Iオハマグルマ
Nワズイモ

P　　　　　　　　　　　　　　　奪

E十十十・・　　　　　o　　　　　●　　　　　　・　　　　　　○　　　　　　．　　　　　零

F　　　：・十十十・・　・　・　・　…

Boehmeria　nivea　f。　niPponivea

shelyμer｛s　acuminata

eicus　erecta

カラムシ

zシダ
Cヌビワ

陰　　　　　　陰

B　　　　　　陰

﨟@　　　　　齢

・1・＋・＋＋十＋1
Di．．＋＋1．2、．2＋i

Begleiter： 随伴種

Ipomoea　cOngeSta ノアサガオ 十　・ ÷　　。　　．　　曾　　●　　．　　÷・21・2

てゼrichosanthes　rostrata ケカラスウリ 十十十
。　　　・　　　，　　　。　　　●　　　。　　1・2

Crinum　aslaticum ハマユウ ・　　　　　　の ÷　・十　・　・十　・十

Morus　australis シマグワ ・1・レ …　　　十　・　・十

Polygonun…ch茎nense ツルソバ o　　　　　　， ・十　・　…　　　十十

Styrax　japonicus エゴノキ
・十　F ・　・　…　　　　十　・　・

、Achyranthes　bidentata　var．　hachiloensis ハチジョウイノコズチ 0　　　　　6 ・十　…　　　　。　。十

Angelica｝apon三ca ハマウド ●　　　　　　● ・　・　十十　・　・　。　・

Aeginetia　SinenSIS オオナンバンギセル ．　　　　　・ …　　　　十　・十　・　・

Aralia　elata タラノキ　． ■　　　　　． ・　…　　　　十　・　・÷・2

Alpinia　intermedia アオノクマタケラン ●　　　　　， ・　…　　　　÷　・『・十

a：i現一儲の種

Auβbrdem　le　einmahn　Aufnahme　Nr．2：Euonymus　japon三cusマサキ．＋，　Bischoff…a　javanicaアカギ1・1，

in　3：Canavalia　lineataハマナタマメ÷，　Paeδerla　scandensテリハヘクソカズラ十，1n　4：Persea

thunbe聴iiタブノキ十，　Solanum　bif｝orumメジロホウズキ十，三n　5：Miscanthus　sinenslsススキ十，

in　6：Alpinia　speciosaゲッi・ウ十，　Turpinia　ternataショウベンノキ牽，　Heterosmilax　laponicaカラスキ

バサンキライ十，Corydalis　tashiroiシマキケマン÷，　in　7：Piper　kadsuraフウトウカズラ2・3，　Cyrtomium

falcatumオニヤブソテツ十，　Dioscorea　bulbiferaニガガシュウ十，　in　8：Kadsura　laponlcaビナンカズラ

＋，Farfuglum　laponlcumツワブキ十，　OPlis凱enus　composi加sエダウチチヂミザサ十・2，　The玉ypteris

parasiticaケホシダ十，　in　910xalis　cornicu｝ataカタバミ十，　Stegnogramma　pozoi．ミゾシダ÷・2，

Gonostegia　hirtaツルマオ牽，　Oxalis　corymbosaムラサキカタバミ十，　Ar魚raxon　h三spidusコブナグサ

十，Commelina　diffusaシマツユクサ÷，　Erigeron　annuusヒメジョオン÷，　Artemisia　princepsヨモギ十，

Hiblscus　mutabilisフヨウ÷，　Lactuca　indicaアキノノゲシ十，　in王0：Trachelospermu血asiaticum　var．

1iukluenseリュウキュウテイカカズラ十，　Colysis？pothifoliaオオイワヒトテ1÷，　StepLania　laponicaハスノ

バカズラ＋，Lltsea　laponicaハマビワ十，　Pandanus　tectoriusアダン＋，　Hhretia　dlck珊niiマルバチシャノ

キ十・Cycas「evolutaソテツ1・2．　　　　　　　　．
Fundorte　in　Aufn．　Nr。1－3，7，10；Haazaki赤崎，　in　4－6，8；Dein　il幾院，　iD　9；Oohama大浜．
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す川の流れに沿って形成される沖積地に発達している。

　高さ3，4mにも達するイネ科草本植物のダンチク1種が優回する単一種優占群落であり，

この群落に特別に結びつく種は見あたらない。

　群落の立地はいくつかの沢から集まる水流によって有機物が集積しかなり気温になってい

ると思われる。狭い沖積低地のように沢から海岸までの流域距離が短い，増水蒔には冠水さ

れる不安定な立地では，このダンチク群落は細流に沿って川岸に細長く発達し，出現回数も

平均8種と少く，ダンチク以外の種はほとんどがテリハノブドウ，エビヅル，ノアサガオ，

ケカラスウリなどのつる植物で構成される。海岸のやや広い後背地の土壌の深い安定した立

地に生育しているダンチク群落ではオオハマグルマ，クワズイモ，カラムシなど好窒素性の

植物を伴なっている（Fig．11）。

　ダンチクは南西日本の海岸に広く分布し，いずれもダンチク1種が優占し，それ以外のと

くにむすびつきの強い種を伴わない群落を形成している。

13）オキナワハイネズ群落

　　　JF襯ψ8耀5　Z鉱彦魏z‘8π5∫∫一Gesellschaft（Tab．15）

　宮古崎の断崖の肩にあたる風衝岩礫地に，リュウキュウチク群落に接してオキナワハイネ

ズの小群落が生育している。

　オキナワハイネズ群落は表土のきわめて薄い宥礫地の傾斜5～10。の緩斜面に高さ30cmの

低い群落を形成している。オキナワハイネズ，リュウキュウチクが小二三に生育し，ハナカ

モノハシ，ホソバワダソも高い常在度で出現する。表層の砂礫が移動しやすい立地の不安定

なところにはマルバハタケムシP，リュウキュウコスミレなど一年生葦本植物が出現し，逆

に傾斜のゆるい安定した立地にはハマヒサカキ，ギイマ，タイワンヤマツツジなどの風衝地

生の木本植物が生育している。この群落の出現種数は8～12種で比較的単純な種組成からな

る群落である。

　オキナワハイネズ（オオシマハイネズ）の群落は伊豆七島でも海岸断崖地にクロマツ，ト

ベラを伴なう低木群落を形成している。

14＞　ヒォウギーハチジョウススキ群落

　　　B6Zαフノπαπ4αc扉π62z5∫5一ハ4ゴ50απ孟加∫5勿θ7z5ガ5　var．ωπ4θ2z5α∫z‘5－Gesellschaft（Tab．

　　　i6）

　奄美大島は気温が高く，また雨量も多く，いわゆる亜熱帯気候に属しており植物の生育に

は好適な環境下にある。したがって大部分の地域は樹木の繁茂する森林でおおわれ，海岸の

砂浜や風衝断崖，湿地など立地条件が悪い所以外には本来の自然草原は存在していない。現

在，平地から低二二にかけて広く見られる草原はその大部分が代償植生としての2次草原か

らなっている。
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7ぬ15伽～加．駕s島碗加‘6ηs空一Gesellschaft

　　　　　　’オキナワハイネズ群落

Nr．　　d．　Aufnahme：　　　　　　　　　　　調査番号 1 2　34　56　78 9

Datum　d．　Aufnahme：　　　　　　　　　　　調査年月観 ，71 ，71　，71　，71　’71　’71　’71　’71 ，71

12ま2i212ユ2　1212　12　12

191919　19　1919　19　19　19

Meereshδhe（m）：　　　　　　　　　海抜犀石 50 5050．5050506060 60

Exp・slti・n：　　　　　　　　　　方．位　　　． N NNNNNW聾WNW恥W
翼eigung　（。　）　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ頃余卜 101G　1．010　iO35　5　　5 5

Gr6βe　　d．　Probefl琶che　（mり：　　　　　　調査頂i積 4 4　4　4　4　25　4　4 4

H6he　　d．　Vegetatlon　《cm）：　　　　　植生の高さ 30 3G　303G　30303G　3G 3G

Deckung　d．　Vegetation　（％）：　　　　植被率 4G 40407G　70403G　7G 40

Artenzahl：　　　　　　　　　　　　　　　　　出現種数 8 7　　8　　8　11　9　　9　　9 i2

Trennart　d，　Gesellschaft：　　　　　　　　　群落区分種

Juniperus　lutd腰ensis　　　　　　　　　　　オキナワハイネズ 十 十　÷・2÷・2　÷・22・2　1・21・2　1・2

Trennarten　d。　Untereinheiten：　　　　下鯵｝孟位区分種

Lobelia　loochooensis　　　　　　　　　　　マルバハタケムシロ
一　一日P一　F曽F辱”門曽曽齢一@　　　　　　　　霊@　十　十　膏一十1十　　・　・　　　　　　　　　　「

Viola　philippica　　　　　　　　　　　　　　　　リュウキ・ユウコスミレ ：．
　　十÷十　　。；…L　厚　辱　幣　一　臨　一　幽　瞥　一　＿　＿　R　胃　F　㌧　＿　曽　一　P　＿　｝　需　”　幽　曹　・　＿

十

Eury．a　enlarginata　　　　　　　　　　　　ハマヒサカキ ●
　　　　　　　【c　　　　　　目1・1十　十　　　　　　　甲

．；　i

Vaccinium　wrightii　　　　　　　　　　　　　ギイマ 曾
　　　　　　　1q　　　・　　o　　●　｝　陰　÷・2　　・　　　　　　．齢

　　輩P・21　　脚

Rhododendron　s｛msii　　　　　　　　　　　タイワンヤマツツジ ，

・　。　・　・｛・　・　十　　　　　　　1 　　監¥1
Cyperus　compressus　　　　　　　　　　　クグガヤツリ ，

・　…　　　　1。　・　十　　　　　　　塵 　　闘¥1
Fimbristylls　ovata　　　　　　　　　　　　　　ヤリテンツキ り

　　　　　　　黎E　・　。　・1十．十　　・　　　　　　　”　　一　　一　　一　　“　　F　　一　　一　　■　　■　　一　　P　　髄

．：　1

Be琴leiter　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鐸皇｛主｝三r種

Pieioblastus　linearis　　　　　　　　　　　　リュウキュウチク 2・22・3　2・34・4　3・3　3・3　　・　3・3　2・2

Crepidlastrum王anceolat廿m　　　　　　　　　　ホソバワダン 1・2　＋昌2　÷マ2　十　　十　　十　　＋・2　÷ 十

Ischaen1un｝aureum　　　　　　　　　　　　　ハナカモノハシ ＋・2　÷・2　1駐2　÷　　÷レ2　十　　1・2　十 十

Carex　tenuior　　　　　　　　　　　　　　　コバケイスゲ ・　　十　　　，　　1・2　　●　　÷・2　十 十・2

Gentiana　squarrosa　　　　　　　　　　　　　　リュウキュウコケリンドウ 十 。　一ト　十　　。　　・　→一　・
●

Syzygium　buxifolium　　　　　　　　　　　　　アデク ．
乙　　　，　　十　　十　　　。　　1伽2　÷・2

●

Amitostigma　lepidum　　　　　　　　　　　　オキナワチドリ ● 十　・　・十　・　・　9 ・

Zoysia　tenuifo韮ia　　　・　　　　　　　　　　　　コウライシバ 十 ，　　　・　　　●　　　匿　　1・2　　，　　　・
・

Swertia　tashiroi　　　　　　　　　　　　ヘッカ11ンドウ ・
・　　　．　　　・　　→一　　重・2　　・　　　○

・

Tylophora　tanakae　　　　　　　　　　　　　ツルモウリンカ 十 o　　　　　　o　　　　　　・　　　　　　●　　　　　　o　　　　　　陰　　　　　　● ・

Carex　brev｛culmls　var．　discoidea　　　　　ヒメアオスゲ 十 0　　　　　　9　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　σ　　　　　　・　　　　　　・ ・

Cyperus　polystachyos　　　　　　　　　　イガガヤツリ ，

●　　　■　　　■　　争∂　　■　　　●　　　●　　　　　　r

・

Pittosporum　tobira　　　　　　　　　　　l・ベラ 9 …　　　十　… 十

Cinnamomum　doederlelnii　　　　　　　　　　シバニッケイ o o　　　　　・　　　　　．　　　　　，　　　　　・　　　　　量　　　　　● 十
Liriope　tawadae　　　　　　　　　　　　　　　　ヤブラン　　　　　　　　　　　■

， ，　　　　　・　　　　　9　　　　　・　　　　　●　　　　　G　　　　　O 十

FundorいMiyakozaki’1鉱古崎．

参
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　名瀬市で自然植生としてのススキ草原は，海岸断崖の下部にあたる急斜地に小規模で見れ

るにすぎない。すなわち断崖上部から風化した砂や礫がたえず落下し土砂が厚く堆積したや

や不安定な崖錐地に見られる。この自然のススキ草原はハチジョウススキ，ヒオウギ，ボタ

ンボウフウ，ハマナタマメ，叱トッバハギを区分種として代償植生のススキ草原から区別さ

れる。ヒオウギーハチジョウススキ群落は三二40～50。という急傾斜をなし，土砂の移動し

やすい不安定な凹状斜面に生育する群落と，ノシラン，シャリンバイ，トベラ，ビナンカズ

ラ，タシロスゲ，マサキなど常緑植物の多い，前者よりも緩傾斜でやや安定した斜面の群落

とに下位区分された。後者の下位群落ではヒゲスゲも多くみられる。出現記数は27～32種で

均質な群落が形成されているといえる。

毒5）　タマシダーサダソウ群落

　　　N（ψ1LプoZ｛桝5αz‘r∫α‘Zα孟α一Pゆ8roフ沈αブ⑫oアzガ。α一Gesellschaft（Tab．17）

　後述のオキナワマッバボタンーコウライシバ群落の発達する海岸崖錐地で，やや安定した

窪地にはタマシダの繁茂する群落が見られる。タマシダのほかにはサダソウの常在度が高

い，このタマシダーサダソウ群落はオキナワマツボタンーコウライシバ群落の発達している

海に突出し海風にさらされる，きわめて乾燥しやすい岩錐地にあって，大きな礫でとり囲ま

れた窪地は編水もたまり，土壌の堆積もみられ，比較的乾燥しにくい安定した立地に生育し

ている。この群落のうち，さらに安定した風あたりの弱い所では植生の高さは高くなり，ハ

スノバカズラ．カラムシ，ヒトツバハギなど好窒素性植物が混生している。

　タマシダは九州地方でも桜島などの火山荒原で，乾燥しにくい1旦1地に繁茂し，立地的に類

似した先駆植生を形成している。

　サダソウータマシダ群落はススキクラスに属する群落と考えられる。

董6）オキナワマツバボタンー：コウライシバ群落

　　　por鶴Zαoαo肋zατσ87z5ガ5－Zoッ5忽’62zz‘〃b♂fα一Gesellschaft（Tab．18）

　日あたりが良く，乾燥しやすい断塵地は，5～8cmというきわめて草丈の低い密生したコ

ウライシバで広くおおわれている。岩のわずかな割れ臼などに深く根をはったコウライシバ

がクッション状に繁茂し，その他にハマボッス，ヘンリーメヒシバ，ソナレムグラなど海岸

生の葦本植物が混生し，出現種数3－9種の比較的単純な群落が形成されている（Phot。15）。

この群落内には被度・常在度とも低いが，名瀬市をほぼ北限とするオキナワマツバボタンが

点在する群落も見られる。これらの群落はコウライシバとオキナワマッバボタンを区分種と

してオキナワマツバボタソーコウライシバ群落にまとめられた。この群落はさらに立地の比

較的安定した断態上で微砂がうすくたまったところにまとまって生育しているタイトゴメと

ハマエノコロで区分される群落と，特別の区分種をもたない典型群落とに下位区分された。
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㌘ab．17 N勿伽。勿おα編6漁如一施力脚窺劾勿。競α一Gesellscha丘

タマシダーサダソウ群落
Nr．　d．　Aufnahme：　　　　　　　　　調査番号 123456
1）atu田d．　Aufnahme：　　　　　　　　　調査年月日

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．「

’70’7G’70．70’70’70

V77　777
P71717　1717　17

Exposition：　　　　　　　　　　　　　方位 SWNE　N　E　NWNW
Neigung（。）　：　　　　　　　　　　　　　　　　　イ頃斜 303515253030
Gr6β6　d．　Probeflache（m2）：　　　　　調査面積 2　　2　　6　　4　1628

Hδhe　d．　Vege£ation　（m）：　　　　　植生の高さ 050．5e．3〔｝，8　L2｛｝，7

Deckung　d．　Vegetation　（％）　：　　　　　　　植被率 608560707580

Artenzahl：　　　　　　　　　　　　　出現種数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　囁

6　　9　12121218

Trennarten　d．　Gesellschaft：　　　　　　　群落区分種

Nephrolepis　auriculata　　　　　　　　　　　タマシダ 4．4　4・44・3　5・42・3＋・2

Pepero憩ia　japonica　　　　　　　　　　　　　サダソウ　　愈 192　　●　　÷・2　一｝一　十　　一ト・

Trennarten　d．　Untereinheiten：　　　　　　下位単位区分種

Stephanla｝aponica　　　　　　　　　　　　　　ハスノバカ・ズラ
　　　　　　　　蓼　　　　　　　　　徊C　　　。　　　●　　　●　・3●33・3・　　　　　　　　摩　　　　　　　　　艦

Boeh磁e「ia　n｛vea　f・niPPonivea　　　　　　　　カラムシ　　　　◆
…　　　　　。：十十〆1　　　　．　　　　　鵬　　　　　　　　梱

Securinega　suffruticosa　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ　トツノくハギ
　　　　　　　　【　　　　　　　　　　1ｿ　　…　　　　　　駈十　一1－1　　　　　　　　「　　　　　　　　　1　　　　　　　　，　　r　　「　　謄　　一　　胃

Beglei宅er：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　随伴種

Pae．р?ｒｉａ　scandens　　　　　　　　　　　　　テリハヘクソカズラ ・　十　十　÷・2　。　十

Carex　wahue器is　var．　robus捻　　　　　　　　ヒゲスゲ 。　　1唇2十　　　8　　2曾32・3

BOehmer圭a　gigantea　　　　　　　　　　　　　　　ユオウヤプマオ ・十十　・十十

Comme｝ina　dif｛usa　　　　　　　　　　　　　　シマツユクサ 十・　・十÷・
Oxalis　comiculata　　　　　　　　　　　　　　　　　カタバミ ・　十　　・　十　　・　÷・2

Polygonun｝chinense　　　　　　　　　　　　　　　　ツノレソバ 。　　。　　1。2　十　　十　　・

Tubocapsicu融ano縦｝al臆m　var．　obtusu！n　　　　マルバハダカホウズキ

Sedum　formosanum　　　　　　　　　　　　　　シママンネングサ 十　　・　　　¢　　1・2　　曾　　　・

Rubus　r6saefolius　ssp，　maxlmowiczi呈　　　　　リュウキュウバライチゴ ・十　・÷　・　・

Ampelopsis　brev量pedu額culata　var．　hancel　　　テリハノブドウ ÷・　…　　　十

Arach涌odes　pseudo－arlstata　　　　　　　　　コバノカナワラビ 。　　1・2　　。　　　●　　　，　．＋・2

Centella　asia£ica　　　　　　　　　　　　　　　ツボクサ ●　　2・3　　0　　　P　　　●　　÷・2

Ficus　stipuね£a　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒメイタビ ○　　　●　　1・2　十　　●　　　，

Chrysanthemu組oma蝕m　var．　crassu磁　　　　朗吟シマノジギク 曾　　　，　　1・2　　畳　　　顧　　十

Hoya　carnosa　　　　　　　　　　　　　　　　サクララン ÷・　・　…

Viola　gryPoceras　　　　　　　　　　　　　　　タチツボスミレ ・十　・　…

Be韮amcanda　ch圭nensis　　　　　　　　　　　　　　　ヒオウギ ・　・牽　…

Sedum　oryzif6圭iu磁　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タイ　トゴメ ●　　●　　÷・2　●　　o　　●

Lysi！nachia：nauritiana　　　　　　　　　　　ハマボッス ・　・→一…

Se捻ria　vlridis　var．　pachystachys　　　　　　ハマエノコロ …　　　十・　・

Aris£olochia　I沁kiuensls　　　　　　　　　　　　　　リュウキュウウマノスズクサ …　　　十　・　・

Erigeron　su搬atrens三s　　　　　　　　　　　　　　オオアレチノギク …　　　十　・　。

Heterosmi至ax　japonica　　　　　　　　　　　　　　　カラスキ・バサンキ・ライ 。　　　り　　　。　　　。　　1・2　　。

Ardisia　siebold圭i　　　　　　　　　　　　　　　モクタチバナ 。　・　・　乙　3・3　。

Leucas　mollissima　var．　chlnesis　　　　　　　　ヤンバルッルハッカ ・　・　…　　　十

Cycas　revo茎虞a　　　　　　　　　　　　　　　　　　ソテツ ・　・　…　　　十

Sm圭正ax　bracteata　　　　　　　　　　　　　　サツマサンキライ …　　　．・　・十

Tylophora　tanakae　　　　　　　　　　　　　　　　　ツルモウリンカ ・　・…　　　十

Fundort：Haazaki赤由奇．

メ
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Phot．15岩のわずかな窪地に生育するオキナワマツパボタソーコウライシバ群落（赤崎）。

　　　　1鷺kleinen　Felsspalte集　vorkommender　20漉4α6αoんf照τけ8π5∫5－Zoッ5鋤　孟6π％シbZ‘炉。

　　　Gesellschaft（Haazak圭）．

　コウライシバは亜熱帯地域の風衝地を本来の生育地とするシバ属の1種で，屋久島を北限

とし琉球列島の海岸断崖地に広く分布している。自然のシバ草地は樹木の育たない海岸の風

窮地や乾燥しやすい砂質の河川敷のような一面的で極端な立地条件下に小規模に見られるの

みである。コウライシバは踏圧に対しも耐性がきわめて強く，したがって放牧地やひんぱん

な採草がおこなわれる立地に発達したシバ草地はこのような強い人為的影響下に持続群落と

して成立したものである。

　オキナワマッバボタンやコウライシバを標蚕種または区分種として沖縄諸島から奄美大島

に分布するコウライシバ群落は一つの群集単位にまとめられると考えられる。

17）　シマチカラシバ群集

　　　pen鷺isetetum　　sordidum　（Tab．19）
　海岸崖錐上にはモザイク状に海岸岩礫地生の各群落がわずかな立地条件の差に対応し，入

りくんで生育しているが，その1つにシマチカラシバの優曝している群落がある。

　この群落は海岸崖錐上のやや凹状急斜面地にあり，上部からの落石などにより大きな礫や

土砂が堆積している。したがって崩れやすい不安定な立地上にイネ科のシマチカラシバが塊

状に叢生し，特有の群集を形成している（Pho£．16）。

　シマチカラシバ群集はシマチカラシバ1種の難度が高く，シマチカラシバの他にはこの群

集に固有な種はとくに見られない。シマチカラシバ群集は種構成が単純で，出現種数は4～11



Tabj8　P∂7伽如αz　o々初α麗ηs空，Zb弊忽彪％駕⑳1毎一層目sellscha冠

　　　　オキナワマツバボタンーコウライシバ群落一』

揖

聾r．　．d，　Aufnahme：　　　　　　　調査番号．．　　　　　　　　　　　　　　　　　与 1　　2　　3　4　　5　　6　　7　8　　9　101112131415161718192G　212223

Datum　d．　Aufnahme：　　　　　　　　調査年月臼 ，70’70，71，70’70’71ワ1，71’71’70’70’70，70，70，71，7玉，71’70’70，70「70’70，70

7　7　6　7　7．6　6　6　6　7　7　7　7　7　6　6　6　7．7　7　7　7　7

1717．2　1717　2　2　2．2　1717171717　2　2　2　171717171717
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ldxposit三・・：　　　　　　　　　　方位 ・　・NW・潜W民W・　…　　　甑3　・N　・　・．・賛NNEEEN
Neig田｝9　（。）　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ頭牟斗 3G　851085．4010　・　　・　　。　8520　D　　・　10＝尋　　曾　　夢　．203070304065　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　び

Gr6βe　　dドProbefl議che　（m～）：　　　　　　調査爾添責 1　1　4　1　1　1　6　4　2　1　1　1　．1　1．．9．田6　4　1　2　．2　2　1　6

H6he　　d．　Vegetaも｛on．（cm）：　　　　　植生の高き 7　7　10　7　5　201G　2010　7　15　7．ユ5　5．1σ1010　5　ユ010102010

Deckungδ．　Vegeta皇1面（％）；　　　　槙被率 90657G　60608040．6030．6075757585304050808（》50603060

Artenzah1：　　　　　　　　　　　　嵐現冷込　　　　　　　　　　　．
　　　　　肖　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　命

R　3　3　4　4　4　5　5　4　5　5　5　5　5　5　5　5　6　7　7　8　9　6　　　　　　　　　　　　　　　　　7

Trennar之e臓d．　Gesellschaft：　　　　　　　　群落区分磁・

　　　　　　　　　Fyoysia　tenulfolia　　　　　　　　　　　　　　　コウライシバ 5・53・33・33・33・3．4・32・3．3・42・23・33・33・33・塩3・43・33・43・43繧5・4魂昼34・凄3・34。4

Portu蓋a6a　pllosa　ssp．　ok澁awensis　　　　オキナワマツバボタン 　　　1「B　　●　　；　　●　1・2　　・　→・・2　2・21・2　　層　　，　　r　．十2・2　　　，　　，　　。1・2　　一十一　　愉　　の　　●　　・

Trennarten　d。　Untereinheiten：　　　　下位単位IX二種 　　　　　　　　　　　　　　　ぴ
f嘗曹■一幽墜嘔一嘗＿一目口，＿P隠一需一需曹曽需曽曹髄曽一一一幽曽＿一幽4曽畠尋瞬▼PF＿

Sed慧m　oryzif61淫um　　　　　　　、　　　　　　　　タイトゴメ 　　　　　　　　蓼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・¥　　・　　，　　曹　　．　　，　　夢　　●　；3・32・23・32・32・32・2＋・22・22・23・32・2　十　1・23・41●21　　　　　　　　　　　　　　　　　」

Setaria　v三ridis　var，　pachystac壇s　　　　　ハやエノ．コロ
　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　馳

E・．
E・・…@　；・械＋械幸十・＋＋＋＋＋・＋浄1

9 P　一　辱　一　　脚　一　　闘　卿　　”　　「　　一　　阿　　需　　胃　　障　　醗　　7　一　　”　　謄　　冒　　欝　　一　　一　　階　　嘗　　曽　　曹　魑　　髄　　幽　　墨　　営　　■　　曽　　一　　r　　曽　曽　　曽　一　薦　　騨　　”　卿

Begleiter：　　　　　　　　　　　　随伴種　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

、Lys呈mach｛a　mauritiana　　　　　　　ハマボッス
。　　十　　　，　　十　　十　　　の　　　●　　　。　　十　　　・　　十．十　　十　　　，　　　？　　十　　十　　　，　　十，2　　響　　十・2　　り　　　●

Digitaria　benryi　　　　　　　　　　　　ヘンリーメヒシバ 1・2　　，　　●　　・　　十　　●　　，　　，　　。　　○　　◎　　の　　。　1・2　十　　σ　　．　＋・2　　■　十　＋・2　　，　1・2．

Oxahs　cornicula捻　　　　　　　　　　　　　　　カタバミ 十　・　…　　　恥　…　　　十　・　・　・　・　・…　　　十十十十十千・2
Hedyot沁CQreana　　　　　　　　　　　　ソナレムグラ　　　　　　遡　　　　．ド

勝　　　　．　　　十　　十　　　　。　　　十．．．．十三2　　　●　　　　●　r　　●　　1畢1　　　夢　　　　層　　　　。　　　十　　　ρ　　　　φ　　　　甲　　　　，　　　　⇔　　　幅◎　　　　9　　　　・

Penn玉setum　sorδldum　　　　　　　　　　　シマチカラシバ ・　・　…　　　14・十　・　・　・　…　　　十　…　　　÷　・十十　・

Boehmeria　gigantea　　　　　　　　　　　ニオウヤブマオ ・十」十・・…　　　十・・・・・・…　　　十…
Asparag“s　coc撮nchinensis　var．　Iucidus　　ナンゴククサスギカズラ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　内E．． E　・　…　　　十十　…　　　十　・　・　・　・　・　…　　　十　・　・

・Sedunl　formosanum　　　　　　　　　　　シママンネングサ 。　　，　十　　，　　．　1・2　　，　巾　●　　。　　，　　，　　。　　・　　●　　鼻　　。　　．　　●　　。　　．　　，　　9．　　9

Lilium工ongiflomm　　　　　　　　　　テッポウユリ …　　　一　・　・十十　・　・　・　・　・　・　・　・　・　・　…　　　　。’・

　　　　　　　昌oeucedanum　japonicum　　　　　　　　　　　　ボタンボウフウ ・　・　。　・・　・　・　・　・・・　…　　　。一十十　・．…　　　㌔　・

Belamcanda　chinens圭s　　　　　　　　　　　　ヒオウギ ・　・　・　・　・　・　・　・　・　・　・　・　…　　　．・　・　…　　　十十　・

Cirsium　brevicaule　　　　　　　　　　　シマアザミ ・　・　・　・　・　・　・　・　・　・　・　・　・　・　・　・　・　・　…　　　十十

C訊rex　wahuens量s　var．　robus撫　　　　　　ヒゲスゲ ・　・　・　・　・　・　・　・　・　・　・　・　・　・　・　・　・　・　…　　　十　・

、Crepidla鱗rum　lanceolatum　　　　　　　　ホソバワダン ・　・　・　・　・　・　・　・　・　・　・　・　・・…　　　．・　…　　　　。十　・

Chenopodiam　virgat登孤　　　　　　　　　カウラアカザ． ・　・　・　・　・　・　・　・　・　・　・　・　・　・　…　　　　ザ　・十　・　・　。

Fundorte三n　An｛n．　Nr。工，2，4，5，10－14，18－23＝耳aazaki赤ll晦，　in　3，6－9，工5，16：Yagi－z皇ma山羊酷．

誘
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Pkot．16崩れやすい不安な海岸錐地に特有なシマチカラシバ群集（赤崎）。・

　　　　Bestand’des　Pennisetetum　sordidum，　der　charakteristische
　　　Assoziatioa　auf　Felsburgen　am　Meer（Haazaki＞．

種である。きびしい立地条件下の植生に一般的な特性として立地が安定するセとつれて音数が

増加し，草丈の高いニオウヤブマオ，センナリホウズキ，ヤンバルハッカ，ツルモウリソカ

などが混生しているのが見られる。

　すなわち，より砂礫が移動しやすいきわめて不安定な立地では群集構成種は4～7種と少

なく，弓丈の低いタイトゴメの常在度が高い。しかし立地が安定するにつれて，出現回数も

増加し，草丈の高いニオウヤブマオ，センナリホウズキ，ヤンバルッルハッカ，ツルモウリ

ンカなどが群集内に侵入し，優占度を高めて，群落遷移の方向を階示している。

　シマチカラシバ群集はリュウキュウァオキ7スダジイ群団域の海岸断崖の崩壊地に生育す

る群集とといえる。　　　　　　　　　　　　　　　　・

18）　ソナレシバ群落

　　　5φoブ060Z㍑5　勿耽gヵzぎごz‘∫一Gese王1schafむ（Tab．30）

　内湾や河口付近の砂泥地は満潮時には海水や半かん水にひたる。このような場所は塩沼地

とよばれるが，この塩沼地には，定期的に潮水につかるという特殊な環境に適応し得るきわ

めて限られた植物しが生育できず，いわゆる鷺沼植生を形成する。これらの塩沼地植勿は海

水につかる程度，砂泥の質：，養分の多少など立地の違いに応じて，それぞれ異なった固有の

群落を形成しているごとが多い。特に琉球列島以南の河口に発達するナヒルギ，メヒルギな

どからなるマングローブ林は塩沼地に生育する樹林の代表的なものである。

　しかし，近年，塊沼植生が発達していた入り江や河口は，ほとんど改修されたり，埋め立
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てられたりすることによって今βでは勝沼植生が残存している所はきわめてまれで，貴重な

存在となっている。　　・　　　　　　　　　　　　　　　　．　　・・

　名瀬市においては海岸線のほとんどが呼野で連らなっており，低地の広がっている河口を

もつ地形が少ないうえに，しかも，耕地や住宅地として利用されており，塩沼植生の見るべ

きものはほとんどなく，マングローブ林も存在しない。わずかに知瀬川の河口近くの小さな

中洲と大浜海岸でアウフナ7メが得られた。ソレナシバ群落が見られるのみである。この群

落はほとんどイネ科草本植物のソォレシバ1種からなる群落で，20～30cmの高さで砂地に

カーペット状に繁茂しているのが見られる。

Tab．20　ソナレシバ群落

　　　　5φoプ。∂o伽∫η∫プ9‘π∫oπ3－Gese1玉schaft

　　　Nr．　d．　Aufaahme：　　　　　　　　　調査番号

　　　Datumδ．　Aufnahme：　　　　　　　調査年月臼

Gr6Be　d．　Probeflache（m2）：

H6he　d．　Vegetatio鳳（cm）：

Deckung　d．　Vegetat三〇n（％）：

Artenza｝1玉：

調査面積

植生の高さ

植被率
出現種数

1　2　3　4　5　6
，71　，71　，71　，71　，7i　，71

12　　玉2　　12　　i2　　12　　12

ユ9　　玉9　　三9　　19　　19　　18

1
　24252525246F

20　　22　　18　　20　　25　　30

80　　80　　75　　90　　95　　75

1　1　1　1　1　3

　TreRnart　d．　Gesellschaft：群落区分種
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i－
　Sporobolus　v圭rgin呈cus　　　　　　　　　　ソレナシバ　　　　　i　i5・45・44・45・55・54・4i

B・gl・it…随伴種・　　　’　　　　　　i

：1黙諾臨m　鰐矯｝：：：：：2f
Fundorte圭n　Auf皿．　NL　1－5ごCh圭nase知名瀬．　in　6；Ohama　K註ste大浜海岸．．

19）オオアブラガや群落

　　　So勿1》麗5診8rπα彦〃zπ5－Gesellschaft（Tab．21）

　赤崎にあ馴日貯水池は現在湿地になっており，“リュウキュウヤノネグサ，イ，コウキヤガ

ラ，カンガレイ，ナオアブラガヤなどの湿生植物が繁茂している。これらは水深，土壌条件

など微地形の差に応じてそれぞれ繁茂しているのが見られる。

　オオァブラガヤは高さ0．8～lmで密生し，リュウキュウヤノネグサ，ヌマダイコソなど

の湿生の植物がわずかに混生するにすぎず，ナオァブラガヤのほとんど純群落を形成してい

る。足を踏み入れるとかなり深くまで沈むような軟弱な泥土にこの挙動アブラガや群落は生

育している。
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欄ab．21　オオアブラガや群落

　　　　30歪ゆz4∫’θrηα’α膨5－Gese至1Schaft

　　　　Nr．　d．囁Aufnahme：　　　　　　調査i番号

　　　　Datum　d．　Aufnahme：　　　　調査年月日

Gr63e　d，　Probεflache（皿2）＝　調査面積

H6he　d．　Vegetation（cm）：　　植生の高さ、

Deckung　d．　Vegetat三〇n（％）：　植　被　率

Artenzahl：　　　　　　　　　　　鵡現指数

1　2

，71，7正

’1　　1

7　　7

3　4

80100

98　98

3　4

日頃ennarte臓d，　Gesel玉schaft：

　Scirpus£er鳳atan，us

Begleiter：

　Polygonum　dichotomum

　Adenostemma　Iavehla

　Panicum　repens

Fundorte：Haazaki赤崎

群落区分種

　オオァブラガや

随伴　種　　P
　リュウキ註ラヤノネグサ

反マダイコソ

　ハイキビ

旨殖5・51

1。2i。2

、十・2　十

　・　十

　ナオァブラガや群落はオオァブラガヤ1種を標微種として群集となり得ると考えられ，ヨ

シクラスに属するものと思われるが群集ないし上級単位の決定にはさらに多くの調査が必要

と思われるので今園は群落として報告された。

　　　　　　　　　　　　　を　B　代償植生　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　その立地本来の自然植生が様々な人為的影響によって変形させられたり，他の群落（入為

的群落）とおきかえられた群落は代償群落（Ersatzgesellschaft）と呼ばれている（T茸xeR

1956）。

　今日人間の生活域を主とした文化：景観（Kul傭landschaf亡）域では大部分の植生は長い時

間の流れの間に何らかの人間の干渉によっておきかえられた代償植生がもっとも広い面積を

占めている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　辱

　1）ギ∋クシンカースダジイ群集

　　　Tarenno－Casta職opsietum　s三eboldii（Tabg22う
　名瀬市域を広域におおっているスダジイ林のうち，集落に近い山地の林分はそのほとんど．

が過去に何度か伐採された2次林である。年平均気温2i。C，年間降水量3，000mmの高温多

雨という植物の生育にとって好適な気候条件下にある名瀬市では，破壊された森林の回復は

早い。年平均気温160C以下，降水量年2，000mm前後である本州太平洋岸地帯のスダジイ林

は伐採されるとコナラやクヌギの優慣する落葉広葉樹林となり，再び徐々にスダジイ林へと

二次的進行遷移していくのに対し，奄美大島では火入れや伐採などを繰り返さない限り切株
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r蕪・

Phot．17　スダジイ2次林（ギョクシソヵースダジィ群集）の相観。海岸から内陸までの山地を広くおお

　　　　っている。

　　　　．Physiognomie　der　sek血ndare　Walder　der伽∫αηo餌35∫θ∂oJ朔（T　a　r　e且no－

　　　Castanopsietumsieboldi至），dieheuteaufderlnselAmamivom
　　　Meer　bis　I鷺1aad　verbreit　silld．

からすみやかに萌芽し，直接スダジイの優占する森林へと回復していく（Phot．17）。しか

し，最近の伐採方法である皆伐や，さらに，定期的に火入れや伐採などきわめて強い人為条

件が加えられる結果，森林で保護されていた富養な表層土は雨や日光に直接さらされ，急速

に貧化し，エロージ翼ンを起こしやすい。切株は枯れてしまい草本植物群落であるススキ草

原が発達する。このススキ草原からスダジイ林への回復は一般に遅く，しばしぼりュウキュ

ウマッ林を経くスダジイ林へと移行していくのが見られる。

　これらの，10m以下の低い樹高の過玄に何度か伐採の繰り運されたスダジイ林はヤブニッ

ケイ，トベラ，シャリンバイ，騒騒クシソカ，モチノキ，ハゼノキ，ゴンズイ，タシロス

ゲ，ツワブキ，リュウキュウテイカカズラ，アマクサシダ，ササパサソキライなどを標徴種

および区分種としてギョクシンカースダジイ群集にまとめられた。ギョクシンカースダジイ

群集はハゼノキやゴンズイのような落葉広葉樹や陽地生の樹種を区分種に含んでいるのが特

徴的で2次林としての性格が表われている。

　この群集は谷間の湿生林の一部を除いてほとんどが根元から分枝した萌芽林の様相を呈

し，高木層の樹冠の大部分がスダジイで占められている（Phot．18）。群落の高さは立地によ

り，また生育年数により異なっており，海岸風衝地に生育するものでは群落高2mときわめ

て低い。しかし，比較的谷部に発達しており，より自然林に近い森林ではUmの樹高が記録
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Phot．18　ギョクシソヵースダジイ群集。繭赤したスダジイで樹冠が密閉され，林内はかなり暗い（朝

　　　仁）。

　　　　BestaHd des　Tarenno－Castanopsietum　 siebo王δi…．

　　　Die　Bodenschi中t　erhalt　wegen　dem　dまchten　K：ro漁e鷺dach　wenig　Lich士（Asani），

された。一般には10m以下の森林がほとんどである。群落階層はおよそ高木層，低木層，草

本層の3層に区分されるが，債n以下の低い林分では低木層，草本層の2層しか見られない

ことが多い。群落第1層をなす高木層ないし低木層の植被率は谷部の林分でやや低い傾向が

見られるが平均して80～90％とかなり高い植被率を讃してbる。高木層の下に第2層を形成

する低木層の縷縷率は比較的低く30％前後である。草本層の植被率は地形，地質，微気象な

ど環境条件の相異によりかなり群落ごとに幅があり，概して湿生地ではその植被率は高く，

乾生地で低い傾向が見られる。

　群落を構成している主な種は高木層ないし低木層の第1層ではスダジイが植被全体の50％

以上を占め，他にはアマミアラカシ，ハゼノキ，ゴンズイ，エゴノキ，コバソモチ，フカノ

キなどの常在度が高いが，いずれも開園は低く，多くはスダジイの被度が圧倒的に高い。低

木層にはリュウキュヴァオキ，イヌビワ，ヤブニッケイ，ヒメユズリハ，シャリンバイ，ト

ベラ，クチナシ，サザンカ，ピサカキ，イヌマキをはじめ多くの常緑広葉樹種が生育してい

る。しかし，そのなかできわだって難度の高い種はな小。草本層に一般的に見られるのはツ

ワブキ／リュウキュウテイカカズラ，シラタマカズラ，ヨゴレイタチシダ，七メハシゴシダ

などで，r ｼ生地では大形シダ植物やツル植物の被管が高く，乾生地ではコシダが繁茂してい

るところもある。　　　　　　　　　　・
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　本州の，クヌギーコナラ群集やオニシバリーコナラ群集など主に落葉樹からなる2次林で

は林内は明るく2次林本来の構成種の他にマント群落やススキ草原の構成種と，自然植生で

あるシイ，カシ林の構成種がその主な種組成をなしており，一般に立地の自然植生よりも2

次林のほうが出現種数は多い。しかし，樹冠が主に常緑広葉樹で占められている奄美大島の

2次林であるギョクシンカースダジイ群集では林内は自然林と同じくらいにあるいはそれ以

上に暗く，ススキ草原構成種も，さらに妊陽生のマント群落構成種もほとんど生育していな

い。したがって出現種り大部分が森林生の耐陰性の強い常緑種で占められるギ。クシンカー

スダジイ群集は，自然林のケハダノレリミノキースダジイ群集やアマ、ミテンナソショウースダ

ジイ群集に比較して出現呼数が少ない。しかもまた琉球列島ないし奄美夫島に固有に分布す

る種群も群集内には少ない。つまり，ギョクシンカースダジイ群集は種組成的に貧化した群

落となっている。

　ギョクシンカースダジィ群集は湿生，中生，乾隼という立地の乾湿度に対応して次の3亜

群集に区分された。　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　。

畠　　　’
弧、　　1

3

α

慎
（

1 2 3 4

Fig・12森林群落（スダジイ2次林）配分模式

　　　　Schematische　Verteilung　der　Walδgesellschaften（sekundare　Walder　mit　Cσ5確ゆ5∫3

　　　6％5ρ∫伽彦αvar．5∫8うoZ4∫の

　　　　1．　Subass。　von　Colys三s　pothifolia　des　Taτenno－
　　　　　Castanopsietum　sieboldn　ギョクシソカースダジイ群集オオイ
　　　　　ワヒトデ亜群集

　　　　2．　Typische　Subass．　des　Tarenno－CastaHopsietu無
　　　　　s呈eboldh　　ギョクシソカースダジイ群集典型亜群集

　　　　3．Subass．　von　Vaccinium　wrightiidesTarenno－
　　　　　Casta且ops三etum　sieboldii　ギョクシソカースダジイ群集ギイマ亜群集
　　　　4．　Dfoプππoμ8痒3　Z初θ¢ブ∫5－Cα∫如ηoρ5‘55f860Z4鶴Gesellschaft　コシダースダジイ群落
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　圭）　オオイワヒトデ亜群集　Subass．　von　Colysis　po亡hifolia

　平家の湿生地に生育する林分はオオイワヒトデ，フウ．トウカズラ，リュウビンタイを区分

種とするオオィワヒトデ亜群集にまとめられた。樹高6～11mの森林で，スダジイの被度は

十～3で他の2亜群集に較べて一般に低い。スダジイにかわってフカノキや落葉広葉樹であ

るエゴノキが高木層を占めているのが特徴的である。タブノキの軽度は他の2亜群集と逆様

に低い。オオイワヒトデ亜群集をもっとも特徴づけるのは草本層で，次項に述べられるギィ

マ亜群集，典型亜群集の両三群集ともに草本層植被率が10～20％前後と低いのに対し，オオ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ジイワヒトデ亜群集では平均40％と高い。しかも森林生・好湿生のオオイワヒトデ，リュウビ
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P6欝8α魏得刀ゐ87忍だ　タブノキ

5妙解餌ノβρo毎α∬　エゴノキ

3腕卵θrα・伽助翅αフカノキ
Cπ舘伽oρ5露3∫θ60認∫∫．スダジイ

Gα1ゼθ漉αノα3漉7～o耀8∫　クチナシ

Tz〃’がπ㍑勘フz薦α　ショウペソノキ

Tα7’82zπ¢9：yo舷5雇7漉τθα　ギ．ヨクシソカ

R肋η37～8伽万¢7zgκJo‘4θ5　var．

　　　伽αθ9副漉θブα　ヤエヤマネコノチチ

・47¶ゐ5コ口5論う0♂漉f　モクタチバナ

五グゐ5忽gμ肋g麗go2～α．シシアクチ

Aツ魏。か・∫αゾz‘ゐノ・α　リュウキュウアオキ

Tarenno－Castanopsietum
von　Colysis　pothifolia
　　　　　　　．sieb61dif

12．　Fαノプ諺9珈2πブαρoηfc～〃η　ツワブキ

13。P∫1卿’加ゐ獄π　フウトウカズラ

14。　Aプαcんノ加48∫ρ∫θ～如lo一αプ∫5如彪

　　　　　　　　　　　　　コバノカナワラビ

15．C吻廊力・疏ケ協αオオイワヒトデ、

16．．ノ∬ノ）動放冷妙”z84痂　アオノクマタケラソ

重7．　Kα45z‘プαノ＠o廓。α　ビナンカズラ

18．んzgめμ81廊妙go4姫b廊　り凛ウビソタイ

　19．C7℃o〃z痂掴ρo刀‘6α　ヒメナベワリ

20．　T1π6ゐ403μ1”zz〃zα5‘α彦‘o麗7π

　　　　　　　　　　ジュウキュウテイカカズラ

21。　Cαノー6必500∫α臨　タシロスゲ
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ンタイ等のシダ類がその主構成手となっている。常在度は低いがフジノカンアオイも生育し

ている。　　惇

　オオイワヒトデ亜群集の発達しているところは谷筋でも比較的傾斜が緩く，通常は安定し

ているが，一般に流路の短い沢であるため台風や梅雨など多雨期には一時に増水し，植生を

破壊することも多い。そのためこうした谷筋は経験的に自然植生が残され，単木状の高木を

含む半臼田的な森林となっている。しかし，残される森林の幅は狭く，また自然の恒常的な

破壊力を受け，かえってエゴノキ，イヌビワ，ハゼノキ，アカミズキ，シマグワなど落葉広

葉樹の多い群落が形成されている。

　オオイワヒトデ亜群集はさらにシロヤマゼンマイを区分種とするシ戸ヤマゼンマイ変群集

と，ショウベンノキ，ヤエヤマネコノチチ，ヒメナベワリで区分されるヤエヤマネコノチチ

変群集とに下位区分された。絶えず細流に洗われて母岩が露出する，土壌の堆積の薄いとこ

ろにはシロヤマゼソマイの丈高く群生するシロヤマゼンマイ変群集が見られ，それより下流

に位置し，やや川幅も広くなり流れの片側に小さな段丘が見られるような比較的安定した谷

筋にヤエヤマネコノチチ変群集が生育している。

　このナオィワヒトデ死群集は属する群団」球は異なる（ヤブヌウジースダジイ群団）が種組

成的にはかなりの種類が奄美大島と共通する大隅半島で認められたムサシアブミ一興ブ群集

（鈴木時195r）に立地的にかなり類似していると思われる。ムサシァブミータブ群集は林床

にオオイワヒトデ（あるいはイワヒトデ），ホソバカナワラビなどの陰地，多湿地を好むシダ

植物が多く，海抜150m以下の海岸や谷部低地に生育する，タブノキの優占する自然林であ

る。名瀬市では海抜200m以下の地域の森林は2次林か植林に羅き換えられ，完全な自然林

分はまったく無いと書ってよい。したがって低海抜地域の自然林の姿を正確に把握するには

園難な点も多い。しかし，さきに考察された大隅半島をはじめ，日本西南部の海岸近辺の自

然林の資料から類推して，名瀬市において海岸に近い谷駒繋生地や低地の潜在自然植生はオ

オイワヒトデ亜群集に種組成的に類似したタブノキの優占する群落が考えられる。

　圭i）典型亜群集　TypischeSubassoziation
　ギ。クシンヵヅスダジィ群集域でもっとも広い面積を占める群落がこの典型亜群集であ

る。乾生のギイマ亜群集と湿生のオオイワヒトデ亜群集とにはさまれた形で，山地斜面に生

育し，海風を直接受けることがなく1上部から水分や養分の供給を受ける適湿で比較的富異

な立地にある。

　典型亜群集は高木層以下3層に明瞭に分化し，安定した群落が形成されている。高木層は

80～90％の高上被率を呈し，スダジイが圧倒的に優曝しているが，谷筋に近い斜爾下部では

スダジイにかわってアマミアラカシの優占する林分も見られる。高木層は約10種くらいで構

成されており，低木層にさまざまな樹種が生育する。林床は一般に疎でアオノクマタケラ
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　じFig・鱗　ギョクシソヵースダジイ群集ギイマ亜群集断面模式

　　　　Vegetationsprofil　der　Subass．　vo鷺　V．accinium　　wrightii

　　　des　Tarenn・一Castanopsietum　siebold．圭i
1．

2．

3．

4．

5．

6．

7．

8．

9，

10．

1i，

12二

13．

捌αθo‘αゆz‘∫解τ8鋳・f3ホルトノキ

Cπ∫如ηoρ5露5∫θう。♂4鉱　スダジイ

F飴π58’・60如　イヌビワ

E㍍800α7’ρZ45ノσρ07π0π5　コバソモチ

（妙。α57・6ηo伽如　ソテツ

エ万Cプα7ZOμ6痒5♂∫7Zθαプ∫5　コシダ

P漉03ρ0プZ卿Z如擁プα　トベラ

1勲4∫蹴αゴα汐。η∫oα　ビナンカズラ

3罐聯θプαo伽助ツ伽フカノキ
エ）θ2Z訪℃ノ）απα謬か塘4Z63　カクレミノ

απ7沼卿。ηzz〃ηゴαρ07漉μ規　ヤブニツケイ

Aッ碗。∫擁α5θザρθπ5　シラタマカズラ

E卯施6癖z〃πブαメ，o漉。御π　ツワブキ

15．

童6．

17．

18．

重9．

20，

2i．

22。

23．

24。

．25．

Gα7ゼ8π如ブπ57η勿。‘4θ5　グチナシ

P8ノ・58α読Z耀∂θrg鉱　タブノキ

7プαaゐ8Zo5ρθプ2η麗ηzπ5fα彦盛。％2π

　　　　　　　リュゥキュウテイカカズラ

A漉4θ5ηzαノ砂ω虚躍πヤマヒハツ

臓τoo功∫πノμτσ彦9加ゴづ　ギイマ

Tの◎82初π91yoんz‘5厚2漉τσα　ギョクシソカ

Z）型0μθ7廊507ゼ耀砂θ5　ヨゴレイタチシダ

αアz郷2πo況観3ブα汐。π‘oπ規　ヤブニジケイ．

E艀ツαノαρ・2比αピサカキ

A7漉48∫解αノαρ0要目摺　ヤマヒハツ

C伽πα甥。魏躍π40θ4θ2福Z8f7漉　シバニッケイ

　　ン，コバノカナワラビ，ヨゴレイタチシダ，タシ戸スゲなど他の2亜群集に共通な種群が散

無　生しているにすぎない（Fig．13）。

　　　ハゼノキ，ゴンズイ，イヌビワ，エ．ゴノキなど落葉広葉樹を高木層に若干含むが，ほとん

　　ど森林生の常緑広葉樹，草本植物で構成され，ギ。クシンカースダジィ群集の3亜群集の内

　　ではこの典型亜群集が種組成的，．群落構造的にもっとも安定した自然度の高い群落をなして

　　いる。

　　　三i呈）ギイマ亜群集　Subass．　von　Vaccinium　wrightii
　　　ホルトノキ，カクレミノ．，ヤマヒハツ，ギイマ，シバニッケイ，サクラツツジで区分され

　　る林分である。山地斜面上部や尾根部の乾性地に広く生育している。まったくの萌芽林で

　　5～10本に分枝したスダジイが上層に密生した群落となっている。スダジイの中にタブノ
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キ，フカノキ，タイミンタチバナ，コバソモチなどのやはり萌芽状のものや，単木的にハゼ

ノキ，エゴノキなど落葉広葉樹が混在するがその被度は常に低い。

　樹高は5m前後と一般に低い。ことに乾生地である尾根部ではコシダ，クロガヤなど陽地

生草本植物や，リュウキュウウマノスズクサ，テリハヘクソカズラなどつる植物を含む群落

となっている。なかでもコシダは1～L5mにも伸びてほとんど枯死しており，コシダース

ダジイ群落からの遷移がうかがわれる。やや樹高の高い安定した群落ではコシダやク胃ガヤ

は消えてアオノクマタケラン，コバノカナワラビ，ビナンカズラ，アマクサシダなど，オオ

ィワヒトデ亜群集や典型亜群集の林床に一鍛的な晶群が回復してくるのが見られ，出現種数

も若干増加している。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　ギョクシンカースダジイ群集は中間報告（1971未印刷）の時点での資料に基づいて翫ユウ

キュウアオキースダジイ群集（仮称）として「逗子市の植生」（一八・他1971）で報告され

た。奄美の2次的なスダジイ林はヤブコウジースダジイ群団域のヤブコウジースダジイ群集

と同じような性格をもつもめとして群団名をとってリュウキュウアオキースダジイ群集と仮

称された。ヤブコウジースダジイ群集は厳しい自然環境や，長い閥の人為的影響下に立地の

寅化をきたしたところに発達する，“特別な標二種および区分種をもたない上級単位の構成

種よりなるズダジイ林”（宮脇・他1971）とされている。ギョクシンカースダジイ群集（＝リ

ュウキュウアオキースダジイ群集。以下，ギョクシンカースダジイ群集に統一）は前述（p．

　）のように明らかな標徴種および区分種をもつ群集であり，また今園の調査資料は明らか

に2次林，すなわち代償誕生である。ギ。クシソカースダジイ群集の原植生・潜在自然植生

はどのような種組成をもつスダジイ林か，今回の調査では明確にすることはできなかった。

また海岸近くや低海抜地域ではあるいはやブコウジースダジイ群集型の群集の可能性も考え

られるが，ここでは得られたスダジイの2次林はヤブニッケイ，トベラ，ギョクシンカなど

を標式種および区分種とする代償植生の群集単位としてギ。クシンカースダジイ群集が規定

された。

　2）コシダースダジイ群落

　　　D∫or〃zoノ溜r∫5あ2zθα万5＿Cα5如2zo少5ゼ55∫6うoZ4だ一Gesel玉schaft（Tab．23）

　スダジイ林を伐採し，そのまま数年放置されて圃復してきたスダジイの若い萌芽林はいま

だにコシダが林床に密生し，草原的性格が強く，ギョクシン合一スダジイ群集とは別にコシ

ダースダジイ群落として区分された。2崩立として区分されたギ。クシンカースダジイ群集

とはリュウキュウアオキ，フカノキ，ギョクシンカ，ヤブニッケイ，ビナンカズラ，アマク

サシダ，タシロスゲ，モクタチバナ，ホルトノキ，センリョウなどの種群がほとんどコシダ

ースダジイ群落内には出現しないこと，コシダ，ク戸ガヤが常在するなどの点で種組成的な

違いが見られる。
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　コシダースダジイ群落は海岸に近い山地の各地に見られる。土壌は黄褐色森林土壌で，乾

燥しやすく，食養な立地となっていることが多い。

　コシダースダジイ群落の樹高は2～41n（ギョクシンカースダジィ群集は5．～10m）と低

い。2m内外と樹高の低い群落ではコシダが華丈も高く階層分化は不明瞭であるが，一般に

は低木層，草本層の2層に分かれている。低木1蕾の植被率は80～90％と高く密な樹冠を構成

している。ギョクシンカースダジイ群集では樹冠を構成しているのがスダジイのほかにタブ

ノキ，タイミソタチバナ，コバソモチ，アマミアラカシなど高木性の種類であるのに対し，

コシダースダジイ群落でほ主にヒメユズリハ，シャリンバイ，アデク，ギイマなど低木性の

種類がスダジイとともに樹冠を形成している。また被度は低いがコシダースダジィ群落には

シロミミズの常在度が高い。草本層に出現する主なものはコシダ，クPガヤ，マンリ。ウ，

ツワブキ，ススキ，ササクサなど多くが陽地生の種群である。しかしリュウキュウマッの植

林地に多いノボタン，ホラシノブ；ミぎスギ，ホウロクイチゴなど草原生の一般的な種群は

ほとんど混入してこない。樹高2・m内外という低い群落さはコシダが密生しているが，樹高

が高くなるにつれコシダの占める割合は低くなり，枯れた個体が｝ヨ立って生活力が弱くなっ

ている。

　出現昇平は25種前後で，ギ。クシンカースダジイ群集よりもさらに10種近く少なく，種組

成的にきわめて寅化した森林群落といえる。，

　コシダースダジイ群落はギ。クシンカースダジイ群集の断片的なもの，すなわち，ギ。ク

シンカースダジイ群集の先駆相として考えられる。

　3）　リュウキュウマツ群落

　　　p加z65　Z鷹。ゐ紹π5∫5－Gesellschaft（Tab．241

　リュウキュウマッはトカラ列島以南から琉球列島の各島，南は西表島で広く生育する。し

かし，終局相としてのりュウキュウマツの自然林は高温多雨という植物の生育にとって好条

件にあるこれらめ地域ではほとんど見られない。現在ではりュウキュウマツは山火事跡や崩

壊地にコシダやススキなどとともに先駆植生としての群落を形成することが多い。鹿島に見

られる生長したリュウキュウぐッ群落の大部分は植林されたものである（Phot．19）。

　名瀬市でも人里に近い山地に広くリュウキュウラッが植林されており，最近ではスーパー

林道の拡張に伴い，今まで人手の入りこむことの少なかった市境に近い内陸までスダジイの

自然林が伐採され，．リュウキュウマッの植林化が進められている。

　先駆植生としてのりュウキュウマツ群落は赤崎の山火事跡地や，各地の建設工事などで生

じた裸地に見られる（Phot．20）。これらの強い人為的干渉下の群落はその種組成から，スス

キ群落の組成表にまとめられ，生育した2次的リュウキュウマッ林および植林がリュウキュ

ゥマッ群落として・一つにまとめられた。
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P蓋ot．19　リュキュウマツ植林の相観。スダジイ，タブノキ，コバソモチなどの常緑樹が多い。　　　　，

　　　　　　　Aufforstung　mit　Pf鰍5」τ∠o伽82z5∫∫．　In　der　Forste鳳kommen（海5孟αノzoρ5‘53∫θうoZ4鋸

　　　　　　乃ブ∫θα疏瑚うθ2・9・毎，E♂αθooαゆ御3ブαρoπfα‘5　u。　a。　immergr伽e　Laubbaume　vQr。

〆

耳‘

や犀

欝驚瀬乏然禰

Phqせ．20崩壊地にススキとともに先駆植生を形成するリュウキュウマツ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奪
　　　　　　　　Auf　dem　instabilen　nackten　Bode鷺kommen湾7～π∫Zzκ加θπ5‘51nit　Mf30ππ孟ゐ㍑55∫刀87z5∫5

　　　　　　als　Pion呈ere　vor．



65

諺

　　潮
　　ご艶
　　ミ》ここ

　ぎ猿ミ覧

　曲撫、

機警

ミ蜜繰

導獣参
亀5

ノ

倉

睾

き多

・執

ゴ‘釣趨

ミ聾
ミ塞

~層ｽ

ミ轟彪
避ミ£写

　♂診
垂湧ご彫’

噂‘

ミ，ミ磁

“き’鞄

騰礎
、蓋

　冠15

　　轟

　溝
　謹・
　ミ甦

　ぎ鴬
　轟轟
’‘吃ゴ雛窮

sだ三

蹟

譲雌

こご£蹴多

轟ミ髪晶蓬

癬・鍵
　ミ’飾

聖

縄・，

鋒影

面雛・、

　、

》’

　　磁

　をシ
　蝶
　曲軸
　　ぜド

譲劔

ミ場当

・嚥

　　Q銘残
面’

へ》

　　　　　　　　　　と
　　81王031112567

　　1
Fig．筍

1．

2．

3，

4。

5．

6．

7．

8。

9，

轟
～多

ミをぎ‘

穫　轟
彰

説彰ミ’

灘妙
翻論

　烈，
轟ミゥミウr轟

移さ，

ミ

1塗

’

　　激．

　無
調ミ容・．

ご鴇“婚｝野

薄轟．盛ミ祷

忌屋轟幾
壷遡　　　　孚’
　鳶　勤§膳纏
　　　　、冨“

碁善勤

墨

隆

ψ
ダ

曳

ぷ

侭
6’

613王41516　1413

ら

・挫

23
リュウキュウマツ群落断磯模式

Vegetationsprofilr　der　P伽μ5　Zz‘君6伽87z5‘5－Gesellschaft

E蹴yαノσρo漉ατ　ヒサカキ

P8ノ’38αぬ〃めθプ8’毎　タブノキ

P動z63伽∫61zπθ7z5∫5　リュウキュウマツ

Ayoho癖α58ブρθ郷　シラタマカズラ

Cα甜αノ～oρ3∫ε5∫θうoZ漉盛　スダジイ

Fα2＝ル9加ηブαρo漉。㍑ηz　ツワブキ

伽♂α舘0班α0α7んだ漉〃73　ノボタン

D∫α噌α船μθ河3Z幼8α短5・コシダ

願z∬磁π4σραプη耀。プα　コンロソカ

10．

重1．

12。

B。

14．

15．

16．

17．

17　5　15

R＠海0房ρf5励4比α　シャリンバイ

Rz‘伽‘3舘860Zゴ露　ホウロクイチゴ

GZOOILf4わπ0う0ηαオZ〃2Zカソコノキ

F泌π58ノ・60’αイヌビワ

ハ鷹50απ〃乞z‘35∫7zθ2z5‘∫　ススキ

3読卵6rαoo∫oρ乃翼伽　フカノキ

P魏05ρ0π〃ノZ’0∂かα　トベラ

Pαρん漉ρん誕Zπ〃z8：Z侃08∫66π5ヒメユズリハ

　　リュウキュウマッの2次林，および植林にしても海岸風民地や低湿地には生育せず，それ

　らの立地の潜在自然植生はいずれもスダジイ林の場合が多い。植物の生育に適する高温多雨

　な気候下にあって一般に，リュウキュウマッ群落のスダジイ林への圓復は早い。

　　リュウキュウマッ群落については，赤崎をはじめ名瀬市の各地で約90ヵ所のアウフナーメ

τが行なわれた。どの群落もリュウキュウマツが上層を占めるが，一般に疎林で林内が明るい

　ためノボタン，ススキ，ホシダ，センニンソウ，ホウロクイチゴなどのススキ草原の構成種

　群や，カンコノキ，イヌビワ、アカメガシワ，イヌザンシ。ウなどの落葉広葉樹種が多く混

　生している。植林の管理は今日では襟脚的であるこ．とが多く，各群落についてはその群落の

　生育年数に応じてさまざまな遷移段階が見られる。すなわち植林された初期の群落ではスス

　キ，乾燥地ではコシダが林床に一面に繁茂し，種組成もススキ草原の構成種の占める割合が

　高い。出現種数は15～20種と少ない。6～9mのりュウキュウマッ群落ではスダジイ，フヵ
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ノキ，タブノキ，シャリンバイ，トドラなどの常緑広葉樹が低木層に生育し，スダジイ林へ

の回復が進行している。さらに10～15mの高木林になると，出現回数も25～40種と増加し，

群落階層は4層をなす。高木第1層のリュウキュウマッの下にズダジイ，タブノキ，フカノ

キ，アマミアラカシ，コバンモチなどの常緑広葉樹が高木第、2層を構成し，さらに低木層に

もピサカキ，アマシバ，サカキ，クチナシなどの常緑広葉樹が生育し，高木第2層以下には

2次的スダジイ林であるギョクシンカースダジイ上落に種組成的に近い群落が形成されてい

る。しかし，スダジイの2次林では樹冠の被度が80～95％と高く，林内が暗いためススキ草

原構成種も少なく，かなb秩序ある林相を示している。それに対して，リュウキュウマッ群

落では，常緑広葉樹で構成されている高木第2層の樹冠は疎で，ススキ草原構成種やつる植

物が多く，荒れた林桐を呈している。

　その他宮古崎ではりュウキ等ウチク草原の発達する半島の風背側にリュウキュウマッ群落

が生育している。ここでは林床一面にリュウキュウチグが丈高く繁茂し，・冬季に赤色の花を

開くタイワンヤマツツジが群落内に点在している。

　4）ゴモジューハマビワ群落（防風林）

　　　V∫∂z‘プπz切z5z‘5ρ87z∫z〃ノ3一ゐ∫孟58αブ妙02z∫6α一Gesellschaft（Tab．25）

　海に面する山地に作られた畑地では，塩分を含んだ強い海風から作物を保護するために，

三方をとり囲むように，高さ4～5m，幅r P～2mの防風林が見られる。

1． 2 3 4 3 2

F圭9・16　耕作地群落配分模式

1，

2，

3．

4．

T・・e・n・一C・・t・n・P§fet・m・i・b．・1diiギ・クシソカースダジイ群集

　VerQnico　javざnicae－Anagallisetum　arvens製s　（Acker・
unkrautgesellschaft＞　・・マクワガタールリ’ハコベ群集（畑地＞

　Vf∂z‘プノ～～〃2z　51砂67z∫吻3一五f‘5紹ブ＠07沈α一Gesellschaft（Wi漁dschutzforst＞　ゴモジュー

ハマビワ群落（防風林〉

5ρoroう。伽5ノ加’銘f5－Gesellschaft（Trittgesellschaft）　ネズミノオ群落C踏跡群落）
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　赤崎の西海岸側の耕地沿いでこのような防風林について7ヵ所のアウフナーメが得られ

た。この防風林の主な構成種は，モクタチバナ，ハマビワ，ヤブニッケイ，シャリンバイ，

ヒメユズリハ，マサキ，アカテッなどで，これらは海岸風衝心に自然植生として発達するア

カテッーハマビワ群集の主要な構成種である。その他の出現種も植栽されたゴモジュやゲッ

キッを除いては名瀬市の海岸林に普通に見られるものであり，あたかもそこに生育していた

海岸林が線状に意識的に残されたかのような様相を記している。

　側枝は林床にまで発達し緻密に交錯し，良好な防風林が形成されているといえる。この防

風林（ゴモジューモクタチバナ群落）は種組成的にも多様で，その土地にもっとも適含した

“生きた構築材料”として巧みに利用されているものの好例であろう。

　5）マダケ群落

　　　p勿〃05オαo妙∫うαη2ゐz‘50湿θ3＿Gesellschaft（丁寂b．26）

　赤崎における山地の谷筋にあたる取水場の近くには小面積ながらマダケの植栽されている

のが数ヵ所見られる。管理はいずれも粗放的で，高木層はマダケのみで占められているが，

低木層には，ヤマビワ，スダジイ，フカノキ，シシアクチ，クチナシ，　リュウキュウアオ

キ，タブノキなどが生育し，草本層にもツワブキ，アオノクマタケラン，コバノカナワラビ

などの常緑の種がほとんどで，常緑広葉樹林への園復が進んでいる。またマダケ群落は，リ

ュウビンタイ，フウトウカズラ，シ揖ヤマゼンマイなど一般に湿生地に生育する種群を構成

種とすることから，ギ。クシンカースダジイ群集のオオイワヒトデ亜群集の立地にマダケが

植栽されているものと考えられる。

　6＞水テイチク群落

　　　1）勿π05如01砂5αz‘プθα一Gesel里＄chaft（Tab．27）

　ホテイチクは，ほんらい，用材や食用として栽培されてきたものであるが，時には野生化

しているのも見られる。名瀬市においても尾根部の乾燥地を除いて山地斜面のいたるところ

にホテイチクが植栽されており，立地の違いや人為的条件の加おり方の程度に応じて群落域

ではさまざまな遷移段階が見られる。

　群落はいずれも低木層の上部に3～4mのホテイチクが密生し，すぐ下層にはスダジイや

アマシバ，タブノキ，リュウキュウアオキなどのスダジイ林構成種の低木が被度は低いが数

多く生育している。

　ホテイチク群落は，立地的にはオオヘッカシダ，カッモウイノデ，フモトシダ，シマミ

ズ，リュウビンタイ，ハドノキの生育する湿生立地の群落とアマミァラカシ，ヨゴレイタチ

シダ，トキワカモメヅル，アデク，ヒリュウシダなどで区分される適湿立地の群落の2つに

区分される。人為的条件からほ，ホラシノブ，ヤンバルセソニンソウ，ススキ，ホウロクイ

チゴなどススキ草原構成種の多い群落とシシアクチ，アオノクマタケラン，アオバノキ，シ
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ヨウベソノキで区分される群落とに分けられ，後の群落は必要に応じてさらに下位区分する

ことが可能である。

　7）ホウライチク群落

　　　Bα〃z伽∫αgZακ06∬θπ5－Gesellschaft（Tab．28）

　朝戸付近を流れる大川に沿ってホウライチクの帯状に密生する群落が見られる。ホウライ

チクの高さは51nあり，程がきわめて密に束生し，株と株との狭い空間にシ。ウベンノキ，

シシアクチ，ハドノキ，アマミアラカシなどの低木やホシダ，ムラサキカタバミ，コヤブミ

ョウガなどの草本植物がわずかに見られるにすぎない。密生したホウライチク群落は，地

下茎も錯綜して河辺の堤防保定の役割を果たしている（Phoξ．2D。本州の関東以西で見られ

る河辺のメダケ群落に相観がよく似ている。

　ホウライチクは一般に生垣用として植栽されることが多く，時として野生化していること

もある。原産地はインドシナ地方と考えられている。

　　　　　　　　一隅　　一　　　一　一㌔疑、贈　簿轟
　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　瓶夢～　　　、織轡齢

　　　　　　　　　　　　　躰＼．　　　　　　ぢ墾謬〆
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぴ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い　ド　　　　　　　　．、必甜　　　・．．瀬　　　、．　　．　　．　’　　　｝　　　　し　　　・＝　一星・　　　　　　　鵡

Pbot．21　川沿いに帯状に生育するホウライチク群落（朝戸）σ

　　　　Die　Talsoh玉e　flankierend　wachst　ein　g並rtelartiger　Bestand　von　Bα解諏5σgZαπ0850θ2～5

　　　　（Asado）．

　8）　アマクサギーリュウキュウイチゴ群落：

　　　αθプ04θπ4ア。πオ屈伸。診。η認賜var．ツα肋∫11∫那θπθ一R％伽59ブαツ〃zπ5－Gesel圭schaft

　　　（Tab．29）　　　　　　　　　　・

　名瀬市南西部では広い面積にわたってスダジイ林の森林伐採が行なわれており，その伐採

跡地はススキやアマクサギ，アカメガシワなど落葉広葉樹の繁茂した切り跡特有の群落が広

がっている。



Tab．28 Bα励蹴8伽‘06ε6θ％s－Gesellschaft

ホウライチク群落
Nr．　　d．　Au£nahme： 調査番号 123
Datunl　d，　Aufnahme： 調査年月日 ’7r71’71

5　55
313131

Gr醗　d．　Probeflache　（m2）： 調査面積 81010
H6he　　d．　Strauchschichも（m）　： 低木層の高さ 5　5　5

Deckung　d．　Strauchschicht　（％）： 低木入植被率 959590
H6丁目（1．　Krautschlcht　　　　（m）　： 草本層の高さ 0，80．40．3

Deckung　d．1くrautschicLt　　（％）： 草本層植被率 5．55

Artenzahl： 出現種数 151617

Trennart　d．　Gesellschaft：、 群落区分種

Bambusa　glaucescens ホウライチ．ク S 5・55・55・5

Arten　d．　Camellietea　japonicae： ヤブツバキクラスの種
Turplnla　ternata ショウベンノキ　　　　　　　　　　， S 十十十
Ardisia　qulnquegona シシア．Nチ S 十十　・

Colysis　p・thifol量a オオイワヒトデ K 十　・十

Quercus　glauca　var，　amamiana アマミアラカシ K ・十十
Eurya　emarginata　　　　　　　・ ハマヒサカキ S 十・　・

Carex　soclata タシロスゲ K 十　・　・

Piper　kadsura　　　　　　　　　　　．　．．「　看　　　． フウトウカズラ K 十　・　・

Eurya　japonica ピサカキ K 十　・・

正）三｛crolepia　strigosa イシカグマ K ・十　・

Pteris　fauriei ハチジョウシダ K ・十　・

D｛P至azium　dilatatum ヒロバノコギリシダ K ・　・÷・2

Begleiter： 随伴種

Oxalis　corymbosa　　　　　　　　’ ムラサキカタバミ K 二十十
Vlllebrunea　pedunculata ハドノキ K 十十十
Nephrolepis　auriculata タマシダ K ÷十　・

Mallotus　laponicus アカメガシワ S ・十十
ホシダ K ・十十

Pollia　secundiflora コヤプミョウガ K ・十十
1）i王ea　brevicornuta シマミズ K ÷・2　。　。

Carex　brunnea コゴメスゲ K 十・・
Ficus　erecta イヌビワ S 十　・　・

昏lorus　austral｛S　　　　　　　　　　　　　　　‘ シマグワ S 十　・　・

Carex鶏aximowiczil アオゴウソ K ・十・

Codonacanthus　pauciflorus アリ，モリソウ K ・÷　・

Thelypteris　dentata イヌケホシダ　　　　P K ・÷　・

AlOCaSia　maCrOrrhiza クワズイモ K ・÷・

PolygOnum　ChiロenSe ツルソバ K ・・ ¥
Achyranthes　bidenta㌻a　var．　hachijoens｛s ハチジョウイノコズチ K ㌦　・十

OPlismenus　compositus エダウチチヂミザサ K ・　・÷

Stephania　japonica ハスノバカズラ S ・　・十

Bryonops童s　匪ac三niosa オキナワスズメウリ S ・　・十

Clerodendron　trichotomum　var，　yakushime丑e アマクサギ S ・　・十

Trema　orientalis ウラジロエノキ S ・　・十

Fundort　Asado朝戸，

69
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Phot。22スダジイ林を伐採したあとに繁茂する伐跡群落（アマクサキーリュウキュウイチゴ群落）（知

　　　名瀬林道沿い）。

　　　　Nach　Kahlschlag　der　Cα5渉α吻5155∫8∂o備一Waldern　ergreife亘Kahlschlaggesellschaft

　　　（αθプ04召π4roπ　‘プfolzo彦。ηzε〃π　var．　yα々銘31励zθノz5ε一R％δz∬　8ア卿α7zz‘5－Gesellschaft＞　upPig

　　　AusdehRung．

　この群落は生育の早い落葉広葉樹のアカメガシワ，イイギリ，ヤンバルアワブキ，カラス

ザンショウ，アマクサギ，キイチゴ属のリュウキュウバライチゴ，リュウキュウイチゴ，キ

ク科のオオキパナムカシヨモギなどの種群で区分されるアマクサギーリュウキュウイチゴ群

落としてまとめられた。これらの区分種はスダジイの自然林ないし二次林にも，スメキ草原

にもほとんど出現せず，伐採地特有な群落を形成している（Phot．22）。

　また，これらの区分種でアマクサギ，リュウキュウバライチゴ，オオキバナムカシヨそギ

は九州・本州にはほとんど分布していない，琉球列島に固有な種群からこの群落は特徴づけ

られている。

　一般に森林が伐採されると，森林を構成していた低木や草本植物などの下生え植物のほ

か，土中に生活していたカビや小動物などすべての生物とその立地に大きな変化が起きる。

その結果，今まで森林内で保護されてきた陰性または半陰性植物は強い直射日光や風にさら

され，急速に衰退してゆく。また，林内に堆積されていた落葉や腐植が速やかに分解され，

土壌は・一時的に富養となり，今まで林内には生育していなかった陽性，好窒素性の植物で被

われ，切り跡特有の群落が形成される。伐採後1～2年はキク科の帰化植物であるベニパナ

ボロギク，ウシノタケダグサが一圃に生育するが，伐採後2，3年経過するとこれらは低木

の切株からの芽生えやススキなどで置きかえられていく（Phot．23）。
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峯套二 二鑛山鳴灘蜘轟

ご薇驚

縫船
難織

P蓋ot．23　アマクサギーリュウキュウイチゴ群落の秋季相。

　　　　Herbstaspekt　derα8プ・48π4πηz彦プ齢。‘oηz麗”z　var．ツαんz451伽8π3θ一1～πうz43－9プ曜α2zκ5・

　　　Gesellschaft　von　bl酒he鳳der　und　fruchtender　M多30απ彦乃z65∫玄πθ2z5‘5．

　われわれが今回の調査で得られたアウフナーメはいずれも伐採されて2，3年経過してお

り，低木類の被度が高い1～2mの高さの出血群落である。このアマクサギーリュウキュウ

イチゴ群落は立地条件の差に対応して，いくつかの下位群落に区分された。

　谷一回生地の群落ではカッモウイノデ，フウトウカズラ，ヒ戸ハノコギリシダ，ハドノ

キ，シ。ウベンノキ，リュウビンタイ，クワズイモなど湿生地に特有な種群で区分されるカ

ツモウイノデ下位群落が成立し，斜面から羅根にかけての総掘群落ほスダジイ，タブノキ，

ヒメユズリハ，ピサカキ，アデク，コバンモチなどの常緑広葉樹の繭芽やオオムラサキシキ

ブ，アオモジ，タラノキ，ゴンズイなど落葉広葉樹のほかにキキョウラン，シラタマカズラ

を区分種としてアオモジ下位群落が区分される。

　アオモジ下位群落はさらに表土が破壊され，貧養な乾燥した立地にはヌルデ，カンコノ

キ，オォシンジュガヤが混生し，またリュウキュウマッがすでに植林されτいるような安定

した立地では，ススキが繁茂し，ホラシノブ，コシダ，ノボタン，ホウ戸クイチゴなどが混

生する群落となっている。ススキ，ホラシノブなど，これらの種群はスダジイ林の代償植生

としてのススキ群落でも同じような種の組み合わせをした群落を形成している。ススキの被

度の高い群落は，さらに罵根部乾燥地と図面とに区分される。乾燥地の群落はサザンカ，ヨ

ゴレイタチシダ，ヤマヒハツ，モッコク，イスノキ，サクラツツジ，ギイマ，ヤマモモ，イ

ヌガシ，シバニッケイなどがみられる。
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　奄美大島名瀬市における伐跡群落は，1回出現種を除く全出現命数137のうち約半数の69

種が常緑種であるというようにきわめて常緑樹林への謡い回復が見られる。しかし現実には

現在生育しているものすべてが高木にまで生長するわけではなく気象条件など厳しい環境に

制約されて枯死するものも多く，そこに形成される森林は必然的に種組成的にきわめて貧化

した群落となる。したがって，原生林の破壊後長い年月さえかけれぽ再び梱観的には自然林

に近い森林に復元するが質的にはきわめて鐘化したものであり，とくに固有種の多い奄美大

島において今まで残されてきた自然林は全国的に見ても重要な意味を持ち，国本各地ではす

でに急速に失われつつある現状を考えても，民族的な遺産としで残されるよう，特別な配慮

が望まれる。

　アマクサギーリュウキュウパライチブ群落は，奄美大島はじめ琉球各島の資料と比較検討

される必要があるが，リュウギュウバライチゴ，リュウヤユウイチゴ，アマクサギ，オオキ

パナムカシヨモギなどを標徴種または区分種として琉球列島の森林伐採後の2，3年経過し

た群落の群集単位，ないしさらに上級の群団単位にまとめられることが予想される。

　8）　リュウキュウチク群落（Tab。30）

　　　1）読。うZα3如∫Z勿6αゴ5－Gesellschaft

　細長く海に突出した宮古崎は，名瀬市でもとくに強風にさらされているところであり，著

しく門生化したりュウキュウチクの密生する草原で一面に被われ，特異な相観を呈している

（Phot．24）。

PLot．2弓強い海風にさらされて低く叢生したリュウキュウチクの草原（宮古崎）。

　　　　Unter　starken　Meereswind　b圭lden　s三ch　dicht　wachsende　niedrlge　PZθfo伽5彦z‘5

　　　伽卿f5－Wiesen（M三yakozaki）．
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　植生高は風当たりの強さに応じてきまる。もっとも強く風を受ける現状地では20cm，風

当たりの弱まる凹状地では80cmと風の影響が弱くなるにしたがって植生高の高くなる傾向

が顕著に見られる。乾燥しやすい薄い土壌上に生育している凸状地の群落では，出現種数は

平均5種ときわめて単純な種組成の群落を形成している。ハナカモノハシやコバケイスゲの

小群状に生育しているのがやや目立つ程度で，リュウキュウチクの純群落のような相観を呈

している。少し立地の安定したところには，シパニッケイ，アデク，トベラ，シャリンバイ

などの断崖風衝地に発達する低木群落の構成種が混生してきている。

　リュウキュウチクは海岸近くのススキ草原や河岸にもその生育が見られるが，いずれもき

わめて個体数が少なく，名瀬市では宮古崎近辺にのみまとまっている。

　宮古崎のリュウキュウチク群落は，自生するリュウキュウチクを伐り取り，火入れなどで

人為的に生育域を拡げ，現在，強風という気候的条件と乾燥しやすい土地的条件下につりあ

った半自然生の持続群落と考えられる。

　リュウキュウチクは屋根を即く材料としてよく使われた。またがって機織りの際の管（糸

巻用）としても利用されたという。

　安定した立地には，風各地の低木林を構成するシバニッケイ，アデク，トベラ，シャリン

バイなどが混生してきていることからも人為的条件が加わらなけれぽ，大部分がアカテッー

ハマビワ群集の低木林に遷移するものと考えられる。

10）　ヒゲスゲーススキ群落，ホシダーススキ群落，ノボタンーススキ群落（ススキ草原）

　　　Cαr6謬　㎜α伽θ2z5ゴ5一ル1ゼ56α2z診加53伽π5∫5－Gesellschaft，　Thθ砂μθ万5α6襯ゴπα如一

　　Mゴ50απ五加∫5勿6π∫ガ5－Gesellschaft　und　M8Zα∫ご。彿α6σπ読伽〃z－Mゴ3c伽読％55加θ％565＿

　　Gesellschaft（磁∫oα励㍑∫伽θπ5∫5－WieseR）（Tab．31）。

　摺古崎や名瀬市北東部の山地をはじめ各地に広がるススキ草原は，かつてそこに発達して

いた森林が伐採され，火入れ，採草，放牧など定期的に人為的な干渉が行なわれた結果発達

したものである。自然植生としてのススキ草原は樹林の成立しえない海岸の風衝断崖地に小

規模に見られるだけである。

　この代償植生としてのススキ草原酬日畑地，海岸風重手，由地など立地に対応して種紹成

のそれぞれ異なる群落が形成されている。

　名瀬市各地で得られたススキ草原の調査資料からノボタンーススキ群落，ヒゲスゲースス

キ群落，ホシダーススキ群落との3群落に区分された。

　i）　ヒゲスゲーススキ群落　Cαπ甥㎜α勧8π3ゴ5－M∫50απ漉π∫∫∫πθπ5ゴ5－Gesellschaft

　　　（Tab．31　A）

　海に面した断崖などでヤギの放牧で草原化されたところのススキ草原はヒゲスゲやハマセ

ンナで区分されるヒゲスゲーススキ群落が生育している。高さ1～2mにも伸長して生育し
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Tab．30 P彪ゴ。∂如s魏s1加θα7毎Gesellschaft

り土ウキュウチク群落
Nr．　d．　Aufnahme：　　　　　　　　　調査番号 1　2　3　4　5　6　7　8　9　1011121314

Expos｛tion：　　　　　　　　　　　方位 濁ENENENNEN照ELLLNWLWNW
Neigung　（。）　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ頃余斗　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　悔 7　7　7　10　7　8　7　　・　・　。　10　・　1535

Gr6βe　d．　Probef盗。為e　（鵬・）　：　　　　　　　調査面積 4　4　4　25　4　25　4　2425　9　25482525

H6he　d．　Vegetation（cm）：　　　　　植生の高さ 303030353G　253G　80404030303030
De¢kung　d．　Vegetation．（％）：　　　　植被率 iOO　100100901009810095959590958595

Arもenzahl：　　　　　　　　　　　　　　　　　出現単数　　　・ 2　3　3　3　4　5　3　3　．5　5　・7　8　8　11

Trennar£en　d．　GeseUschaft：　　　　　　群落区分種

f）1e沁b藍astus　li薮ear量s　　　　　　　　　　　リュウキュウチク 5・5　5・5　5・5　5・5　5。5　5・5　5・5　5・5　5・5　5・5　5・5　5。5　5・5　5・5

Carex£e泊uior　　　　　　　　　　　　　　コバケイスゲ ＋・2　÷・2　＋・2　1・2　÷・22・2　　●　　＋・22・2　2・2　｝・2　1・2　　。　　1・2

Ischaemum　aureu…n・．　　　　　　　　　　　ハナカモノハシ 　　　匝E　　＋・2　十　2・2　÷・2　1・2　÷・2　　●　　1・2　1・2　1・2　2・2　　5　　2・2

Trennarten　d．　Untereinheiもen：　　　　　　　下位群落区：分譲

Cin罰amomum　doederleinii　　　　　　　　　　シバニッケイ
　　　　　　　曹　曽曽　一　曽曽　一　曽　w　一　曹　”　曽響　胴　嘗馴　”　曽幽　曽　謄扁　胴@　　　　　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「
B　　　。　　　●　　　。　　　9　　　9　：一ト　　　。　　一十一　十　　争・2　十　3・3　一十一；

簸sca航h疑s　s三nensis己　　　　　　　　　　　　ススキ
　　　　　　8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

E・・… @　；∴ユニ2土浦｝二a土雲二2お彗

Syzygiuln　buxlfolium　　　　　　　　　　　アデク

qaphio】epis　umbellata　　　　　　　　　　　　シャリンバイ

　　　　　　　　　　　　　騨　　　F　　　一　　　｝　　　F　　　一　　　一　　　一　　　一@　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　PB　　　●　　　●　　　．　　　，　　　。　　　◎　　　r　　　●　　　・　　　・　1十　　1撃2　十・

@　　　　　　　　　　　　｝　　　　　　　　　　　　　　　　「．　．　”　り　鼻　●　’　○　’・汁÷　●1

　　Pl£tosporum　tobira　　　、　　　　　　　トベラ

@　Crepldiastrum　lanceolatum　　　　　　　　ホソバワダン

aegleiter：　　　　　　　　　　　　　　随伴種

　　　　　　　　　　　　　し　　　　　　　　　　　　　　【怐@　　。　　　，　　　◎　　　9　　　・　　　。　　　。　　　魯　　　，　　　．　・　．　　1・2　十，

@　　　　　　　　　　　　：　　　　　　　　　　　　　　　　：・　・　…　　　　。　・　。　・　・　目・十十・　　　　　　　　　　　　　蓼　　　　　　　　　　　　　　8　　　　　　　　　　　　　■　　一　　一　　一　　一　　一　　F　　一　　一

Centaurium　laponic羅m　　　　　　　　　　　シマセンブリ ・　…　　　十十　・　・　・　…　　　十十

Dia織eUa　ensifo｝ia、　　　　　　　　　　　　　　　キキ・ヨウラン ・　・　・　・　・　・　・　…　　　　÷十　・　・

Swer亡ia　tashiroi　　　　　　　　　　　ヘッカllンドウ ●　　　　●　　　　●．　一　●　　　　●　　予・2　　　●　　　　●　　　　9　　　　。　　　　●　　　　●　　　　・　　　牽

Tylophora　tanakae　　　　　　　　　　　　　　ツルモウリンカ ・　…　　　　。　。　。　…　　　　十　…

Cyperus　polystachyus　　　　　　　　　　イガガヤツリ ・　・　・　・　・　…　　　　。　・　…　　　　十

Fu罰dort　u，　Daもum　：　M呈yakozaki宮古崎．　am　19．　Dez．1971，
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ているススキの三度は4～5ときわめて高く，ヒゲスゲ，ナガパカニクサ，ツボクサ，ホウ

戸クイチゴ，テッポウユリ，ハマヒサカキなどが混生する。鵠現種数は11～21種である。立

地はところどころ母岩が露出する急傾斜地であることが多く，ハマビワやヤブニッケイ，ト

ベラなどの風衝低木林と隣接している。ヤギが放牧されている断崖では，ヒゲスゲーススキ

群落が広い面積を占め，ヤギの踏みつけ道が階段状に続き，点在する低木はまったく葉を食

べられてしまって裸になっている。ヒゲスゲーススキ群落は立地条件や隣接群落などから海

岸風衝低木林であるアカテッーハマビワ群集が破壊されて生じた代償植生であると考えられ

る。

　ヤギの放牧が中窺されてもこのヒゲスゲーススキ群落は断崖風衝地という厳しい立地条件

にあるため，アカテッーハマビワ群集に回復するにはかなりの時間がかかるものと考えられ

る。

　ii）　ホシダーススキ群落　丁ん4躍）‘θ万5α‘z〃厩7zα臨一Mガ5cα窺1昭55∫2z8クz3ガ5－Gesellschaft

　　　（Tab．31　B）

　この群落はかつて畑地であった所や道路脇の空地などに見られる一般的な2次ススキ草原

である。ススキ1種が繁茂し，とくにこの群落に結びついた種はなく，きわめて特徴のない

単純な群落といえる。常；在i度が高いものはナガバカニクサ，カラムシ，ホシダ，ソテツなど

であり，木本種はほとんど群落内に出現していない。出現回数は8～16種である。

　ホシダーススキ群落は放棄畑地に発達するチガヤ群落がススキ草原に移行した段階の》比

較的富養な立地に存続している群落で，次第に群落内に木本種も侵入し，ノボタンーススキ

群落を経て，スダジイ林へと遷移していくものと推定される。

　i童i）　ノボタンーススキ群落　Mβ伽5∫07ηαcα7z4∫み‘珊一M∫56侃彦ゐz‘∫5∫2z6π5ガ5－Ges⑱11schaft

　　　（Tab．31　C）

　この群落は，シャリンバイ，ノボタン，ホラシノブ，アカメガシワ，リュウキュウマツ，

ミズスギ，コシダを区分種とするススキ草原である。これらの区分種はいずれもVないしIV

という高い常在度で群落内に出現している。このことはノボタ拓一ススキ群落がきわめて結

びつきの強い種群で性格づけられた，またかなり安定したススキ草原であることを示してい

る。調査地域の各所に拡がるススキ草原の大部分がこのノボタンーススキ群落である。

　ノボタンーススキ群落は1～2mの高さでススキが・一面に繁茂し，ススキの中にホラシノ

ブ，ミズスギ，ノボタン，ホソバワダンなどの草本植物や，シャジンバイ，リュゥキュウマ

ツ，ハマヒサカキなどの木本植物が散生し，植被率90％前後に達する密生した群落を形成し

ている。乾燥しやすい尾根部ではコシダの二度が高い。

　ノボタンーススキ群落は伐跡地に発達するアマクサギージュウキュウイチゴ群落のススキ

下位群落と相観的にも，また種組成的にも嗣じ区分種群で区分されてかなり類似しているこ
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とにアマクサギ，アカメガシワなどが落葉して圏立たなくなりススキの穂が出る秋～冬季に

かけての景観はほとんど変わらない。しかし，切株からの萌芽が盛んな伐跡地のススキ下位

群落に対し，定期的に行なわれる採草や火入れなど人為的条件とつりあって持続してきたノ

ボタンーススキ群落ではもはやかつての切株からの萌芽は見られない。わずかにシャリンバ

イ，ハマヒサカキ，トベラ，ギイマ，クチナシ，ササソカなどが混生しているが三体数は少

なく，ノボタンーススキ群落に占める常緑広葉樹の割合はきわめて低い。スダジイ，タブノ

キ，イヌマキ，コバンモチなどスダジイ林に一三的な，高木層にまで達する種群になるとさ

らに出現頻度が低い。これらの点とりュウキュウバライチゴなどキイチゴ属（R爵π5）の少

ないことなどでノボタンーススキ群落と伐跡地の群落とは容易に現地で判別され得る。

　ノボタンーススキ群落は土壌も比較的厚く母岩が露出していることも少ない安定した立地

にあり，スダジイ林の代償植生である。スダジイ林の成立しえないような風衝地ではヒゲス

ゲーススキ群落に変わっている。ノボタンーススキ群落の中でもやや風が卓越する所に生育

してし）る植分では，風衝という厳しい環境下に森林への圃復は遅く，ススキ草原構成種の豊

富な純化された群落が形成されている。

　ノボタンーススキ群落はこのまま放概されれぽリュウキュウマッ群落を経てスダジイ林に

回復：していくはずである。

11）　マルバハタケムシロー期ウライシバ群落

　　　五〇う8たαZoochooθ7z5ゴ5＿Zoッ∫どα彦62zπガbあα一Gesellschaft（Tab．32）

　宮古崎では，リュウキュウチク群落の火入れのため，隣接するオキナワハイネズ群落が枯

Tab．32　マルバハタケムシ揮一コウライシバ群落

　　　　ゐ。δ8あαZoo6んooθノzsf5－Zoッ5痂彦82zz虜b麗α一Gesellschaft

　　　　　　謡£鰍温，　欝言　　昂漏
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i2　12　重2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　19　19　19

　　　　　　謄諜諮1：灘警　　i㌃野
　　　　　　Deck・・g　d．　V・g・t・・i・n（％〉・植被率　　　　i303540

　　　　　　。，、。。。ah1：　　　出現階数　　　i、、4

　　　Trennarten　d．　Gesellschaft：群落区分種　　　　　　　　　　　…

　　　　・・y…勲・f・1i・　　　・ウライ…　　｝麺3耳蒐i
　　　　Lobelia　loochooensis　　　　　　　マルバハタケムシロ　　　ii・　十十・2i

　　　β四壁蟹騨　　　　　　　　　　1　｝…
　　　　叢欝器謙曲m　淵窃シ　i喫∵
Fundorte：M｛yakozak圭宮古綺
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れて，その跡に生じた砂礫質の琴弾胡地が各所に見られる。このような裸地には，マルバハ

タケムシロやコウライシバによる裸地への先駆植生がみられる。

　裸地の面積は，小さなものは1m2から大きいもので25孤2もあり，主にコウライシバが小

群状に生育しており，また琉球列島の圃有種であるマルバハタケムシ戸が地表をはい，ホソ

バワダン，ハナカモノハシの芽生えが散生する単純な，種組成の高さ！～2cmときわめて草

丈の低い群落を形成している。

12）　キダチハマグルマ群落

　　　W646あα∂〃70プα一Gesellschaft（Tab。33）

　海岸断船卸の岩壁の脚部には岩盤が風化して崩れた砂や礫が堆積した崖錐が見られる。こ

の崖錐には上から絶えず新しい石片や土砂が堆積するため，立地は不安定である。しかし，

落葉などの有機物も含まれて，比較的養分や水分が豊富である。

　こうした崖錐には岩礫地とは異なる群落が形成される。赤崎の海岸のではキク科の大形草

本植物，キダチハマグルマの繁茂する群落が見られた。

　群落はほとんどキダチハマグルマ1種で構成され，90～100％という高い三度で地面を被

っており，わずかにカラムシやアマチャヅルが混生する単純な群落が形成されている。キダ

チハマグルマは崖錐地のほかに，ハマヒルガオ群落の後方に続く砂浜の後背地で窟養な立地

にも帯状に生育しているのが見られる。

Tab。33　キダチハマグルマ群落

　　　　艶4θ屍αう捌01π一Geseilschaft

　　　Nr．　d．　Aufnahme：　　　　　　　　調査番号　　　　　　 i　I　2　3

　　　・・…風…b・f1・・h・（m2）・　　調査醜　　　i121212
　　　H6he　d．　Vegetation（m）：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　植生の高さ　　　　　　　　iO．50．80．8
　　　Deckung＆V・g・・・・…（％〉・　　植被率　　　｝・・1・・9・

　　　A・・…ahl・　　　　　出現種数　　　い38
Trennarten　d．　Gesellschaft：

Wedelia　bif｝ora

　Boehmeria　nivea£　HipPonivea

　Gynostemma　pentaphyllum

Begle三ter：

　Miscanthus　sinensis

　Melothria　liukiuens三s

　Commel圭na　diffusa

　Oxalis　coryrnbosa

　OP至ismenus　compositus

　Achyranthes　b三dentata　var．　hach薙oensis

　Rhynchos圭a　volubilis

Fundorte　u．　Datum：H総zaki赤瞬am　8．　Jan．

群落区：下種・

　キダチハマグルマ

　カラムシ

　アマチヤズル

随伴種

　ススキ

　クロミノオキナワスズメウリ

　シマツユクサ

　ムラサキカタバミ

　エダウチチヂミザサ

　ハチジョウイノコズチ

　タンキリマメ

1971．

5・5　5・55・5

十1・21・2

十　　・　十

十

十　　・

・十・2

・　十

・　十

・　十

・　十
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13）　チガヤ群落

　　　乃砂θプαオαcッZz7z4ブz6αvar．醜勾。ブーGesellschaft（Tab．34）

　集落から離れた谷あいや，海岸の畑地で数年間耕作が放棄されているところではチカヤが

繁茂していることが多い。侮岸に近い山地に開かれた畑の放棄地ではススキと混生した群落

が見られ，谷あいの平地の放熱畑地ではススキはほとんど出現せずチガヤ1種の被度が高い

群落であることが多い。谷あいのチカや群落ではッルマオ，ハイキヒ，ヨモギ，イタトリな

ど好窒素性植物が高い常在度で生育している。チカヤは畑のふちや河の土手などにも繁茂し

ているか，ススキ草原よりも頻繁に焼かれたり，刈り取りが行なわれている立地で持続して

いる群落と考えられる。

　山地と谷聞とに生育するチカや群落の種組成的相違は，縫地の畑地で耕作が放棄される

と，最初は施肥されることによって肥沃であった畑地も次第に貧養化していくため，チガヤ

群落はススキ草原に速やかに移行していく。しかし谷間の畑地では谷をはさむ斜面から流れ

込む水分や養分により，繁繁ないしやや富栄養状態が続き，山地の畑地よりもチカや群落は

持続されるものと考えられる。

　一・般にチガヤ群落は土壌の深い富栄養地にチカヤ1種が優醸する草原を形成する。自然植

生では，河原の氾三原や，海岸の後背地にカーペソト状に群落が形成されるのが見られる。

Phot．25海岸の後背地につくられた畑地跡に繁茂するチガヤ群落。湿生地にはダソチクが生育してい

　　　　る（赤綺）。

　　　　加ψ87窺α6ッ伽4プ言。αvar．7ノ吻07－Gesellschaft　auf　den　brachllegen　Ackern，　dle　lm

　　　Hlntergrund　der　Kusten　hegen　An　feuchten　Ste玉1en　kommt／1プz〃z4040／z観vor

　　　　（Haazakユ）．
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田aわ・34　1〃z／）6π漉zのゼ勿47あαvar．㎜zブ07もGesellschaft

　　　　　　チガヤ群落

Nr．　　d．　AufRahme： 調査番号 1 234 5

Datum　d．　Auf鶏ah飢e： 調査年月日　　　　　　　　　　　「　． ワ1 ’71，7r70’71

8 88　7 1

262626エ6 8

Grδβe　　d．　Probeflache　（塒2）： 調査面積 25 25252525
H6he　　d．　Veg就at圭on　（m）　： 植生の高さ 1・51・51・50．60．5

Deckang　d．　Vegetation　（％）： 植被率 9G80809080

Ar£enzahl： 出現種油 7 エ0101115
再

Trennarten　d．　Gesel圭schaft：』 群落区分種

Imperata　cylindrica　var．　major チガヤ 5・5 3・44・45・5 5・4

Polygon“m　chinense ツルソバ 1・22・2工・2÷ ÷

Arεemisia　pr至nceps ヨモギ 1・2 ●

Gonostegia　h量rta ツルマオ →一÷・2÷・2・ 9

Pa轟圭cum　repens ハイキビ 1．22・21・2・ ．

Begleiter： 縫伴種
M玉scan毛hus　s玉ne登sis ススキ ● 1・2・2・3十

Digitaria　adscendens　　　　　　　　． メヒシバ ● 十÷・2・ 十

Oxa墨is　cor祖三culata カタバミ o ・十　・ 十

Paeder三a　sca陰dens テリハヘクソカズラ o ・　・÷十

Ampelops重s　brevipedunculata　var．　hance宝 テリハノブドゥ ． ・÷十 ・

Hydrocotyle　n｝aritima ノチドメ ● ．・ ¥十 ●

蔦

出現一山の種

Au傘rdem　le　e圭nmahn．Auf轟ah鵬e　Nr，1；Sida圭ns疑larlsハイキンゴジカ十，　Wedelia

chine鵬lsクマノギク司ト，　in　2；UTena　iobataオ、オバボンテンカ十，　Centella　as圭a亡ica

ツボクサ＋，C…晦・dif至・・aシマツユクサ＋，三・3；・R・b・・p・rvifQh・・ナワシ嘱

チゴ十，Sporobolus　fertilisネズミノオ十，　in　4；．］MeIilo加s　suaveoIensシナガ．．ワ．ハギ十

Stephanla｝apo雇caハスノバカズラ十，　Peucedanum　laponicu珈ボタンボウフウ．十，

Lactuca　indicaアキ・ノノゲシ十，　in　5；Clematis　terniflQra　var．　lobusta．セン9ニンソウ

十，王pomoea．　congestaノアサガオ÷・2，　Clrsium．brevicauleシマア．ザ．．ミ十，　Wedelia

bifloraキダチハマグルマ÷・2，　Crepld三astrum王餌ceola£umホソバワダン÷，　Setarla

vlridis　var．　pachys亡achysハマエノコロ．十，　Cycas　revolutaソテツ十，　Jusもicla　pro－

cumbensキッネノヒ．マゴ÷．．吃

Fundorte　in　Aufnahme　Nr，野1，2，3；Nishi－Nakagach三顧イ；｝：1勝…，　in　4．．5：Haazaki赤1晦．
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肇4）ハマクワガタールリハコベ群集

　　　Vero難ico　javanicae－Anagallisetum　arvensis
　　　（Tab．35）

　i）畑地雑草群落

　名瀬市では平地の少ない地形を反映して，山の緩斜面や尾根の森林を開いて作られた小規

模な畑地が多い。トウモロコシ，サツマイモ，ソラマメなどの殻類や疏菜類が作られている。

　これらの畑地は耕作，除草など人為的条件が繰り返し加えられることによって，それにつ

りあった特有な雑草群落が生育している。また高温多雨気候を反映して季節的変化はあまり

顕著ではなく，耕地全般に年中ほぼ同じような雑草がよく繁茂している。管理の粗放な畑で

は，ススキや本来伐採地に繁茂するベニバナボロギグなどが見られ，管理の良い畑ではイヌ

ビユやハナイバナなどの短期一年生雑葉が多い。

　名瀬市の畑地雑草群落は沖縄諸島と同じ，ツクシメナモミ群団のハマクワガタールリハコ

ベ群集にまとめられる。

　i圭）　　　ポ　ンカ　ン果樹園

　　　αかπ∫プ8孟fc認αオα＿Obstgarten（Tab．36）

　日本の果樹園芸が発達したのは明治以後からであり，欧米や中国からさまざまな種類が移

入され，初期の頃は臼本の気候，風土を考慮されずに栽培されることもあった。しかしミカ

ンはその立地の潜在自然植生がスダジイ一目ブ林域にかぎられる。またリンゴはブナクラス

撃謬霧
　　じ

セピ　　　マ　　　じハざバぱ

灘

Phot．26　ポソカソの果樹園（小宿）。

　　　　Obstgarte夏mitα君鍬5プ8痂μZα‘α（Koshuku）．
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域でしか経済的な栽培が成功しないというように，一定の自然植生は一定の限られた代償植

生．しか許容し得ない。したがって今日見られる果樹園はその立地の潜在自然植生に対応した

種類が栽培されている。

　常緑広葉樹林域であるヤブッバキクラスの主な果樹としてはミカン類，ビワ，日本ナシ，

モモ，ウメ，カキなどがある。ヤブッバキクラスでも亜熱帯気候下にある奄美大島ではポン

カンをはじめ小粒なシマミカンなどのミカン類と，スモモが栽培されている。ほかに小規模

ではあるがバナナ，パパイヤなども見られる。とくに近年，島の産業の1つとしてポンカン

Tab。36　ポソカソ果樹園

　　　　C琵7饗∫プ6あα‘Zα‘α一〇bstgarten

　　　Nr．　d．　Auf鷺ahme：

　　　Datum　d．　Aufnahme：

Gr6Be　d．　PrQbef1畿che（m2）：

籔6he　d．　Strauchschicht（m）：

Deckung　d．　Strauchschicht　（％）：

H6he　d．　Krautschicht（m＞：

Deckuロg　d．　Krautschicht〈％）：

Artenzah1：

調査番号
調査年月日

調査面積
低木層の高さ

低木層植被率一

箪三層の高さ

草本層植被率

出現種数

　1
’ll

lll

i1・・

i20
i。．5

……go

Gepflanzte　Arten：栽培種

　　Citrus　reticulata　　　　　　　　　　　　　　　　ポソカソ

1～e鱒一u二．Trennarten　d・C亜enopodietea：シロザクラスの標徴種および区分蓮

s｛2・1

　　Oxa玉is　corymbosa

　　C・m斑elina　c・甲munis

　　Young三a．　jap。nica

　　D三gitaria　adscendens

　　Commeli鷺a　diffusa

　　Lactuca　i漁dica

　　Polygonum　longisetum

Begleiter：随伴種

　　（）xalis　corniculata

　　Polygonum　chinense

　　SporobQlus　fertiまis

　　Viola　phil圭PPica

　　Pe鷺nisetum　alopecuroidβs

　　Cyperus士otundus

　　Miscanthus　si葺e黛sis

　　Artemisia　princeps

　　Gonostegia　hirta

　　ErigerO且SumatrenS三S

ムラサキカタバミ

ツユクサ

オニタビラコ

メヒシハ

シマツユクサ

アキノノゲシ

イヌタデ

カタバミ

　　　ぜツノレソ．ハ

ネズミノ．オ

タイワソスミシ

　　　　やチカラシバ

ハマスゲ．

ススキ

ヨモギ

ツルマオ

オオアレチノギク

K
K
K
K
K
K
K

K
K
K
K
K
K
K
K
K
K

i2．3

い・2

i∵12

i・

i…

ll：1

‡：；

1∵

i＋
i・

｝＋

Fundorte：Koshukuノ」、宿
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の栽培が進められ，名瀬市各地で山地林が伐採され，果樹園として開墾されている。

　果樹園は定期的に施肥，採草，土壌のすきおこしなど，畑と同じような人為的管理が行な

われるために，そこに生育する雑草群落も畑地に見られる群落と共通する種類が多い。しか

し果樹園の像うが畑地よりも管理が糧放的であるため，ススキ，チカラシバ，ネズミノオな

どススキ草原構成種も混生しているが，これらの果樹園の雑草群落も畑地雑草群落と同一の

群落単位にまとめられ，Tab．36のアウフナーメは小宿で得られたものだけで資料に乏しく，

群落標徴種もこのアウフナーメ中には繊現していないが，この地方の畑地雑草群落であるハ

マクワガタ～ルリハコベ群集（M三yawakn969）に属するものと考えられる。

15）　リュウキュウバショウ群落

　　　M3‘∫αZ伽羅z‘87z5お一Bestaad　（Tab．37）

　赤崎の西側斜面や大浜海岸の斜函ではりュウキュウバショウの群落が見られる。このリュ

ウキュウバシ・ウは大正時代頃までその繊維が利用され大島各地で栽培されたが現在はほと

んど放棄され，野生状態を呈している所が多い。

　傾斜25～300という急な勾配からなる風衝地に植栽されており，ここは小頭大から豆粒大

までの編平な岩の砕片が土砂に多数混っており，三三の移動しやすい不安定な立地である。

しかしやや凹状地をなしており，水分の供給には恵まれている。

　群落i葛は4mでリュウキ諏ウバショウのみが上層を占め，林床にはクワズイモ，カラム

シ，ハマウド，ハチジョウイノコヅチなど，比較的好窒素性の草本植物が多く見られる。ま

、慮・〃

羅灘灘 雛雛灘購
P盤ot．27　海矩断崖風衝地に栽培されたりュウキェウバショウ（摺古崎〉。

　　　　1レ毎5α　あz漉fz‘8η5疹3　auf　den　KUstenfelsen　（Surikozaki）．
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Tab．37　　み4z6sα1∫z漉ゴ％6フ¢ε広s－Bestand

　　　　　リュウキュウバショウ群落
Nr．　d．　Aufnah孤e：

Nxposltio臓：・

we19疑ng（．）：

frδβb　　d．　Probeflache　　　（m2）：

g6he　　d．　Strauchschicht（m）　：

ceck血Rg　d．　Strauchschicht　（％）：

g6he　d．　Krau毛schicht　（m）：
ceckung　d．　Krau之sch量cht　　（％）＝

`rtenzahD　．
C

調盗番号
箞ﾊ
X斜
ｲ査面積
癘ﾘ層の高さ
癘ﾘ層植被率
趨{層の高さ

趨{層植被率

o現種数

1234
v・WW
R0・2525
W06410010G

S444
U5656560
O．40．4G．50，8

R0305060

P2ユ52022

Trennart　d．　Gesellschaft： 群落区分種
Musa　lihkiue礁sis リュウキュウバショウ S 4・44・43・34・4

Trennarten　d．　Untereinhelten： 下位単位区分種
Sa斌rurus　chi職ensis

binnamomum　laponicum

hpomoea　congesta

byrtomium麦alca加m
jadsura　japonica

kitSea　jaPOniCa

ハンゲショウ

сuニツケイ

mアサガオ
Iニヤブソテツ
rナンカズラ

nマビワ

KSKKKごKS
摩一一一｝ u｝1・2＋・21・・一一一一一十一一一一r・・11・1・．i

黹R口i・・i1・2＋・2…　　i　　　　　l　i＋1’2；・・；＋＋i　　犀・・11・1・・1

　　Pittos茎）orum　tob三ra

Begleiter：

　　Alocasia　macrorrhiza

　　Piper　kads疑ra

　　トベラ

随伴種

　　クワズイモ

　　フウトウカズラ

Farfugium　japonicum
Boehmerla　nivea　f．礁ipPo職lvea

Ange薮ca　lapon圭ca

Polyggnum　chinense

Oxalis　cory！nbosa

Achyranthes　bideBta亡a　var．　hachijoensis

Gynostemma　penもaphyllum
Pteris　fauriei

MiCrO玉epia　Str圭90Sa

Tr圭chosanthes　miyagii

Ardisia　sieboldii

Peucedan登m　laponicum

Lycoris　a疑rea．

Alp呈nia　intermedia

Lilium　Iong圭麦loru狙

Yo疑ngia　japonica

Rosa　w呈churaiana

ツワブキ

カラムシ

ハマウド．

ツルソバ

ムラサキカタバミ

ハチジョウイノコズチ

アマチャヅル

ハチジョウシダ
イシカグマ
リュ． Eキ・ユウカラスウリ

モクタチバナ

ボタンボウフウ

ショウキラン

アオノ．クマタケラン

テッポウユリ

オニタビラコ

テリハヘクソカズラ

　　　　コ　　　　　　
K　　・r・十1
　　　　L＿＿＿＿聞

K：

S

K
K：

K
K
K
K
K
K
I（

K
K
S

K
．1く：

K
K
K
K
K

＋・2＋・22・21・2

・・ ?・
÷・2季・22撃2　十

十十十1・2
÷・2　＋　＋・21・2

十十十1・2
1・21・2　一十・　÷

十・十十
十十・十
十2・2・十

・十十1・2
・　十　 王・2’1・2

・十十十
働　　　●　　3．3　十レ2

・十・・
・　・十・

・・ ¥・
・・ ¥・
…　　十
…　　　十

…　　十

F翻dort　u．　Datu搬　　｝｛aazakl赤崎am　8．　Jan．1971．
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たりュウキュウバショウ群落の中心部では，ハンゲショウが生育し，木本植物はほとんど見

られない。しかし群落の縁辺部にはモクタチバナ，ハマビワ，ヤブニッケイなどが低木層の

高さまで生育し，森林への回復が見られ，またノアサガオ，フウトウカヅラ，ビナンカヅ

ラ，リュウキュウカラスウジなどのつる植物がからみあってマント群落状態を呈している。

イトバシ翠ウ群落の隣接群落はハマビワ，モクタチバナ，シャリンバイなどからなる風衝低

木群落（アカテッーハマビワ群集）か，あるいはソテツの多いススキ草原であり，このリュ

ウキュウバシ。ウ群落は，隣接群落や立地から，アカテッーハマビワ群集の代償植生である

と考えられる。

　16＞ハイキビーチゴザサ群落（耕作放棄水田雑草群落）

　　　Pα7z∫6瑚τプ《ψ8π5－15α6肋6　gZoう05α一Gesel茎schaft（A賢fgegebene　Reisfeld－

　　　Unkrautgesellschaft）（Tal）．38）

　水田の耕作を放i棄するとそれまですき起こし，除草，薬剤散布，メ諏りというような集約

的管理のもとに生育していた短期一年生雑草からなる水田雑草群落は急速に衰退し，2，3

年のうちには主に多年生草本植物からなる湿地雑草群落に置きかわってしまう。

　平地の少ない名瀬市域では，水田は河川の流域や海岸の後背湿地セこ小規模に作られている

が，最近，人手不足などによって耕作が放棄され，草丈の高い雑草が一面に繁茂している状

態になっている。

　最近2，3年間放棄された水田の雑草群落はハイキビーチゴザサ群落にまとめられた。海

岸の後背地の水田放棄地にはチゴザサやハイキビが圧倒的に優占し，出現種数平均6種とい

う比較的単純な群落が形成されている。やや乾燥しやすい水田にはツルマオ，タイワンカモ

ノハシが生育している。沖積低地の水田放棄地ではハイキビの三度は低く，スズメノコビエ

の被度が高い傾向がみられる。これらの群落にはヒメオトギリ，コウキヤガラ，クグテンツ

キ，ヌメリグサ，イヌホタルイなどが常在的に出現し，平均出現種数も12種と海岸後背地の

群落に比較して多様な群落が形成されている。

　周囲の岡じような立地に生育する群落から推察して，海岸後背地のハイキビーチゴザサ群

落はさらに遷移が進むと一部はダンチク群落に，沖積低地の群落はヨシ群落へと移行してい

くものと推定される。

　多年生植物を主とするハイキビーチゴザサ群落は関東地方で報告されているアシボソーチ

ゴザサ群落とほとんど同位立地条件下にあるものと考えられる。ヨシクラスに所属する群集

単位の群落と考えられるが現段階では資料が少ないため，一応中立の群落として組成表をそ

えて報告するにとどめたい。
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17）アゼムシロ群落とデンジソウ群落（水田雑草群落）

　　　乙。み8面αcん加θπ5∫5－Geselischaft　u．　Mαブ5鉱6αgz‘α4ア〃bあα一Gesellschaft　　　　・

　　　（Re呈sfeldu捻krant－Gesellschaften）（Tab．39）

　奄美大島は一般に大きな河川の発達は見られず，また山地が多く，イネの栽培に適した沖

積地が少ない。したがって水田の耕作適地となる面積は狭く，また近年の人口の過疎化現象

に伴って耕作が放棄されているところも少なくない。

　水田は毎年春になると耕起され，水がはられ，除草や施肥が繰り返し行なわれるといった

田ab．39　　五〇∂θ磁61z加6ηs詮Gもsellschaft（A）u．五4α器舵α〈1z4α4頭）伽

　　　　　Gese正lschaft（B）（Reisfeldunkrautgesellschaft）

　　　　　アゼムシロ群落（A）とデンジソウ群落（B）
　　　　　（水田雑草群落）

Nr．　d．　Aufnahme：　　　　　　　　調査番一号
　A
P2

　　B
R456

Gr6βe　　d、工）robef匙ache（m2）：　　　　　　調査面積 5G　IGO　1 12　1
蕪6he　　d．　Vege捻tion　（cm）．：　　　　　植生の高さ 808G10101010
Deckung　d．　Vege毛ation　（％）：　　　　植被率 9G　8G　70603080

Artenzahl：　　　　　　　　　　　　　　　　　出現種数 8工05 799
Tren捻arもen　d．　Gesellschafピ　　　　　　群落区分種

LObelia　ChinenSiS　　　　　　　　　男　　　　アゼムシロ 3・33・4 ．　　　　　　o　　　　　　o　　　　　　．

Echinochloa　crus－galli　var，　caudata　　　　イヌビエ 1・22・2 り　　　　　．　　　　　o　　　　　o

Redyotis　diffusa　　　　　　　　　　　　　　フタバムグラ 十十 0　　　　　9　　　　　●　　　　　・

Fimbristylis　l蹴oralis　　　　　　　　　　ヒデllコ 手・2・ 曾　　　　　o　　　　　●　　　　　●

L｛ndernia　anagal13　　　　　　　　　　　　アゼトウガラシ ・÷・2 ●　　　　　・　　　　　9　　　　　●

Potamogeton　dlstinctus　　　　　　　　　　　ヒルムシロ 9　　　　　　・ 4・32・2十4・崖

Marsilea　quadrifolia　　　　　　　　　　　デンジソウ ，　　　　　， ＋・21・21・2÷・2

Lemna　paucicostata　　　　　　　　　　　コウキ・クサ o　　　　　● 十十÷・2十

U鋤icularia　vulgaris　var．　japonica　　　　　タヌキモ 9　　　　　　● 十　・1・2÷・2

Monochoria　vaginalis　var．　plantaginea　　　コナギ ●　　　　　　． ・十十　・

Blyxa　echinosperma　　　　　　　　　　　スブタ ・　　　　　■ ・÷　・十

8egleiter：　　　　　　　　　　　　　随伴種
艇

Isachne　g玉obosa　　　　　　　　　　　チゴザサ ．1・21・2÷÷＋・2十

Ecllpta　prostrata　　　　　　　　　　　　タカサブロウ ．1・2十 ・十　・十

Comme王ina　dlffusa　　　　　　　　　　　　シマツユクサ 十十 ・　・十　・

Po｝ygonum　sp．　　　　　　　　　　　　　タデの一種 ÷・2÷・2・ ・　　　　　　，　　　　　　・

董）o｝ygonum　praetermissum　　　　　　　　　ホソバノウナギツカミ o　　　　　　● 内・　・十十

Pa飛icum　repens　　　　　　　　　　ハイキビ　　　　　　　　　　　　　　　　　　， ・十 ●　　　　　●　　　　　o　　　　　，

茎）aspalum　dl｝atatum　　　　　　　　　　　　シマスズメノヒエ ・÷ ・　　　　　　o　　　　　　・　　　　　　●

Sacciolepis　indica　　　　　　　　　　　　　　　　　ハイヌメリ ・十 6　　　　　●　　　　　●　　　　　●

Ischaemum　ari川口um　　　　　　　　　　　　タイワンカモノハシ O　　　　　o ・　・÷　・

Alternanthera　sessi茎三s　　　　　　　　　　　　ツルノゲイトウ ・　　　　　o …　　　十

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へFundorte　u．　Daωm　in　Aufn．　Nr．1，2；1（oshuku小宿am　21．　Dez。1971，in　3－6；Neseb級

根1磯部am　21．　Dez，1971，
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人間の集約的な特殊の影響下にある。したがって水田には好窒素性の水生または湿生の一年

生植物が水田特有な群落を形成している。

　名瀬市で得られたアウフナーメはイネの刈取りのすでに終わった12月のもので，水がおと

された乾田では水田の畦にも生育しているアゼムシ戸が高い被度で生育しており，イヌビ

エ，オオイヌタデなどを混生する，やや乾生な雑草群落が形成されている。また水深10cm

くらい水の入った湿鑓では，ヒルムシ官，デンジソウ，タヌキモなどの繁茂する水生雑草群

落が見られる。

　これら名瀬市の水田雑草群落は沖縄諸島に広ぐ見られるマルミスブターコナギ群集（宮脇

1960）の断片的三分と考えられる。

18）ネズミノオ群落とチカラシバ群落（踏跡群落）

　　　3メ》oro60伽∫」勉π読5－Gesellschaft　u．　P8π短56臨解αZoメ》θo蹴。諺θ5－Gesellscha圭t

　　　（Trittgesdlschaften）（Tab．40）

　舗装されていない路上や空地には絶えず人や車などに踏まれるという厳しい人為的条件に

耐えて生育できる植物種群からなる特有な群落が発達する。この群落は踏跡群落（Tr凱ge－

sellschaft）といわれるもので地形や地質の差によってではなく人聞の干渉の強弱によって種

組成が変化する。踏跡群落で代表的な種であるオオバコは低地から高山まで人や動物によっ

て踏まれるという条件下に広く分布することが知られている（宮脇1964）。

　本調査ではネズミノナの繁茂するネズミノオ群落と，チカラシバ群落の2群落が区分され

た。ネズミノオ群落はネズミノオ，ムラサキカタバミ，ハマエノコロで区分され，人家の脇

の空地で得られたもので，人によく蹄まれるところでは草丈は30cm以下と低く，ギョウギ

シバが優占し，出現素数も8種と少ない。踏圧条件がやや弱いところでは草丈も60cmと高

くなり，ヨモギ，クグガヤッリ，クマツヅラなどより立地条件に恵まれた所に生育する路傍

雑草が混生し，乱数も18種と増加している。チカラシバ群落はネズミノオ群落よりもあまり

人や車の通らない狭い林道のような場所に見られ，・チカラシバ，ヒメクグ，メヒシバ，ツボ

クサで区分された群落である。この群落にはオユタビラコ，カタバミなど畑地，路傍雑草が

被度は低いが多数オオバコの閾に混生しており，オオバボンテンカのような低木の芽生えも

見られる。

　璽熱帯地域の路上雑草群落については，ネズミノオ，コバノニシキソウ（ハイニシキソ

ウ），ハイキビなどを標点種とするコバノニシキソウーネズミノオ群集が沖縄で報告されて

いる（宮脇1964）が，ネズミノオ群落もチカラシバ群落もこの群集に属するものと思われ

る。しかし，面面の調査資料は断片的で，調査区数も少ないので一応優占種群でまとめられ

た。
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7ab匿40　翻》oア。みol勉sノ珍7オゴ1空一Gesellschaft（A）und　P6ηηお6魏窺816ψ60z6め鵡（鴛

　　　　　　　Gesellscha實（B）

　　　　　　　ネズミノオ群落とチカラシバ群落

A B
Nr．　d．　Aufnahme：　　　　　　　　調査番号 1 2．34
Da捻m　d．　Auf灘ahme：　　　　　　　　　　調査年月日 ’71．71 ’7r71

11 55
8103131

Gr6βe　d．　Probefl琶曲e（㎡）：　　　　調査面積 115 1　2

H翻e　　d．Vegetation　（c㊧：　　　　植生の高さ 3060 1015

Deckung　d．　Vegetation　（％）：　　　　植被率 8070 4060

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　♂
`rte籠zahl：　　　　　　　　　　　　　　　　出i現種数 8181521

Trennart　d．　Gesellschaft：　　　　　　　　　　群落区分種

Sporobolus　fertil三s　　　　　　　　　　　　ネズミノオ 唾・45・4 電　　　　　撃

Oxal｛s　corymbosa　　　　　　　　　　　　ムラサキ・カタバミ 十÷ ●　　　　　・

Se£aria　v重ridis　var．　pachystachys　　　　ハマエノコロ ＋・2÷ ●　　　　　●

Pennisetum　alopec撮oides　　　　　　　　　チカラシバ ●　　　　　， ＋・21・2

Cyperus　brevifol沁s　　　　　　　　　　　　アイダクグ ●　　　　　． 2・2十

1）igitar圭a　adsce註dens　　　　　　　　　　　　　メヒシバ ●　　　　　・ ＋・2十

Centella　asiatica　　　　　　　　　　　　ツボクサ o　　　　　● 十十
Tren轟arten　d、　hδher¢n：Ei油e三te膣：　　　．．｝二級単位標徴種

Plantago　asiatica　　　　　　　　　　　　　　　オオバコ 2・2玉・2 3・43・4

．　　Cynodon　dac£ylon　　　　　　　　　　　　　　ギョウギシバ 2・2・ ・1・2

摩　：Poa　annua　　　　　　　　　　　　　　　　　スズメノカタビラ 顧　　　　　． 2・21・2

Eleusine　indica　　　　　　　　　　　　　　　オヒシバ ・十 ●　　　　　●

Beg里eiter：　　　　　　　　　　　　　随伴種：

Cyperus　compress疑s　　　　　　　　　　　クグガヤツリ． ・十 十十
Lysimachia　japonica　　　　　　　　　　　コナスビ 響 十十2・2

Artemisia　princeps　　　　　　　　　　　　ヨモギ ・÷・2十＋・2

，　：Erigeron　sUmatrensis　　　　　　　　　　　オオアレチノギク 十・ ・十

Youngia　japon圭ca　　　　　　　　　　　　　　オニタビラコ ■ 十十・
　　　Oxalis　cornic撮ata　　　　　　　　　　　カタバミ　　　　　　　　・十十・

　　　Urena　lobata　　　　　　　　　　　　　　オオバボンテンカ　　　　・・十十
出現一回の種

Auβerde㎜je　ein胤a｝in　Aufn．　Nr．1；Imperata　cyh鷺drica　var．　malorチガヤ1・2，　　．

Kalimeris　yomena．ヨメナ十，涌2；丑uphorbia　hirtaシマニシキソウ1・2，　Phy亙a
譲od三floraイワダ．レソウ十，　V三〇1a　philippicaタイワンスミレ十，　Ranu轟culus’ 痰浮?１－

paertensisキツネノボタン十，　Medlcago　hpu董ina　コメツブウマゴヤシ十，　Verbena

of蚕ic沁ahsクマツヅラ十，　Miscanthus　siaensisススキ．十，　Cardami聡・flexuosaタネ

ツケバナ十，i証3；Hydrocotyle　maritimaノチドメ÷，　M圭cros総g沁m　vim三neu漁ヒ

メアシボソ十，Mosla♂iantheraミゾコウジュ十，　in・4；Oplisme礁us　m醸1atifo｝ius

var．　japonicusコチヂミザサ＋，　Bidens　pllosa　var．　minorシロバナセンダングサ十，

グサ十．，Erigeron　canaδensisヒメムカシヨモギ十，　Arthraxon　hispiδusコブナグサ1・2，

Paspalum　orblcu豆areスズメノコビエ十，　Lact“ca　indicaアキノノゲシ十，　N卵hrolepis

auriculataタマシダ十，　Kum孤erowia　striataヤノ＼ズソウ十，　G塾aphalium　luteo－

album　subsp．　affineハハコグサ十．

Fu撮orte　d。　Aufn．　Nr．1，2：Haazaki赤崎，　Nr．．3，4：Todorokino－Taki轟の滝．
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2．　現存植生図

　現存植生図作製作業は前2回の植生調査資料からまとめられた凡例をもとに3園目以降の

現地の植生調査と平行して行なわれた。作業は，種組成の違いを基礎とした群落単位にもと

づいて，その広がりと範囲を確認して，地図上に表わすために，群落の相観及び地形と群落

の配分との関係についても考慮しながら調査ルートに沿ってできるかぎり詳しく地図上に記

入されていった。

　地形が急峻であったり，時間的な関係から現地調査で十分確認できなかった一部群落の範

囲については，現地で調査確認された各地点の群落像を基本にして空中写真も参考としなが

ら作図校正された。

　現地では，縮尺1万分の1の地形図に，群落の配分が溌入され，室内で空中写真による各

群落の広がりが確認，修正されながら，縮尺2万5千分の1の地形図上に集成された。さら

に西表島から関東地方に分布するスダジイ林の中でも，きわめて自然度の高いスダジイの自

然林が生育する金作原国有林周辺は特に縮尺1万分目1の現存植生図が町回こ作製された。

　作製された植生図からは各群落について，以下のこ．とを読みとることができる。

　A　名瀬市全域現存植生図（縮尺1：25，000）

　1）自然植生

　　i）　ケハダルリミノキースダジイ群集

　この群集は奄美大島の山地をかつては広域におおっていたと考えられる入ダジイの自然林

である。現存しているものとしては大川の水源酒営林ともなっている金作原国有林に最：も発

達した同群集の森林が広がっている。スダジイ，オキナワウラジPガシ，イスノキ，タブノ

キなどり常縮木によ・て轍されるケ・・ダ・レリ・ノキースダジ構集は・四域醸くて

は表わされていない谷部湿生地のアマミテンナンショウースダジイ群集の森林とともに調査

植生図上に填における代表的でもっとも貴重な自然植生の一つである。草本層から蕎木層ま

でほとんどすべて常緑性の種類で構成され，奄美大島以南に分布する亜熱帯性植物が豊富

で，森林性固有種も数多い。

　金作原周辺以外ではケハダルリミノキースダジイ群集は知名瀬川，芦花部川などの河川の

上流に狭い面積で残存するのみである。

　　i圭）　アカテツーハマビワ群集

　スダジイやリュキュウマッなどの高木林の成立が不可能な海岸断崖風古地に常緑硬葉低木

林のアカテツーハマビワ群集が帯状に広く分布している。スダジイ林に接する上部の風野地

ではシャリンバイ，シバニッケイ，ギイマ，・ハマヒサカキなどの密生する低木林となってい

るが，海面に近い斜面下部では母岩が露出していることが多く，ヤブニッケイ，ハマビワ，
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モクタチバナなどの被度が蕎い群落となって立地の違いに応じて種組成上多少異なっている

のが見られる。

　アカテツーハマビワ群集の生育する海岸断崖は30～50。の急傾斜をなすため，植生への人

為的破壊は少なく，きわめてよく発達した群落が名瀬市の海岸を縁どっている。

　ii至）　ソテツ群落

　アカテッーハマビワ群集セこ接して海に突出した岩地にソテツの優占する群落が見られる。

ソテツはかつて食用，燃料用など色々に利用されたので栽培されたことも多かった。もとも

と，琉球から入ってきたものであるが，現在は海岸の各地で自生し，栽培地も管理が粗放で

あるため，自生の群落と栽培地の群落とでは明きらかな種組成的区分が今回は認められなか

ったために同一の凡例で表わされている。

　iv）　ヒオウギ～ハチジョウススキ群落，オキナワマッバボタンーコウライシバ群落，他

　　　（海岸断崖草本植生）

　海水の飛沫をあびることの多い風衝断崖地は低木林ももはや生育し得ず，わずかな立地の

違いに応じてそれぞれ種組成的にも明らかに異なった海岸特有の草本群落がモザイク状に発

達している。アカテッーハマビワ群集やツテッ群落の前面に位概する風寸地にはヒオウギ，

ヒゲスゲ，オオシマノジギク，ハチジョウススキなどの生育するヒオウギーハチジョウスス

キ群落が見られる。また，海水の飛沫をあびることの多い岩盤上は，わずかな窪みに微砂が

たまっているだけできわめて乾燥しやすい立地にあるが，そこにはオキナワマツバボタン，

タイトゴメなどの混生するコウライシバの草丈の低い群落が発達し（オキナワマッボタンー

コウライシバ群落），同じ岩盤上でも一時的にしろ雨水のたまるような窪地にはタマシダが

繁茂している（タマシダーサダソウ群落）。岩地の間のガレ地にはシマチカラシバの優占する

群落が発達している（シマチカラシバ群集）。

　　v）　アダン群集，ハマゴウ群落，ハマヒルガオ群落（海浜植生）

　本地域では海岸砂丘は発達していないため，きわめて小面積に過ぎないが，波打ち際から

ハマヒルガオ群落，ハマゴウ群落，クサトベラ群落，アダン群集と植生の配列が見られる。

クサトベラやアダンの群落は亜熱帯地域に特有な海浜の低木群落で帯状によく発達している

ことが多い。

　vi）　ソナレシバ群落，他（塊沼植生）

　名瀬港など本来塩沼植生が発達するはずの内湾河口は港として整備され，現在では知名瀬

川，大川などの河口に小規模なソナレシバやシオクグなどの撫沼植生が見られるのみである。

　以上考察された自然植生は，地域的には金作原国有林付近と海岸線に沿って帯状にまとま

っている。つまり，市町村や民間の管理下からはずれた国有林と，急峻な地形をなす海岸線
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にのみ自然植生が残されており，利用し得る大部分の地域が今日では人為的影響の加えられ

た代償植生でおきかわえられている。

　2）代償植生

　　D　ギョクシンカースダジイ群落

　調査地域の山地を広域におおっているスダジイ林の大部分がこの群落である。ハゼノキ，

エゴノキ，ゴンズイなどの落葉樹を混生した樹高5～10mの森林群落で海岸から山頂までひ

ろく分布している。半自然的な海岸付近の谷部に生育する林分を除いて，ほとんどが根元か

ら枝分かれした萌芽林の様相を呈している。風の強い海岸に近い山地羅根部では風衝低木状

の群落を形成してハマビワやトベラの優占するアカテッーハマビワ群集に隣接している。伐

採してからの年数の若い群落では林床にコシダやススキが密生するなど，地形や人為的条件

の違いにより種組成が多少異なるが，時間的制約などにより同一の凡例で植生図上には表わ

されている。

　　ii）　リュウキュウマツ群落

　調査地域の山地をおおう森林の3分の1は二次林もしくは植林されたりュウキュウマッ群

落で占められている。リュウキュウマッ群落は集落が集まる東海岸に多く，人口の少ない大

川流域の山地では一般に植林は小規模である。とくに名瀬市街地をとりまく山地は，ほとん

ど広域にリュウキュウマッ群藩でおおわれ，その大部分は植林によるものである。人為的干

渉の頻度や経過年数によってスダジイ林へ回復する過程の様々な段階が見られる。また，宮

古崎，根瀬部にかけてリュウキュウチク群落に隣接して生育するリュウキュウマッ群落は林

床にリュウキュウチクが密生している。

　i圭i）・スギ・ヒノキ植林

　標高300m以上の山地の谷あいに線状にスギやヒノキが植林されている。いずれも小規模

で管理も粗放で生長はあまりよくない。

　iv）　ホテイチク群落

　生垣などの用材としてホテイチクは各地で植栽されているが，とくに朝戸付近にまとまっ

て見られる。山地の崩れやすい斜面にも植栽され，なかには野生化しているところも見られ

る。

　　v）　アマクサギーリュウキュウバライチゴ群落（伐跡群落）

　林道の拡張にともない今まであまり手をつけられなかった市境の山地まで伐採が行なわれ

てきている。ことに金作原国有林周辺のスダジイ林が広い面積で伐採されている（Phot．28）。

伐採した跡地はススキや有刺性の陽生低木が繁茂する伐跡群落となっている。

　vD　リュウキュウチク群落

　名瀬市の西端に細長くのびた宮古崎はきわめて強い風に年間を通じてさらされており，綾
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生化したりュウキュウチクがススキ草原のように一面に繁茂している。リュウキュウチクは

名瀬市では根瀬部と宮古崎の間の砂岩層を母岩とする地域に分布が集中している。

　v至i）　ボタンーススキ群落・他（ススキ草原）

　伐採・火入れ，刈り取りなどが定期的に繰り返されると森林はススキ草原に退行し，その

まま数年持続する。また，畑地の耕作放棄されたところではチガヤ群落を経てススキ草原に

移行している。スダジイ林の代償植生としてのススキ草原は一般にノボタンーススキ群落と

してまとめられ，山間の各地に分布している。赤崎の東側斜面のススキ草原は山火事跡に発

達したものでリュウキュウマッの芽生えも多い。また赤崎の先端にあたる海岸風衝地ではヤ

ギが放牧されており，かつては風衝低木林であったものが退行し，ヒゲスゲーススキ群落な

どの海岸性のススキ草原に置き換わっている。

　viii）外来牧華地

　名瀬市北東部にあたる山地に牧場があり，ネズミムギ，ホソムギなど外来牧草が育成され

ている。弱い植生域である谷部も一様に造成された結果，各所で土壌侵：蝕をおこしており，

必ずしも安定した牧場とはなっていない。

　ix）チガヤ群落，他（耕作放棄畑地雑草群落）

　畑地の耕作が放棄されるとそれまで集約的管理の下に存続していた短期一年生植物による

雑草群落は急速に衰退し，多年生の好窒素性植物群落に移行する。3年以上放棄された畑地

ではチガヤの優目する群落が発達する。

　　x）果樹園

　なだらかな山地斜弼や平坦地にポンカンを主とする果樹が栽培されている。ポンカン果樹

園は知名瀬や小里部落に集中しているが最近は浦上川上流の市境に近い山地のスダジイ林が

切り開かれ新しい果樹園が作られている。このほか小規模であるがプラムがポンカンよりも

やや陰地に栽培されている。

　xi）　クワ火田

　奄美大島は紬の産地であるが，古くからのクワ畑はなく，最近芦花都の山地の森林が伐採

されクワが栽培されているが，面積的にもせまい。

　xli）　リュウキュウバショウ群落

　アカテッーハマビワ群集の発達する海岸風衝地で，やや凹状地になった水分の十分に供給

される立地にリュウキュウバシ。ウが小規模に植栽されている。かつてその果実や繊維を利

用するために植栽されたが，現在はほとんど放骸iされており，リュウキュウバショウの下に

トラベラやハマビワなどの低木が混生してきている。

　xi三i）ハマクワガタールリハコベ群集（畑地雑草群落）

　川沿いの段丘面にあたる平坦地や集落周辺の山地緩斜面が畑地として利用されている。畑
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地は耕起と施肥，除草など管理力1定期的に行なわれるため，そこに生える雑草群落も好窒素

性で短期一年生型の種群による騨晦鮪な群落（・・マクワ避一・レリ…べ群集）が見られ

る。

　xiv）　チゴザサーハイキビ群落・他（耕作放棄水照雑草群落）

　大川の下流や有屋川，知名瀬川など河川沿いに広がる水田の多くが耕作を放棄されてい

る。人間の定期的な管理をはなれた水田では今までの一年生雑：草群落から多年生雑草群落に

次第におきかわってゆく。2，3年放棄された水田では主に多年生の湿生植物からなるチゴ

ザサーハイキビ群落が繁茂しているが，さらに長年放棄されているところではヨシの優占す

る群落に移行している。

　xv）マルミスブターコナギ群集（水濁雑草群落）

　ほとんどが山地である名瀬市では水田に適する土地は最大限に利用されてきた。耕起，除

草，施肥，水位の調節など畑地よりもさらに頻繁な人間干渉下にある水瞬では特有な雑草群

落が生育している。これらの群落は植物社会的にはマルミスブターコナギ群集に含まれる。

　3）無植生地（集落，造成地など）

　鹿児島県で4番田に人口の多い市である名瀬市は，その大部分が名瀬港に面した平地に集

中し，周囲は緑の山地でとりかこまれているがその市街地はほとんど緑のない住宅密集地と

なっている。これに対し，知名瀬川，下屋川，大川など水利のよい，また耕地の得やすい河

口付近に点在する古くからの農家は郷土種を主とした防風林で家の周りをとり囲み，きわめ

て緑豊かな葉落が形成されている。

　河口付近の沖積低地に開かれた水田は，最：近の減反政策など農業政策転換も反映して土地

改良や，宅地造成などの規模の大きい工事が行なわれ，そのあとに裸地が生じている。

　8　金作原国有林周辺現存植生図（縮尺豆：10，000）

　もっとも自然度の高い植生が残されている地域として金作原国有林とその周辺地域の現存

植生図がさらに1：10，000の縮尺で描かれた。森林から耕地までの植生が15の凡例で表わさ

れている。山と谷が縦横に入りくんだヒダの多い地形をなす同地域内には今まで山道もあま

りなく，現地調査は困難をきわめた。調査に際しては4班に分かれ，出来る限り1本1本の

尾根・谷筋を精密な調査をする努力が重ねられた。全域の踏査によって現地で把握された植

生の配分を基礎に，地形が急峻で一部のどうしても近づけなかった地域は航空写真像から判

定，補正して作図されている。

　以下金作原国有林周辺の現存植生図についての簡単な考察がすすめられている。

　1＞自然植生

　　i）　ケハダルリミノキースダジイ群集
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　奄美大島の森林を代表するもっとも貴重な原生林に近い種組成をもつ，スダジイを主とす

る自然林である。名瀬市全域ではきわめて限られており，金作原国有林全域とその周辺に分

布が集中し，最も完全な形で残されている。高さ20m内外の高木林で，一本一本が単生し，

群落階層が幾屠にも分化し，群落の種綴成も富寓で，琉球列島・奄美固有種を多く含んでい

る。

　ケハダルリミノキースダジイ群集の森林のうち尾根部とそれに続く斜面に生育する，もっ

とも広い面積をしめているのがイヌガシ亜群集の林分で，コバノカナワラビ亜群集は谷筋に

あたる閲状湿生地に発達している。コバノカナワラビ亜群集の生育地は幅20m前後と狭く，

虚血に沿って線状に分布している。

　　iD　アマミテンナンショウースダジイ群集

　この群集は大川上流や知名瀬川上流に，ケハダルリミノキースダジイ群集に接して局部的

に存在しているにすぎない。標高300m以上の山地で，川の侵蝕作用によって深く刻みこま

れた谷の両岸に生育する林分で，母岩が露出していることが多い。

　2）代償植生

　　i）ギョクシンカースダジイ群落

　2次林としてのスダジイ林がこれにあたる。名瀬市の大部分の地域は低地や集落に近い山

地の一部を除いて広くスダジイ林でおおわれている。しかし今回の調査結：果から全域の10分

の9近くが伐採や火入れなど人間の干渉下に成立した種組成的にも2次林で根元から4，5

本分枝した萌芽林となっている。高さ12m以下の森林で，相観的には樹冠が常緑広葉樹でほ

とんど占められ，スダジイの自然林と相似しているが種組成的には同地域は海岸から離れた

地域であるにもかかわらずトベラ，ハマヒサカキ，ツワブキなど海岸性の種群が多くはいり

こみ，琉球列島固有種の幽幽も低く，地域性の薄い群落となっている。樹高の高い森林ほ

ど，ヒメアリドウシ，マルバルリミノキなどの地域固有種の出現頻度が高くなっており，自

然林への鳳復が見られる。この地域ではコシダが繁茂するような萌芽初期の林分は少なく一

般に2次林のなかでは樹高の高い森林がひろがっている。

　　1i）植林（リュウキュウマッ植林，スギ・ヒノキ植林）

　名瀬市でもっとも高い山地帯を含む同地域では，植林は集落に近い山地斜面に，しかもき

わめて小規模にしか行なわれていなかったが，最近の林道拡張にともない，森林伐採，運搬

が容易になったため，急速に広範囲にわたってスダジイ林が伐採され，リュウキュウマッの

植林が大規模に行なわれるようになった。比較的なだらかな山地がひろがる松長山周辺に自

然林皆伐とその跡地への植林がもっとも進行している。まだ植林されてまもないため，スス

キが繁茂し，相観的，種組成的にもススキ草原とほとんど変わらない。リュウキュウマツは

植林されたもののほか，ススキ草原から遷移してきた2次林としてのりュウキュウマッ林も
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見られる。茸た300m以上の高地の三筋にはスギやヒノキが小規模で植林されている。樹高

10m以上となっているが，屋久島以北までしか自生しないスギやヒノキの生育は必ずしも良

好ではない。低地では植林されていないのは大正時代からの植林失作の結果スギ，ヒノキは

本来ブナ帯のものであり気温の高いところでは生育が不良であることがようやくわかってき

たためと考えられる。

　ili）竹林（ホテイチク群落，ホウライチク群落）

　朝芦部落から轟の滝閥の山地斜繭など各地にホテイチクが植栽されている。一般にその植

栽面積は狭いが，朝戸付近の山地斜面ではササ原のようにホテイチクが繁茂しているところ

もある。さらに大川に沿ってホウライチクが密生した群落を形成している。ホテイチクもホ

ウライチクも，また植生図には面積が小さすぎて図示されていないマダケなど，竹類は奄美

に自生していたものではなく，一部野生化している所もあるが，いずれも移入植栽されたも

のである。

　iv）アマクサギーリュウキュウイチゴ群落（三跡群落）

　森林が伐採されると，そこにはカラスザンシ。ウ，リュウキュウバライチゴなどトゲのあ

る植物やアカメガシワ，アマクサギなどのような種子の休眠期間の長い陽生樹種からなる伐

跡地特有の群落が繁茂する。金作原国有林周辺の主に市有または私有のスダジイ自然林は最

近の林道拡張にともない大規模な伐採が進められ，現在は伐跡群落で広くおおわれている。

　　v）　ノボタンーススキ群落（ススキ草原）

　松長山周辺をはじめ，繰り返し刈り取りや火入れが行なわれた山地や，道路建設の際に生

じた裸地，何年も耕作が放棄された畑地にススキ草原が生育している。これらのススキ草原

はいずれも代償植生で森林へ遷移していく途上のものである。組成表の比較操作の結果，ノ

ボタンーススキ群落にまとめられた。

　iv）チガヤ群落，ハマクワガタールリハコベ群集，果樹園，チゴザサーハイキビ群落，

　　　アゼムシ冒群落とデンジソウ群落（耕地・耕作放棄地）

　名瀬市最高峰〔松長山（450m））を含む山地の連らなるこの地域は耕地として利用されて、・

る面積はきわめて狭い。大川沿いの河岸段丘面と比較的なだらかな山裾など利用しやすいと

ころはほとんど耕地として利用されてきた。川沿いの水の供給が得やすい低地には水田がつ

くられ，山裾は畑として利用されている。水田や畑には耕地特有の雑草群落が発達してお

り，水をおとしてやや乾いた水田にはアゼムシ戸群落が，水のはった水田ではデンジソウ群

落が生育している。畑地の雑草群落はハマクワガタールリハヲベ群集で代表される。

　耕作が放棄されると，これらの雑草群落は急速に衰退し，多年生の雑草群落におきかわ

る。畑地はチガヤ群落でおおわれ，水田はハイキビーチゴザサ群落が発達する。さらに年数

が経過した水田放棄地ではヨシ群落が生育している。
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　最近の農村の過疎化にともない人口のもともと少ない同地域では集落から離れたところの

水田，畑は，ともにほとんど耕作放棄されている。

　しかし，一：方，離島の産業振興計画の一環として，特産物であるポンカンの栽培が進めら

れ，スダジイ林を伐採して新しい果樹園が知名瀬川上流の山地に開かれている。「

　vii）集　落

　この地域に含まれる集落は大川沿い，轟ダムの下の朝戸部落のみである。農耕を主とした

純農村で道路沿いに点在し，戸数は少ない。

　名瀬市をはじめ奄美大島は植物にとって生育が狂盛な亜熱帯気候下にあり，平地から葛地

まで一年中青々とした緑でおおわれ，きわめて自然度の高い地域のように思われる。しか

し，現在では自然植生はきわめて限られており，集落から遠く離れた山地でも粥らかの形で

昔から人の手によって自然林が破壊されてぎた代償植生であることが多い。山地をおおう森

林はリュウキュウマッなどの植林を除いてはスダジイを主とする常緑広葉樹林であり，冬に

裸木となる落葉広葉樹を主とする林分はまったくといってよいほど見かけられない。樹高が

高いか低いかの差はあるが高木層から林床の草本層までほとんど常緑種からなるこれらのス

ダジイ林はB中でも三内はうす暗くうつそうとした感じを与え，一見，どれも質的に岡じ森

林のように見える。しかし，自然林と代償植生の2次林とでは種組成的にはっきり異なる森

林が形成されて卦る。

　スダジイを主とする自然林は名瀬市全域の現存植生図から理解されるように現在きわめて

その分布が限られており，名瀬市南西部の二三に近い山地帯に集中している。この地域は名

瀬市でもっとも高い山，松長山（標高450m）を含む地帯であり，近年まで車道もほとんどな

く，わずかに人の通れる山路が数本あるのみであった。またハブの被害もあって，あまり人

手がはいらなかった地域である。その中でもっとも広く自然林が残されているのは金作原国

有林である。金作原国有林ぽ標高300m以上の高地にあり，2本の深く刻みこまれた漢谷と

3本の尾根を含んでいる。国有林として，また大川の重要な水源涌養林として保護され，樹

高2・m内外の鍵した麟瀬耕全域を繍・ている・スダジイを主とする麟で谷から

尾根までうつそうと続き，特に目立つ三木は少ないが，高木層から草本層まできわめて個体

数が多く琉球列島固有種をはじめ群落構成も種も豊富で，しかも群落の階層分化の明瞭な整

ぜんとした三三を呈している。またこの森林内には生きている化石といわれ，国の天然記念

物となっているアマミノクロウサギも棲息し，植物相とともに動物相にも富んでいる。

　この森林こそが奄美大島を代表する典型的な自然林であり，金国的にみても今日ではこれ

ほど相観的にも種組成的にもまた，面積的にも立派なスダジイ林は回れである。奄美の郷土

の森としても，学術的価値からも必ず残され，保護されるべき植生であると考えられる。現
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Phoも．28大規模で画一的な伐採が行なわれている金作原周辺のスダジイ林（住用村〉。

　　　　　　　Cα吻zoρ5ε∫5渤。翅ゼーWalder　in　der　Umgebung　des　Kinsakubaru－wo，　heute　noch

　　　　　groβe　Flache　elnf6rmig　kahlgeschlagen　s三nd（Sumiyoson）．

雛懇

P達簾ot　29　自然の植物群落と立地の名称な秩序性を無視し，画一的な森林伐採，林道建設が行なわれる

　　　　　結果，激しいエロージョソ，自然破壊をもたらしている。

　　　　　　　Ohne　RUcksicht　auf　der　pflanzensoziologischen　Ordnu且g　wurden　AutostrasseR

　　　　　a鰍gelegt　und　der　Wald　kahlgeschlagen．　Kathastrophale　Erosion　und　Naturzerst6rung

　　　　　sind　die　FQIge．
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実にはこの金作原国有林および周辺の比較的自然植生に近い市・私有のスダジイ林が立地の

強弱にかかわらず，急速に画一的に伐採が進められている。一度伐採されれぽ，現在のよう

な森林に回復するには100年単位の年月が必要であり，日本各地で急速に自然林が破壊され

自然の荒廃が進行している今日，この金作原国有林をはじめ，現在残されている良然を十分

保護し，その周辺部を自然の許容弓懸の枠内で慎重に利用されることが必要である。

　C　赤崎自然公園予定域現存植生図

　市民の健全な生活環境を保金し，また緑の保養所として名瀬市中心街から近い赤崎に自然

公園の建設が計画され，その立地の綜合的基礎的調査として公園予定域全域にわたり植物社

会学的調査が行なわれた。赤崎のみで延べ350日にわたって植生調査が行なわれ，得られた

資料をもとに29の現存植生の凡例が作成された。現地は半島の主稜に沿ってi本水路が続い

ているほかは道ら．しい道もなく，また樹林にさえぎられ見透しのきく所も少なく，縮尺1：

2，500の現存植生図の作製はまったく徒歩により尾根筋・谷筋のほとんどを踏査して描かれ

た。現地で描かれた原図は室内で航空写真により各群落の範囲が確認・修正さオZ，より正確

な植生図の作製に努められた。

　赤崎は名瀬市の北部中央付近に位置し，東支那海を突出した矢じり形をした半島である。

最も幅広い所で秦西約750m，南北およそ1，500n｝で，高さ100～170mの稜線が南北にのびて

いる。主稜は中央より東側に片寄っており，東側斜面は30ん45。の急勾配をなす断崖で直接

海に面し，西側斜面は10～30。の緩傾斜地が続き，海岸線付近で急な断崖となっている。西

側斜面は北西向きに流れる川で小さな谷が何回か刻まれ，赤崎の地形に変化を与えている。

海岸線は深い入江もなく比較的単純で，したがって砂浜も小規模で，半島の回りに破線状に

続いている。耕地に利用され得るような平坦地は羅根部と朝仁：部落に近い半島南西部にわず

かに存在するのみである。

　地質：は名瀬粘板岩と呼ばれる古生層を母岩とし，～般に土壌の発達は良い。半島をとりま

くようにサンゴ碓が発達しているが，沖緩諸島で見られるような隆起サンゴ碓による所はま

ったく無く，砂浜がサンゴの砕片からなる程度である。

　赤崎はまた四季を通じて海鰍が卓越し，ことに夏季は南向きの，冬季は北向きの強い季節

風にさらされている。したがって植生もこの海風の影響を強く受けており，また地形，土壌

の厚さ，乾湿度，人為的干渉の程度など様々な立地条件に応じて発達した群落がモザイク状

に配分し，この半島の規模に比しては多彩な植生タイプが認められる。

　匪）．自然植生

　赤崎に見られる群落の多くは過去から現在まで何らかの人為干渉を受けてきた代償植生で

あって，自然植生の占める面積は狭い。季節風の卓越する，また急駿で人を寄せつけない断

崖や，海水の影響下にあり耕地にも利用され得ない砂浜などきわめて立地条件の厳しいとこ
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うにわずかに残存するのみである。

　赤崎の大部分をおおう森林植生のうち，スダジイを主とする常緑広葉樹林は一見質の高い

自然三生のように見られるが，後でのべられるようにそのほとんどすべてが人の手の加わっ

た2次林であり，自然植生としての森林は樹高2～4m内外の風衝低木林・アカテッーハマ

ビワ群集とソテツ群落で，急峻な断崖上に生育し半島をとりまくように分布している。

　アカテッーハマビワ群集はスダジイやリュウキュウマッがもはや生育不可能な断崖風野地

に広く発達している。主に硬葉樹からなる密な樹冠の低木林が生育する。断崖の西海岸側と

東海岸側では彬観的に類似しているが，種組成的にやや異なった群落となっている。母岩が

露出していることの多い，しかし安定した立地にある西海岸側風野地にはサダソウ，オニヤ

ブソテツなど岩地生の種群を含むアカテツーハマビワ群集サダソウ亜群集が，また，砕礫を

含む未分化な土壌でおおわれた表土の移動しやすい不安定な立地にある東海岸側では，隣接

するギ。クシンカースダジイ群集やリュウキュウマッ群落の構成種と共通な種を多く含む同

群集シバニッケイ亜群集が発達している。同じ風衝低木林であっても総じてシパニッケイ亜

群集の：方がサダソウ亜群集よりも樹高が高い。これは東海岸側は名瀬港に面し，対岸の半島

に風がさえぎられ，西海岸側よりも風衝の程度が弱いものと考えられる。いずれにしても急

峻な断雌上にあり，点在する砂浜に下りる道もあまりない。したがって比較的人間の干渉を

受けることのなかったこれらの風衝低木林は赤崎では自然状態でよく残されている。

　また，西海岸側では，アカテッーハマビワ群集の生育地よりも更に立地条件の厳しい所に

ソテツの優嘱する群落が発達している。急峻で，崩壊性土壌でおおわれた不安定な立地にあ

る東海岸側には発達したソテツ群落は見られない。群落内に石垣が築かれ，かつてソテツを

栽培していたことが明きらかな所もあり，おそらく現在生育するソテツ群落は人撫的にその

生育域を広げられたものも多いと思われるが，しかし，風衝断崖地に発達する赤崎の人為的

な群落もその本来の生育立地からかけ離れているものではなく，また現在までかなり長い年

月にわたって放置されており，種組成的にも明瞭な相異が認められなかった。したがって今

回は栽培地の群落も半自然的な群落とみなし，自然植生の群落と同一凡例で示されている。

　そのほか，森林としては低木林のクサトベラ群落とともにアダン群集が西海岸側の砂浜に

小規模な海岸林を形成しているのが見られる。

　自然植生としての草本植物群落は崖錐地，海水の飛沫をあびる岩礁地や砂浜など海岸線の

地域と，西海岸側の斜面中腹に見られ，現在放概されている農業用水ダムの湿地にも点在す

る5崩壊性土砂が堆積した，また絶えず土砂の移動があり不安定な立地にある崖錐地では自

然のススキ草原であるヒオウギーハチジ。ウススキ群落が発達し，海に突出した岩礁地には

オキナワマツバボタンーコウライシバ群落，タマシダーサダソウ群落，シマチカラシバ群集

等がわずかな環境条件の差に対応してモザイク状に生育しているのが見られる。狭い砂浜に
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はいずれも小規模な群落であるが，砂の移動の程度，塩分濃度の差などを反映し各植生の規

周的な配列が見られる。すなわち汀線から最も近い砂の移動が激しく，海水の影響の最も強

いところにはアッパジシバリ，グンバイヒルガオなどをともなったハマヒルガオ群落が，そ

の後のやや安定した砂地にはハマゴウ群落，そしてクロイワザサースナヅル群集ないしキキ

ョウランーオオシマノジギク群落と続き，クサトベラ群落やアダン群集と接している。

　用水ダム跡の湿地にはリュウキュウヤノネグサ，イ，リュウキュウカンガレイ，オオアブ

ラガヤなどがかずかな水位の差に応じてそれぞれ優負した小さな群落を形成している。

　このほか西海岸側に流れこむ川が砂浜に接する周囲にはダンチクの優滅する群落が生育し

ている。

　以上のように赤崎には名瀬市全域に認められる自然植生の草本植物群落のうち，滋雨植生

を除くすべての植生タイプが存在する。

　これら副帥生の草本植物群落はいずれもきわめて厳しい環境条件につりあって存続してい

る固有の群落であり，わずかな立地条件の変化にも適応できないきわめて弱い自然構生であ

る。したがって一度人為的破壊を受けると裸地化しやすく，植生の送主は困難なことが多

い。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　2）代償植生

　赤崎をおおう森林植生のうち，最も広域を占めているのがスダジイ林であり，次いでリュ

ウキュウマッ林である。この2つの森林はいずれも自然林が破壊された後に生じた2次林

で，そみうちリュウキュウマッは植林されたものが多い。スダジイを主とするほとんど常緑

高木からなるこの赤崎のスダジイ林は外観的には自然林を思わせるが，実際森林内にはいる

と，谷の一部の林分を除いて根元から何々も分枝した萌芽林であり，薪炭林として過去に何

回も伐採され持続してきた2次林であることが明きらかである。狭く人のほとんどはいりこ

まれない谷筋にはスダジイ，アマミアラカシ，フカノキなどが並木ぞ生育する半自然的な林

分も一部で認められたがその生育面積も狭く，種組成的に区分され得なかったので2次林と．

して同一凡例に含まれている。いずれにしても群落構成種がほとんど森林生の種からなり，

かつ常緑種であるという点で本州の常緑広葉樹林域の2次馬よりも自然度の高い，または復

元能力の高い2次林であるといえよう。

　樹高6～12mをなすこのギョクシソカースダジイ群集としてまとめられたスダジイ林は，

半島中央部道路から少し離れたi義心斜面の地域に広域をしめている。地形や人為的干渉度に

よって種継成的にやや異なった群落が形成されており，谷筋の湿生地にはオオイワヒトデ亜

群集が，尾根部の乾生地にはギイマ亜群集，そしてその間の斜面には典型亜群集という植生

配列が見られる。また，伐採されて間もない園復初期の森林はコシダが丈高く繁茂した乾生

のコシダースダジイ群落となっている。コシダースダジイ群落は特に半島先端付近，赤崎半
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島で最も高い中央部の尾根付近に集中しているのは強い風衝を受けているため他の地区より

森林の回復の遅いことがうかがわれる。いずれも樹高は1～2mときわめて低い。

　スダジイ林についで広い面積をしめるリュウキュウマッ群落は半島を縦断する道路沿いの

主に東海岸側斜面と，名瀬と朝仁を結ぶ道路周辺に集中している。多くは植林によるもので

あるが，南東部の衛生センター近くの山地ではかって山火事にあっており，2次馬としての

りュウキュウマッ群落も見られる。り藷ウキュ吻マツ群落は2次林にしても植林にしても群

落高が高い程，下層にスダジイが密生し，またスダジイ林の構成種を多く含んだ群落となっ

ている。リュウキュウマッに特に結びつく種群はなく，終局群落としてスダジイ林に発展す

る，つまりスダジイ林の代償植生として存続している持続群落である。

　アカテッ一一マビワ群集域では植生が破壊されるとススキ草原が持続し，リュウキュウマ

ツ群落には移行しない。

　また，湧水が近くにあるような水分の供給がよい所には植裁されたマダケやホウライチク

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ちの群落潜スダジイ林の中に見られる。いずれも規模はめて小さい。

　植栽林としては竹林のほか，ダチュラが朝仁に近い谷筋の一部に園芸胴に栽培されている

のがみられる。

　強い風にさらされている赤崎では，わずかな平身地に開かれた耕地は壇根状につくられた

防風林（ゴモジ諏一ハマビワ群落）によって保護されている。種々の樹木の枝が緊密にから

みあったこの防風林は風衝地のアカテッーハマビワ群集に類似した種組成からなり，郷土種

をたくみに利用した生きた構築物による防風，防火などの災害防止林さらには立地固有の景

観形成，環境保全林として多様な機能を果している。

　かつては赤崎の大部分が森林でおおわれ，草原であったどところは海岸線の一部や沼沢地

などごく限られていたと考えられる。しかし様々な入為的干渉が自然植生に加えられ変形し

破壊されてきた現在，森林は草原におきかえられていることが多い。赤崎で広い面積をしめ

る草本植物群落はススキ草原で，海岸崖錐地の霞然生のヒオウギーハチジョウススキ群落を

除いた大部分のススキ草原は強い人為的干渉下に持続してきた代償植生である。多くはかっ

て耕地だった所に発達したススキ草原であるが，東海岸側のようにヤギの放牧のために森林

が伐採され，ないしは退行してススキ草原となっているところもある。スダジイ林（ギ・ク

シン底心スダジイ群集）の代償植生としてのススキ草原はノボタソーススキ群落が，風衝低

木林（アカテッーハマビワ群集）の代償植生としてヒゲスゲーススキ群落が発達している。

放棄されてまもない耕地ではイヌビエやメヒシバが繁茂するが，耕作が放棄されてから2，

3年経過した畑地跡ではチガヤの優占する群落となっている。更に時間が経過するとススキ

が混生してきて，ススキの優占する群落にかわっていく。チガヤ群落は稜線に沿って開かれ

た耕地と朝仁に近い西側平坦地に兇られる。現在耕作されている畑地は頻繁な人為的干渉と
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つりあって持続する耕地特有の雑草群落であるハマクワガタールリハコベ群集が生育してい

る。また狭い砂浜の後背地や，用水ダム付近に作られた水田は現在は耕作が放棄され，多年

生の雑草群落，ハイキビーチゴザサ群落が繁茂している。

　このほか西海岸側の風衝地の十分水分の供給される所にアカテッーハマビワ群集に接し

て，リ添ウキュウパシ。ウが栽培されているが，この植分もやはり現在利用されずに放置さ

』れ，リュウキュウバシ。ウの下にモクタチバナ，ハマビワ，ヤブニッケイなどの低木が混生

してきている。

〃

吾


